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〔「夢・感動教育 あげお」の実現に向けて〕 

「夢・感動教育 あげお」の実現に向けて 
 

「平成２０年度 上尾の教育」の発刊にあたり、上尾市教育行政の推進につきまして、平素
から多大なるご理解ご協力を賜り、心から感謝申し上げます。 

さて、平成１８年の改正教育基本法及び平成１９年の教育改革関連３法の成立、本年３月の
学習指導要領の改訂等、教育を取り巻く環境は大きく変化しており、今日の教育行政におきま
しては、確かな学力の育成、教職員の資質向上、校舎等の耐震化、食の安全等、取り組まなけ
ればならない重要な課題が山積しております。 

本年度、上尾市教育委員会におきましては、「夢・感動教育 あげお」のキャッチフレーズ
の下、教育行政重点施策として「生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進」、「生きる
喜びを分かち合える生涯学習の推進」、「健康で活力に満ちた市民スポーツ活動の推進」を掲
げ、大きな夢を抱き、様々な体験を通じて笑顔と感動を市民の皆様に送ることができるような
教育施策を実施しております。 

学校教育につきましては、引き続き、小学校１・２年生及び中学校１年生において３０人程
度学級「あげおっ子アッピープラン」を実施するとともに、魅力ある学校を創るため、全小・
中学校において委嘱研究を推進して、子どもたちの学力・体力の向上、豊かな心の醸成を図る
など、生きる力を育むことができるよう指導の工夫改善に積極的に取り組んでおります。 

また、特別支援教育を充実させるために特別支援学級支援員の配置や子どもたちの安全を確
保するために地域の皆様のご協力を賜りながら、学校安全パトロールカーを稼動させるなど学
校支援体制の強化を図っております。 

校舎等の耐震化につきましては、「上尾市立学校施設耐震化計画」に基づきまして、校舎の
耐震化を平成２４年度までに、屋内運動場の耐震化を平成２５年度までに完了させる予定でご
ざいます。 

生涯学習につきましては、新しい知識や技術の習得、家庭や地域社会の向上を目指した取り
組みなど、市民生活の充実のために学習意欲を高め、多様な学習機会や情報を提供し、学習相
談体制の充実を支援しております。また、市民の文化・芸術活動の展開や活動団体の育成を支
援し、市民が豊かな文化を享受・発信することができるような環境づくりを推進しております。 

生涯スポーツにつきましては、多くの市民が個々の体力や適性に応じてスポーツ・レクリエ
ーション活動に参加できるよう、スポーツ施設の整備充実を図るとともに、生涯スポーツ活動
の受け皿となる団体の育成、指導者・リーダーの養成と発掘、スポーツイベントの充実や地域
スポーツ活動の充実など、各種施策を推進しております。 

私たちの先達が種を蒔き大切に育ててこられた「上尾の教育」は、市制施行５０周年を迎え
た今、蕾から大輪を開花させ、２２万５千色に彩られた輝かしい光を放っております。 

上尾市教育委員会といたしましても、この５０年という節目の本年１１月を「上尾市教育月
間」として位置付け、市民の皆様に教育に対する関心と理解を一層深めていただくとともに、
学校と家庭・地域が連携して教育の充実を図ってまいりました。引き続き、先達の築かれてこ
られた礎に、「夢・感動教育 あげお」の実現に向けて新たな１ページを刻むことができるよ
う、教育委員をはじめ、教職員、事務局職員が一致団結して努力してまいりますので、皆様か
らのご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

本冊子は、平成２０年度の上尾市の教育行政及び教育機関の諸活動の概要について、教育行
財政、学校教育、生涯学習、生涯スポーツの領域に分けて収録いたしました。上尾市の教育行
政をご理解いただく一助として、幅広くご活用いただければ幸いに存じます。 

平成２０年１２月 

上尾市教育委員会教育長  岡 野  栄 二 
 

  



〔第１部 教育行政・教育財政〕 

 １ 平成２０年度教育行政重点施策 

  

できるような環境づくりを実現していく。 上尾市教育委員会は、上尾市の基本構想に掲

げる「市民と築く心豊かなまち」を指針として、

社会の変化に柔軟に対応する生涯学習の視点に

立ち、健康で豊かな心をはぐくむ学習活動を推

進し、「夢・感動教育 あげお」の実現に向け

て、平成２０年度の教育行政重点施策を次のと

おり策定する。 

また、人々の暮らしは歴史・文化の上に成り

立っていることから地域の歴史への理解や伝統

文化の継承、文化財の保存管理に努め、収集・

整理を進めていくとともに学習活動を支援する

環境を整える。 

生涯学習の基盤施設としての図書館は、最近

市民のための身近な情報ステーションとして、

利用者は年々増加傾向にあり、図書資料の充実

や施設の整備が求められている。 

 

 

１ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 

今後、図書館本館のあり方を検討するととも

に分館を充実し、図書館網の整備に努める。 
学校は、基礎的・基本的な内容を確実に身に

付けさせ、豊かな心と道徳性を育て、心身の健

康の保持・増進に努める学習の場であるととも

に、生きる力をはぐくむ場である。 

 また、赤ちゃんと保護者が絵本を介してゆっくり向

き合い、心ふれあうひとときを持つきっかけをつくる

ため、ブックスタート事業を開始する。 このことを踏まえ、創意工夫を生かし特色あ

る教育活動を展開する中で、学力の質的向上を

図り、個性を伸ばし、生きる力をはぐくむこと

ができるよう教育内容や指導法の改善に積極的

に取り組む。また、「学力」「規律ある態度」

「体力」について、これだけは確実に身に付け

させたい事柄に関し埼玉県教育委員会が策定し

た「教育に関する３つの達成目標」を重点的に

取り組む。小学校１、２年生及び中学校１年生

における少人数学級も引き続き実施を図る。 

 

３ 健康で活力に満ちた市民スポーツ活動の推進 

急速に進行する少子高齢化社会の中で、人々

の健康・体力づくりに対する関心やスポーツ・

レクリエーション活動へのニーズはますます多

様化してきている。国、県のスポーツ振興計画

やスポーツ都市宣言の趣旨を踏まえ多くの市民

が、いつでも、どこでもあらゆる機会を通じて

個々の体力や適性に応じてスポーツ・レクリエ

ーション活動に参加できるよう、身近な場所に

スポーツ施設を整備・充実していくことをはじ

め、市民の継続的な生涯スポーツ活動の受け皿

となる団体の育成、指導者・リーダーの養成と

発掘、スポーツイベントの充実や地域スポーツ

活動の充実など、各種施策の推進に努める。 

さらに、国際化・情報化の進展、科学技術の

高度化などの社会の変化や特別支援教育、生徒

指導などの今日的課題に対応した教育を推進す

るため、学校経営の改善・充実に努めるととも

に教職員の資質の向上、教育環境の整備を図る。 

また、保護者や地域社会と連携した活動を促

進するとともに、開かれた学校づくりを一層推

進する。 

「彩夏到来０８埼玉総体」新体操競技（７月 

３１日～８月２日）、柔道競技（８月５日～ 

９日）を県立武道館で開催する。  

 ２ 生きる喜びを分かち合える生涯学習の推進 

４ 市制施行５０周年記念事業の開催 豊かで充実した人生への希求、時代の変化に

伴う新しい知識や技術の習得、家庭や地域社会

の向上を目指した取り組みなど、市民は自己の

生活の充実のために学習意欲を高め、多様な学

習機会や情報提供、学習相談体制の充実を求め

ている。 

本市は今年市制施行５０周年を迎える。そこ

でこれを契機に「上尾市教育月間」を設定し、

学校、家庭及び地域が連携した多彩な活動を実

施するとともに、教育に対する市民の関心と理

解を一層深めるために、広報活動を重点的に行

う。 こうした学習要求にこたえるため、いつでも、

どこでも、自分が学びたいときに学べる体制を

整備しながら自己実現と地域参加を積極的に支

援していくとともに、一人ひとりが人権を尊重

し合う社会を実現するため、家庭、学校、職場、

地域社会などすべての生活の場面で人権意識を

生かしていくよう推進していく。 

また、記念事業として、能公演会（８月）・

民俗芸能公演（２月）を開催し、併せて上尾市

体育協会が創立５０周年を迎えるので記念式典

やスポーツ講演会、体協支部や体協加盟団体な

ど関係団体と連携したスポーツイベントなどを

実施していく。 

市民の文化・芸術活動の展開や活動団体の育

成を支援し、市民が豊かな文化の享受と発信が 
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〔第１部 教育行政・教育財政〕 

７ 生徒指導の充実 ◇重点施策の体系◇ 
 ○生徒指導体制の充実  1 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進  
 ○アッピー学校パトロール隊の充実  
 ○保護者・地域・関係諸機関との連携推進 １ 安心・安全な教育環境の整備 
 ○総合的な不登校対策の推進 ○校舎の耐震補強設計・耐震補強工事の実施 
 ○いじめ・暴力行為防止対策の推進 ○学校の安全対策の推進 
 ○非行・問題行動防止対策の推進 ○校舎等施設の修繕・保全整備の充実 
  
８ 人権教育の推進 ２ 教育条件の整備 
 ○人権教育推進体制の充実 ○コンピュータや情報通信ネットワークなど

の情報教育環境の整備 ○人権教育基本方針・基本計画の推進 

 ○人権教育研修の充実 ○学校図書館図書の整備・充実 
○人権作文･標語集及び指導資料の作成と啓

発推進 
○学校管理備品・教材教具の整備・充実 

○３０人程度学級の実施 
 ○学級支援員・学校図書館支援員・生徒指導

支援員の配置 ９ 進路指導・キャリア教育の充実 

 ○進路指導体制の充実 ○向原分校における学校教育の充実 
 ○進路指導・キャリア教育の推進       
 ○進路相談の充実 ３ 学校経営の改善と充実 
 ○小学校・中学校・高校相互の連携推進 ○適切な教育課程の編成・実施・評価 
 ○市委嘱研究の計画的な推進と充実 
１０ 就学支援の充実 ○学校評価制度の充実 
 ○就学援助費等の充実  ○学校評議員制度の充実 
 ○入学準備金・奨学金の貸付機会の充実 ○特色ある誇れる学校づくりの推進 
○幼稚園就園奨励費補助及び保護者負担軽減

費補助事業の推進 
○家庭、地域と連携した教育活動の推進 

   
 ４ 教職員の資質の向上と充実 
１１ 教育相談の充実  ○計画的、広域的及び経験人事の推進 
 ○教育相談体制の充実  ○初任者研修等の充実 
 ○学校適応指導教室の充実 ○教科等指導法研究の充実 
 ○就学相談の充実  ○市費学校職員の研修の充実 
○教育センターとさわやか相談室の連携によ  ○学校職員の衛生管理の推進 
る推進  ○人事評価制度の充実 

  
１２ 特別支援教育の推進 ５ 豊かな心の育成 
 ○特別支援教育体制の充実  ○道徳教育等の充実 
○一人一人の教育的ニーズに応じた支援計画

の作成と推進 
 ○特別活動・部活動の充実 

 ○体験活動の充実 
○ノーマライゼーションの理念に基づく教育

の推進 
 ○読書活動の充実 

 ○ボランティア・福祉教育の充実 
  ○上尾市子ども憲章の活用 
１３ 児童生徒の体力向上  ○幼稚園・保育所・小学校が連携した教育の

推進  ○「教育に関する３つの達成目標」の推進 

 ○体力向上推進事業の推進  
 ○小・中学校体育連盟事業への支援 ６ 創意工夫を生かした適切な教育指導の実施 
 ○体育的行事・部活動の充実  ○確かな学力の定着と学力向上の推進 
 ○中学校合同部活動の実施  ○「教育に関する３つの達成目標」の推進 
  ○「総合的な学習の時間」の充実 
  ○指導方法の工夫・改善 
  ○教育評価の工夫・改善 
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１４ 学校保健活動の充実 

 ○薬物乱用防止教育の推進    

 ○性・エイズ教育の推進 

○歯っぴーファイルを利用したう歯治療率の 

向上 

 ○生活習慣病に対応した健康診断の実施 

 ○心の健康の推進 

 ○学校における労働安全衛生研修会の開催 

  

１５ 学校安全活動の充実 

 ○生活安全、防犯教育の推進 

 ○交通安全教育の推進 

 ○災害安全、防災教育の推進 

○学校安全パトロール事業（青色防犯パトロ

ール）の推進 

 ○救急救命講習（ＡＥＤ講習を含む）の充実 

 

１６ 学校における食育の充実 

 ○食育に関する指導の充実 

 ○「和食の日」の実施による献立内容の充実 

 ○家庭・地域との連携の推進 

○衛生管理マニュアルの見直しと衛生管理の 

徹底 

 ○学校給食施設・設備・備品の整備充実  

 ○給食費徴収率の向上  

 

 

 

 ２ 生きる喜びを分かち合える生涯学習の推進  
 

１ 学習機会、情報提供等の充実 

 ○「あげおふるさと学園」の充実 

 ○生涯学習情報提供や学習相談の充実 

 ○上尾市生涯学習推進員制度の充実 

 ○「上尾市まなびすと指導者バンク」の充実 

 ○学校開放推進事業の充実 

 ○生涯学習関係団体・グループへの支援・援助 

 ○家庭教育講演会の開催 

 ○生涯学習ホームページの充実 

 

２ 人権教育の推進 

 ○人権教育集会所事業の推進 

 ○人権教育指導者の養成 

 ○地域人権講座の開催 

 

３ 文化・芸術活動の促進 

 ○市美術展覧会、市民音楽祭等の開催 

 ○市民文化団体の活動支援 

  

４ 公民館機能の充実 

○多様化、高度化する市民の学習ニーズに対

応した主催事業の実施 

 ○地域交流と自主サークル活動の支援 

５ 図書館運営の充実 

 ○図書館サ－ビスの充実 

 ○図書館資料の充実 

 ○視聴覚教材・教具の充実 

 ○ブックスタート事業の開始 

 

６ 文化財保存事業の促進と保護思想の啓発 

○埋蔵文化財の保護（出土遺物整理調査の）

充実 

 ○文化財めぐり、郷土史講座等の開催 

 ○文化財の調査記録書及び啓発書の発行 

 ○郷土学習の出張講座の実施 

  

７ 市史調査事業の推進 

 ○市史資料の収集・整理・保存 

 ○歴史資料の調査・研究 

 ○文書目録の発行  

 

 

 

 ３ 健康で活力に満ちた市民スポーツ活動の推進  
 

１ 生涯スポーツ活動の推進 

 ○スポーツ大会・スポーツ教室の充実 

 ○体育指導委員活動の充実 

 ○「彩夏到来 08 埼玉総体」開催 

 

２ スポーツ・レクリエーション指導者及び関係

団体の育成 

 ○スポーツ指導者の育成 

○スポーツ・レクリエーション関係団体の指 

導・育成 

 

３ スポーツ・レクリエーション施設の整備 

○スポーツ・レクリエーション施設の整備・

充実 

 ○学校体育施設の開放と設備の充実 

 

 

 ４ 市制施行５０周年記念事業の開催  
 

１ 記念事業の実施 

○「教育月間」広報活動の実施 

○能公演会・民俗芸能公演の開催 

○体育協会５０周年記念事業と連携しスポー

ツイベントの開催 

 

 



〔第１部 教育行政・教育財政〕 

２ 教育委員会委員 
 

 

 

委員長 

岸 井 幸 弘 

 

 

委員長職務代理者 

野 澤 治 雄 

 

 

委 員 

本 田 直 子 

 

委 員 

河 合 悦 子 

 

教育長 

岡 野 栄 二 

 

 

職名・氏名 

委員 委員長 教育長 

任命年月日 
任命満了予定

年月日 
就任年月日

退任予定 

年月日 
任命年月日 

任命満了予定

年月日 

委 員 長 岸 井 幸 弘 H13.10.25 H21.10.24 H19.10.12 H21.10.11     

委 員 長 

職務代理者 
野 澤 治 雄 H16.10.1 H24.9.30         

委 員 本 田 直 子 H19.11.20 H23.11.19         

委 員 河 合 悦 子 H19.12.25 H24.9.30         

教 育 長 岡 野 栄 二 H18.10.1 H22.9.30     H18.10.2 H22.9.30

 

 

４ 〔２ 教育委員会委員〕 



〔第１部 教育行政・教育財政〕 

３ 歴代の教育委員会委員・委員長・教育長 
 （１） 歴代の教育委員会委員 【地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）施行後】 

氏 名 就任年月日 退任年月日 氏 名 就任年月日 退任年月日 

北西 隆蔵 S30.1.1 S31.9.30 松本 ハツ S48.10.25 S56.10.24 

山根 良朔 S30.1.1 S31.9.30 関 小平 S49.10.1 S51.6.30 

水野 利吉 S35.10.1 S39.9.30 沖 種郎 S50.11.20 S54.11.19 

関根 宗次 S30.1.18 S31.9.30 榎本 吉秀 S51.10.1 S55.9.30 

藤倉 弥平 S30.12.31 S32.3.31 小林 弘 S51.10.1 S55.9.30 

山田 良助 S30.12.31 S39.9.30 田島 尚 S54.11.20 S58.11.19 

新井 賢哉 S30.12.31 S32.3.31 秋山 衛 S55.10.1 S59.9.30 

細野 順作 S31.10.1 S32.3.31 榎本 進 S56.10.25 H1.10.24 

岡田 孝次郎 S32.4.5 S35.9.30 横井 真雄 S58.11.20 S62.11.19 

石井 正衛 S32.4.5 S34.12.3 北西 兵造 S59.10.1 H1.9.30 

八木 武一 S32.4.5 S35.10.25 小松 義昭 S59.10.1 S63.9.30 

鈴木 利長 S32.4.5 S35.4.1 大河内 博 S61.7.1 S62.6.2 

榎本 英治 S35.4.5 S44.9.30 宮内 哲夫 S62.11.2 H10.9.30 

藤倉 薫 S35.4.2 S41.3.31 畑  巌 S62.11.20 H3.11.19 

黒須喜代松（瓦葺） S35.12.24 S38.9.30 小澤 照雄 S63.10.1 H4.9.30 

市村 賢作 
S38.10.1 S42.9.30 谷川 恵哉 H1.10.1 H8.9.30 

S46.11.20 S50.11.19 三澤 重雄 H1.10.25 H13.10.24 

鎌田 文三 S39.10.1 S43.9.30 佐野 基代江 H3.11.20 H7.11.19 

関根 政 S39.10.1 S43.5.31 宇高 良哲 H4.10.1 H8.9.30 

小林 栄次郎 S41.4.2 S45.9.30 新井 安子 H7.11.20 H11.11.19 

和気 寛道 S42.11.20 S46.11.19 永島 道二 H8.10.1 H12.9.30 

大室 晴一 S43.7.15 S47.9.30 青木 恒夫 H8.10.1 H19.10.11 

鈴木 平八郎 S43.10.1 S59.9.30 浅見 勲 H10.10.1 H18.9.30 

河原塚 福司 S44.10.1 S46.10.21 井上 礼子 H11.11.20 H15.11.19 

倉林 嘉四郎 S45.10.1 S49.4.19 野原 利安 H12.10.1 H16.9.30 

篠田 菊之助 S46.10.25 S48.9.30 野本 昭代 H15.11.20 H19.11.19 

平川 欣典 S47.10.1 S51.9.30    

（２） 歴代の委員長 

氏 名 就任年月日 退任年月日 氏 名 就任年月日 退任年月日 

北西 隆蔵 S30.1.1 S31.9.30 平川 欣典 S50.12.1 S51.9.30 

新井 賢哉 S31.10.1 S32.3.31 鈴木平八郎 S51.12.1 S59.9.30 

岡田孝次郎 S32.4.5 S35.9.30 横井 真雄 S59.10.1 S62.11.19 

山田 良助 S36.1.9 S39.9.30 北西 兵造 S62.11.24 H1.9.30 

榎本 英治 S39.10.1 S41.9.30 榎本 進 H1.10.2 H1.10.24 

関根  政 S41.10.1 S42.9.30 畑  巌 H1.10.25 H3.11.19 

鎌田 文三 S42.10.1 S43.9.30 三澤 重雄 H3.11.20 H13.10.24 

榎本 英治 S43.10.1 S44.9.30 青木 恒夫 H13.10.25 H19.10.11 

鈴木平八郎 S44.10.1 S50.11.30    

（３） 歴代の教育長 

氏 名 就任年月日 退任年月日 氏 名 就任年月日 退任年月日 

関根 宗次 S30.1.18 S31.9.30 関 小平 S49.10.1 S51.6.30 

北西 隆蔵 S31.10.1 S32.3.31 小林 弘 S51.10.1 S61.5.31 

鈴木 利長 S32.4.5 S35.4.1 大河内 博 S61.7.1 S62.6.2 

藤倉 薫 S35.4.2 S41.3.31 宮内 哲夫 S62.11.2 H10.9.30 

小林 栄次郎 S41.4.2 S45.9.30 浅見 勲 H10.10.1 H18.9.30 

倉林 嘉四郎 S45.10.1 S49.4.19    
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〔第１部 教育行政・教育財政〕 

４ 教育委員会 会議 
 （１） 平成１９年度 教育委員会会議の開催状況 

定例会・臨時会 開催日時 場 所 出席委員数 

平成１９年４月定例会 
平成１９年４月２４日（火） 

１５：０５～１６：５０ 
上尾市役所 教育委員室 ５名 

平成１９年５月定例会 
平成１９年５月２２日（火） 

１０：００～１０：５０ 
〃 ５名 

平成１９年６月定例会 
平成１９年６月２７日（水） 

１４：００～１６：００ 
〃 ５名 

平成１９年７月定例会 
平成１９年７月２０日（金） 

１４：００～１４：４０ 
〃 ５名 

平成１９年８月定例会 
平成１９年８月２２日（水） 

１４：００～１４：５０ 
〃 ５名 

平成１９年９月定例会 
平成１９年９月２５日（水） 

１４：００～１５：０５ 
〃 ５名 

平成１９年第２回臨時会 
平成１９年１０月１１日（木） 

１７：１０～１７：３０ 
〃 ４名 

平成１９年１０月定例会 
平成１９年１０月２３日（火） 

１４：００～１４：３０ 
〃 ４名 

平成１９年１１月定例会 
平成１９年１１月２１日（水） 

１５：３５～１６：４０ 
〃 ４名 

平成１９年１２月定例会 
平成１９年１２月２８日（金） 

１０：００～１０：４５ 
〃 ５名 

平成２０年１月定例会 
平成２０年１月２３日（水） 

１５：４０～１６：００ 
〃 ５名 

平成２０年２月定例会 
平成２０年２月２０日（木） 

１４：００～１４：５０ 
〃 ５名 

平成２０年第１回臨時会 
平成２０年２月２８日（木） 

１３：５０～１４：２０ 
〃 ５名 

平成２０年３月定例会 
平成２０年３月２４日（月） 

１４：２０～１５：１５ 
〃 ５名 
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〔第１部 教育行政・教育財政〕 

 （２） 平成１９年度 教育委員会議決案件 

議案番号 議 案 名 
採決 
結果 

議決番号 
議決 

年月日 

議案第１２号 工事計画について 
全員一致 

可決 
議決第１２号 

平成１９年
４月２４日

議案第１３号 
上尾市教育委員会事務委任規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１３号 

議案第１４号 
上尾市教育委員会事務局組織規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１４号 

議案第１５号 上尾市図書館協議会委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第１５号 

議案第１６号 
上尾市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師
の公務災害補償に関する条例施行規則の一部を改正
する規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１６号 

議案第１７号 学校医の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１７号 

議案第１８号 産業医の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１８号 

議案第１９号 衛生管理者の任命について 
全員一致 

可決 
議決第１９号 

議案第２０号 
上尾市小・中学校結核対策委員会委員の委嘱 
又は任命について 

全員一致 
可決 

議決第２０号 

議案第２１号 
上尾市人権教育推進協議会委員の委嘱及び任命 
について 

全員一致 
可決 

議決第２１号 

平成１９年

５月２２日
議案第２２号 

上尾市立人権教育集会所運営委員会委員の委嘱 
及び任命について 

全員一致 
可決 

議決第２２号 

議案第２３号 
上尾市図書館規則の一部を改正する規則の制定 
について 

全員一致 
可決 

議決第２３号 

議案第２４号 
上尾市立小・中学校通学区域検討協議会委員の委嘱
又は任命について 

全員一致 
可決 

議決第２４号 

平成１９年
５月２２日

議案第２５号 上尾市幼児教育振興協議会委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第２５号 

議案第２６号 
上尾市立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師
の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 

全員一致 
可決 

議決第２６号 

議案第２７号 
上尾市立小学校給食運営委員会の委嘱又は任命につ
いて 

全員一致 
可決 

議決第２７号 

議案第２８号 
上尾市立中学校給食共同調理場運営委員会委員の委
嘱又は任命について 

全員一致 
可決 

議決第２８号 

議案第２９号 上尾市社会教育委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第２９号 

平成１９年
６月２７日

議案第３０号 上尾市スポーツ振興審議会委員の任命について 
全員一致 

可決 
議決第３０号 
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〔第１部 教育行政・教育財政〕 

採決 議決 
議決番号 議案番号 議 案 名 

結果 年月日 

議案第３１号 
上尾市立小・中学校通学区域検討協議会委員の委嘱
又は任命について 

全員一致
可決 

議決第３１号 
平成１９年
６月２７日

議案第３２号 学校医の委嘱について 
全員一致

可決 
議決第３２号 

議案第３３号 上尾市図書館協議会委員の委嘱又は任命について 
全員一致

可決 
議決第３３号 

平成１９年
７月２０日

議案第３４号 
学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う 
関係条例の整理に関する条例の制定について 

全員一致
可決 

議決第３４号 
平成１９年
８月２２日

議案第３５号 
上尾市入学準備金・奨学金貸付条例の一部を改正 
する条例の制定について 

全員一致
可決 

議決第３５号 

平成１９年
９月２５日

議案第３６号 
上尾市教育委員会事務局組織規則及び上尾市教育委
員会の所管に属する機関の職制等に関する規則の 
一部を改正する規則の制定について 

全員一致
可決 

議決第３６号 

議案第３７号 
上尾市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定 
について 

全員一致
可決 

議決第３７号 

議案第３８号 
上尾市図書館規則の一部を改正する規則の制定 
について 

全員一致
可決 

議決第３８号 

議案第３９号 上尾市就学支援委員の委嘱又は任命について 
全員一致

可決 
議決第３９号 

議案第４０号 教育委員会事務局管理職の人事異動について 
全員一致

可決 
議決第４０号 

議案第４１号 教育委員会委員の辞職の同意について 
全員一致

可決 
議決第４１号 

平成１９年
１０月１１日

議案第４２号 
上尾市図書館規則の一部を改正する規則等の一部を
改正する規則の制定について 

全員一致
可決 

議決第４２号 
平成１９年

１０月２３日

議案第４３号 平成２０年度市費学校職員人事異動方針について 
全員一致

可決 
議決第４３号 

平成１９年
１１月２１日

議案第４４号 
上尾市立学校設置条例の一部を改正する条例の制定
について 

全員一致
可決 

議決第４４号 

議案第４５号 
学校教育法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係教育委員会規則の整理に関する規則の制定 
について 

全員一致
可決 

議決第４５号 

議案第４６号 
上尾市立公民館条例の一部を改正する条例の制定 
について 

全員一致
可決 

議決第４６号 

議案第４７号 教育委員会事務局管理職の人事異動について 
全員一致

可決 
議決第４７号 

平成１９年
１２月２８日

議案第１号 
学校教育法施行規則の一部改正に伴う関係規則の 
整理に関する規則の制定について 

全員一致
可決 

議決第１号 
平成２０年
１月２３日

議案第２号 上尾市スポーツ振興審議会委員の委嘱について 
全員一致

可決 
議決第２号 
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採決 議決 
議決番号 議案番号 議 案 名 

結果 年月日 

議案第３号 
上尾市立小・中学校通学区域検討協議会委員の委嘱
について 

全員一致 
可決 

議決第３号 
平成２０年
１月２３日

議案第４号 
上尾市教育委員会公印規則の一部を改正する規則の
制定について 

全員一致 
可決 

議決第４号 
平成２０年
２月２０日

議案第５号 
上尾市立小・中学校管理規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第５号 

議案第６号 平成２０年度当初教職員人事異動について 
全員一致 

可決 
議決第６号 

平成２０年
２月２８日

議案第７号 
平成２０年度上尾市教育委員会教育行政重点施策 
について 

全員一致 
可決 

議決第７号 

平成２０年

３月２４日

議案第８号 
上尾市教育委員会事務委任規則の一部を改正する 
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第８号 

議案第９号 
上尾市立公民館管理規則の一部を改正する規則の 
制定について 

全員一致 
可決 

議決第９号 

議案第１０号 上尾市社会教育指導員の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１０号 

議案第１１号 
上尾市立小・中学校管理規則の一部を改正する規則
の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１１号 

議案第１２号 
上尾市立小・中学校職員服務規程の一部を改正する
規則の制定について 

全員一致 
可決 

議決第１２号 

議案第１３号 学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の委嘱について 
全員一致 

可決 
議決第１３号 

議案第１４号 
平成２０年度当初教育委員会事務局管理職の 
人事異動について 

全員一致 
可決 

議決第１４号 
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５ 教育委員会の組織と事務分掌 
 

教育委員会（委員５名で構成）
・委 員 長 
・委員長職務代理者 
・委 員  ２名 
 ・教 育 長 

学 校 教 育 部

保
健
・
給
食
担
当

学
校
適
応
指
導
、
教
育
相
談
・就
学
相
談
に
関
す
る
こ
と
、
教
職
員
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
、

教
育
に
関
す
る
専
門
的
・
技
術
的
事
項
の
調
査
研
究
に
関
す
る
こ
と
、
教
育
に
関
す
る
資
料

の
収
集
・整
理
・保
管
・活
用
に
関
す
る
こ
と 

教
職
員
の
人
事
・
給
与
の
内
申
に
関
す
る
こ
と
、
教
職
員
の
服
務
・
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ

と
、
教
職
員
及
び
に
児
童
・生
徒
に
係
る
調
査
統
計
に
関
す
る
こ
と 

通
学
区
に
関
す
る
こ
と
、
学
齢
生
徒
お
よ
び
学
齢
児
童
の
就
学
並
び
に
生
徒
、
児
童
及
び
幼

児
の
入
学
、
転
学
お
よ
び
退
学
に
関
す
る
こ
と
、
就
学
援
助
に
関
す
る
こ
と 

幼
稚
園
１
園 

・ 

小
学
校
22
校 
・中
学
校
11
校 

・ 

分
校
１
校 

幼

稚
園

・
小

中

学

校

中
学
校
給
食
共
同
調
理
場

教

育

セ

ン

タ

ー

教
育
指
導
担
当

学

務

課

指

導

課

学

校

保

健

課

館
内
外
奉
仕
、
図
書
館
資
料
の
整
理･

保
管
、
施
設
・設
備
の
管
理
保
全
に
関
す
る
こ
と
、
図

書
館
協
議
会
及
び
図
書
館
の
業
務
に
関
す
る
諸
団
体
に
関
す
る
こ
と
、
分
館
集
会
室
に
関

す
る
こ
と
、
視
聴
覚
教
育
の
奨
励
に
関
す
る
こ
と
、
視
聴
覚
教
材
教
具
の
整
備
及
び
貸
し
出

し
に
関
す
る
こ
と
、
視
聴
覚
教
育
に
関
す
る
資
料
の
収
集
、
作
成
、
周
知
に
関
す
る
こ
と 

教
育
指
導
事
業
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
、
校
外
行
事
及
び
園
外
行
事
に
関
す
る
こ
と
、
教
育
課
程
、
学
習

指
導
及
び
教
育
評
価
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
、
生
徒
指
導
及
び
進
路
指
導
に
関
す
る
こ
と
、
学
校

教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
障
害
児
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
国
際
理
解
教
育
、
情
報
教

育
、
環
境
教
育
及
び
福
祉
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
幼
稚
園
教
育
の
指
導
助
言
に
関
す
る
こ
と
、
児
童
及
び

生
徒
の
事
故
報
告
に
関
す
る
こ
と
、
教
科
書
の
採
択
及
び
準
教
科
書
、
副
読
本
等
に
関
す
る
こ
と 

給
食
計
画
に
関
す
る
こ
と
、
栄
養
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
給
食
の
調
理
及
び
運
搬
に
関

す
る
こ
と
、
中
学
校
給
食
共
同
調
理
場
運
営
委
員
会
に
関
す
る
こ
と 

要
・
準
要
保
護
児
童
・
生
徒
の
医
療
費
に
関
す
る
こ
と
、
児
童
生
徒
の
災
害
共
済
給
付
金
の
支
給
に
関

す
る
こ
と
、
教
員
・
児
童
生
徒
・
就
学
児
童
の
健
康
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
児
童
生
徒
の
交
通
安
全
、

防
犯
等
全
般
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
安
全
・
危
機
管
理
・
環
境
保
全
に
関
す
る
こ
と
、
保
健
室
の
設

備
整
備
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
給
食
の
計
画
及
び
運
営
方
針
に
関
す
る
こ
と
、
小
学
校
給
食
の
栄
養

管
理
・
食
に
関
す
る
指
導
・
衛
生
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
小
学
校
給
食
室
の
訪
問
及
び
設
備
整
備

に
関
す
る
こ
と
、
、
小
学
校
給
食
の
安
全
衛
生
委
員
会
及
び
運
営
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
学
校

給
食
費
の
未
納
対
策
及
び
値
上
（下
）げ
に
関
す
る
こ
と 

教

職
員

担

当

就

学

担

当

図

書

担

当

図

書

館

上
尾
駅
前
分
館
・
平
方
分
館
・瓦
葺
分
館
・ 

た
ち
ば
な
分
館
・
大
石
分
館
・ 

上
平
公
民
館
図
書
室
・
原
市
公
民
館
図
書
室
・

大
谷
公
民
館
図
書 
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市

民

体

育

館

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

体
育
館
の
利
用
に
関
す
る
こ
と 

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担
当

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
企
画
及
び
運
営
に
関
す
る
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
体
育
施
設
の
開
放
に
関
す
る
こ
と
、 

平
方
ス
ポ
ー
ツ
広
場
に
関
す
る
こ
と
、
平
方
野
球
場
に
関
す
る
こ
と
、
平
塚
サ
ッ
カ
ー
場
に
関

す
る
こ
と 

大

谷

公

民

館

大

石

公

民

館

原

市

公

民

館

平

方

公

民

館

上

平

公

民

館

上

尾

公

民

館

【各
公
民
館
】 

施
設
の
利
用
に
関
す
る
こ
と
、
事
業
の
企
画
お
よ
び
実
施
に
関
す
る
こ
と
、
地
域
社
会
教
育

関
係
団
体
お
よ
び
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と 

【上
平
公
民
館
・原
市
公
民
館
・大
谷
公
民
館
】 

公
民
館
図
書
室
の
管
理
に
関
す
る
こ
と 

文
化
・
芸
術
に
関
す
る
こ
と
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
関
す
る
こ
と
、
文
化
財
保
護
に
関
す
る
こ

と
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
関
す
る
こ
と 

生
涯
学
習
に
関
す
る
こ
と
、
公
民
館
運
営
審
議
会
に
関
す
る
こ
と
、
公
民
館
事
業
の
調
整
に

関
す
る
こ
と
、
社
会
教
育
に
お
け
る
人
権
教
育
に
関
す
る
こ
と
、
市
立
人
権
教
育
集
会
所
に

関
す
る
こ
と 

生

涯

学

習

課

生
涯
学
習
・
公
民
館
・

人
権
教
育
担
当 

文
化
・ 

文
化
財
保
護
担
当

教
育
委
員
会
会
議
に
関
す
る
こ
と
、
教
育
行
政
の
企
画
調
整
、
広
聴
及
び
広
報
に
関
す
る
こ

と
、
文
書
事
務
に
関
す
る
こ
と
、
事
務
局
及
び
教
育
機
関
の
職
員(

県
費
負
担
教
職
員
を
除
く
。)

の
人
事
、
給
与
、
研
修
、
服
務
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
、
私
立
幼
稚
園
に
係
る
補
助

金
に
関
す
る
こ
と
、
入
学
準
備
金
及
び
奨
学
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
及
び
幼
稚

園
の
予
算
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
教
具
お
よ
び
教
材
に
関
す
る
こ
と 

学
校
の
施
設
の
整
備
・
維
持
管
理
に
関
す
る
こ
と
、
学
校
の
用
に
供
す
る
財
産
の
管
理
に
関

す
る
こ
と 

総

務

課

庶
務
・財
務
担
当

施

設

担

当

教 育 総 務 部

○○部○○課

○○センター

…… 教育委員会事務局の組織

…… 教育機関 

…… 所掌事務 

【平成２０年４月１日現在】
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６ 教育予算 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）平成２０年度 上尾市一般会計歳出予算（目的別） 

 
平成２０年度 平成１９年度 比較増減 （C） 

〔（A）―（B）〕 

増減率 

〔（A）/ （A）＊100〕予算額 （A） 構成比(%) 予算額 （B） 構成比(%)

議 会 費 ３８６，２６０ ０．８ ４１２，２３１ ０．８ △ ２５，９７１ △６．３

総 務 費 ７，２３７，５０９ １４．３ ７，６５７，７１１ １４．９ △ ４２０，２０２ △５．５

民 生 費 １６，８８８，４２８ ３３．４ １６，０８１，１８２ ３１．３ ８０７，２４６ ５．０

衛 生 費 ４，７６６，５５３ ９．４ ４，５５６，３１９ ８．９ ２１０，２３４ ４．６

農林水産業費 １８８，９３１ ０．４ ２０８，３７７ ０．４ △ １９，４４６ △９．３

商 工 費 １，２９０，０１８ ２．６ ９５４，５８７ １．９ ３３５，４３１ ３５．１

土 木 費 ５，５７０，２７５ １１．０ ６，２２６，４０９ １２．１ △ ６５６，１３４ △１０．５

消 防 費 ２，５５８，７５８ ５．０ ３，７３５，９４４ ７．３ △ １，１７７，１８６ △３１．５

教 育 費 ４，４８７，６１３ ８．８ ４，５３２，７１８ ８．８ △ ４５，１０５ △１．０

公 債 費 ７，１８９，６５５ １４．２ ６，８９４，５２２ １３．５ ２９５，１３３ ４．３

予 備 費 ４０，０００ ０．１ ４０，０００ ０．１ 0 ― 

合 計 ５０，６０４，０００ １００．０ ５１，３００，０００ １００．０ △ ６９６，０００ △１．４

（単位：千円）

平成２０年度 上尾市一般会計予算（当初） [ 単位：千円 ] 

総務費 
７，２３７，５０９

（１４．３％）

民生費 
１６，８８８，４２８ 

（３３．４％） 

衛生費 
４，７６６，５５３

（９．４％） 

農林水産業費 
１８８，９３１

（０．４％） 

商工費 
１，２９０，０１８

（２．６％） 

土木費 
５，５７０，２７５

（１１．０％） 

消防費 
２，５５８，７５８

（５．０％） 

公債費 
７，１８９，６５５

（１４．２％） 

議会費 
３８６，２６０ 

（０．８％） 

教育費 
４，４８７，６１３

（８．８％） 
教育総務費 
７４０，３００ 

（１６．５％） 

保健体育費
１，３０４，４６１

（２９．１％）

社会教育費
８１３，０８３

（１８．１％）

小学校費
８４９，４７３ 

（１８．９％） 

幼稚園費 
３７５，２０７ 

（８．４％） 

中学校費 
４０５，０８９ 

（９．０％） 

12 〔６ 教育予算〕 
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（２）平成２０年度 教育費歳出予算内訳（当初） 

  平成２０年度 平成１９年度 比較増減 対前年度比 

○教育総務費 ７４０，３００ ７３０，１６８ １０，１３２ 1.39 ％ 

 

 

 

 

教育委員会費 3,936 4,042 ▲ 106 ▲ 2.62 ％ 

事務局費 460,247 460,708 ▲ 461 ▲ 0.10 ％ 

教育指導費 235,625 232,293 3,332 1.43 ％ 

教育センター運営費 40,492 33,125 7,367 22.24 ％ 

○小学校費 ８４９，４７３ ８５１，９８１ ▲ ２，５０８ ▲ 0.29 ％ 

 

 

 

学校管理費 715,700 727,379 ▲ 11,679 ▲ 1.61 ％ 

教育振興費 65,226 65,107 119 0.18 ％ 

学校建設費 68,547 59,495 9,052 15.21 ％ 

○中学校費 ４０５，０８９ ４８４，７５０ ▲ ７９，６６１ ▲ 16.43 ％ 

 

 

 

学校管理費 320,899 421,402 ▲ 100,503 ▲ 23.85 ％ 

教育振興費 52,232 51,848 384 0.74 ％ 

学校建設費 31,958 11,500 20,458 177.90 ％ 

○幼稚園費 ３７５，２０７ ３６０，１２８ １５，０７９ 4.19 ％ 

 幼稚園費 375,207 360,128 15,079 4.19 ％ 

○社会教育費 ８１３，０８３ ８４１，５８４ ▲ ２８，５０１ ▲ 3.39 ％ 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育総務費 169,739 169,049 690 0.41 ％ 

公民館費 243,598 247,822 ▲ 4,224 ▲ 1.70 ％ 

図書館費 369,985 392,744 ▲ 22,759 ▲ 5.79 ％ 

集会所運営費 11,174 10,324 850 8.23 ％ 

文化財保護費 10,557 13,553 ▲ 2,996 ▲ 22.11 ％ 

視聴覚ライブラリー費 3,555 3,585 ▲ 30 ▲ 0.84 ％ 

市史編さん費 4,475 4,507 ▲ 32 ▲ 0.71 ％ 

○保健体育費 １，３０４，４６１ １，２６４，１０７ ４０，３５４ 3.19 ％ 

 

 

 

 

 

保健体育総務費 356,912 369,965 ▲ 13,053 ▲ 3.53 ％ 

学校給食費 527,756 507,028 20,728 4.09 ％ 

共同調理場運営費 294,307 285,992 8,315 2.91 ％ 

社会体育費 65,265 38,888 26,377 67.83 ％ 

スポーツ施設運営費 60,221 62,234 ▲ 2,013 ▲ 3.23 ％ 

合  計 ４，４８７，６１３ ４，５３２，７１８ ▲ ４５，１０５ ▲ 1.00 ％ 

 

（単位：千円）



〔第１章 教育行政・教育財政〕 

（３）平成２０年度 教育予算主要事業概要 ［★印は新規事業］ 

事 業 名 （★印は新規事業） 
平成２０年度 

予算額 
平成１９年度

予算額 

●教育総務費 

○事務局費 

入学準備金・奨学金貸付事業 ８，１２６ １０，５６６ 

○教育指導費 

３０人程度学級「あげおっ子アッピープラン」事業 ６４，７１６ ６４，６０４ 

学力向上支援事業 ７，４１３ ７，１１６ 

中学生海外派遣研修事業 １１，０４５ ９，６７４ 

小中学校 AET 配置事業 ５１，４７７ ５１，４７７ 

中学生社会体験チャレンジ事業 ７３２ ７４３ 

小学校英語教育推進事業 ３４８ ５９６ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○教育センター運営費 

さわやか相談室運営事業 １７，３４２ １７，３４２ 

★特別支援教育支援員配置事業 
（通常学級に在籍している発達障害のある児童生徒への教育的対応を図る。） 

８，５８０ ― 

●小学校費 

○学校管理費 

小学校プール改修事業（大石南小学校） １５，０００ １５，０００ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育振興費 

小学校図書整備事業 １５，０００ １５，０００ 

小学校教育教材整備事業 ２６，２４８ ２６，２４８ 

小学校就学援助費補助事業 １６，３０６ １５，９８７ 

（単位：千円）

〔３０人程度学級〕 〔中学生海外派遣研修事業〕 〔小中学校 AET 配置事業〕 

〔大
石
南
小
学
校
プ
ー
ル
改
修
事
業
〕
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〔第１部 教育行政・教育財政〕 

○学校建設費 

小学校校舎大規模改造（耐震補強）事業 ６８，５４７ ４７，０００ 

大谷小学校（南校舎）、大石南小学校（南校舎、北校舎）、瓦葺小学校（北校舎、給食棟）、東町小学校（西校舎）、 

西小学校（南校舎）、平方北小学校（管理棟）、大石北小学校（南校舎）、上平北小学校（校舎棟）校舎耐震補強設計 

●中学校費 

○教育振興費 

中学校図書整備事業 １１，０００ １１，０００ 

中学校教育教材整備事業 １６，７０７ １６，７０７ 

中学校就学援助費補助事業 ２１，１３３ ２０，７１９ 

○学校建設費 

中学校校舎大規模改造（耐震補強）事業 ３１，９５８ １１，５００ 

上尾中学校（北校舎）、東中学校（南校舎）、大石南中学校（北校舎、特別教室等）、瓦葺中学校（南校舎） 

   校舎耐震補強設計 

●幼稚園費 

○幼稚園費 

幼稚園就園奨励費補助事業 ２３９，４８８ ２２３，８３１ 

私立幼稚園児保護者負担軽減費補助事業 ７４，８３６ ７９，８９０ 

私立幼稚園委託事務補助事業 １８，２７０ １７，０１０ 

 

 

 

 

 

 

●社会教育費 

○社会教育総務費 

成人式事業 ２，７０１ ２，２８５ 

★能公演会事業 

（市制５０周年を記念として地元出身の能楽師による能公演） 
３，５１１ ― 

美術展覧会事業 １，５７２ １，７０８ 

市民音楽祭事業（吹奏楽・器楽祭、邦楽祭、合唱祭） ６８７ ７５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
〔能公演会事業〕 

〔成人式事業〕 〔市民音楽祭〕 
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〔第１章 教育行政・教育財政〕 

○公民館費 

公民館管理運営事業 ６７，３１５ ６７，４３９ 

○図書館費 

図書館運営事業 １０１，６３７ １５１，６８８ 

図書館分館等運営事業 ８７，１７８ ５７，０４０ 

図書館施設管理事業 ３３，７３０ ３４，８５２ 

★ブックスタート事業（赤ちゃんと保護者が絵本を介して心ふれあうひとと

きのきっかけをつくるため、4 ヶ月健診時に絵本を配布） 
２，１３２ ー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○集会所運営費 

人権教育集会所運営事業（原市・畔吉集会所） ２，７５６ ２，０６８ 

○文化財保護費 

★民俗芸能公演事業 １，３１６ ― 

無形民俗文化財記録保存事業 ３，２２５ ４，４４１ 

埋蔵文化財調査事業 ４，８６９ ３，９６６ 

○視聴覚ライブラリー費 

視聴覚ライブラリー運営事業 ３，５５５ ３，５８５ 

○市史編さん費 

歴史資料調査事業 ４，３９３ ４，４０６ 

●保健体育費 

○保健体育総務費 

学校健康診断事業 ８７，７２６ ８１，４４２ 

児童生徒安全推進事業 ２２，７６３ ２２，５１３ 

学校安全パトロールカー事業 ３，３９３ ３，７４３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学校給食費 

準要保護児童生徒給食費援助事業 ５３，９３３ ４３，７４０ 

16 〔６ 教育予算〕 
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〔６ 教育予算〕 17  

○共同調理場運営費 

調理業務委託事業 １９９，７６３ １９９，７６３ 

○社会体育費 

スポーツ大会等開催事業（シティマラソン、市民体育祭、市民駅伝競走大会、

いきいきライフ大運動会の開催） 
２４，７６４ ３２，８１８ 

★平成 20 年度全国高校総体開催事業 ３４，６６５ ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○スポーツ施設運営費 

市民体育館管理運営事業 ４３，７８９ ４６，３９９ 

〔２００８シティマラソン〕 〔市民体育祭〕 〔いきいきライフ大運動会〕 

〔全国高校総体・新体操競技〕 〔全国高校総体・柔道競技〕 



〔第１章 教育行政・教育財政〕 

７ 教育費決算 
（１）平成１９年度教育費決算 節別内訳 

  教育費合計 教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 

１節 報酬 5,300,722,753 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940

２節 給料 831,111,176 202,705,095 83,053,200 15,541,200 18,871,200 246,967,668 263,972,813

３節 職員手当等 498,289,851 129,712,581 47,129,774 8,958,052 11,829,363 145,712,000 154,948,081

４節 共済費 221,968,886 53,133,852 24,164,598 4,513,556 5,334,526 63,333,606 71,488,748

５節 災害補償費 0 0 0 0 0 0 0

６節 恩給退職年金 0 0 0 0 0 0 0

７節 賃金 270,289,993 148,883,938 0 0 99,950 3,983,090 117,323,015

８節 報償費 19,928,517 5,328,800 2,352,190 2,256,333 26,989 8,489,607 1,474,598

９節 旅費 2,520,787 1,497,126 17,171 0 107,897 748,510 150,083

１０節 交際費 398,000 398,000 0 0 0 0 0

１１節 需用費 610,841,264 26,859,988 260,155,305 133,087,390 1,504,719 55,188,800 134,045,062

 消耗品費 158,152,424 22,661,601 60,594,060 36,632,932 599,483 12,065,960 25,598,388

 燃料費 59,304,785 0 5,918,977 3,745,282 276,831 446,860 48,916,835

 食糧費 371,500 0 0 0 0 87,180 284,320

 印刷製本費 13,188,882 4,198,387 2,837,708 1,449,362 303,575 1,965,764 2,434,086

 光熱水費 266,048,129 0 141,035,634 64,591,022 0 31,030,922 29,390,551

 修繕料 103,186,052 0 49,768,926 26,668,792 313,830 9,570,083 16,864,421

 賄材料費 0 0 0 0 0 0 0

 飼料費 0 0 0 0 0 0 0

 医薬材料費 10,589,492 0 0 0 11,000 22,031 10,556,461

１２節 役務費 40,458,190 1,391,198 17,076,814 11,194,715 183,821 4,341,520 6,270,122

１３節 委託料 679,353,929 93,718,151 117,690,262 40,722,168 626,640 138,652,831 287,943,877

１４節 使用料及び賃借料 245,647,981 1,908,515 107,933,169 59,382,089 19,910 55,732,453 20,671,845

１５節 工事請負費 1,030,380,540 0 411,586,350 579,363,750 1,299,900 35,612,640 2,517,900

１６節 原材料費 2,233,163 0 1,379,451 636,403 0 0 217,309

１７節 公有財産購入費 0 0 0 0 0 0 0

１８節 備品購入費 198,865,344 0 60,756,394 37,454,257 646,560 75,481,358 24,526,775

１９節 負担金補助及び交付金 407,278,390 23,904,056 6,584,000 7,310,000 314,364,870 7,985,004 47,130,460

２０節 扶助費 101,490,836 0 19,754,945 24,050,999 0 0 57,684,892

２１節 貸付金 6,060,000 6,060,000 0 0 0 0 0

２２節 補償・補てん及び賠償金 0 0 0 0 0 0 0

２３節 償還金・利子及び割引料 0 0 0 0 0 0 0

２４節 投資及び出資金 0 0 0 0 0 0 0

２５節 積立金 141,134 0 0 0 0 141,134 0

２６節 寄附金 0 0 0 0 0 0 0

２７節 公課費 0 0 0 0 0 0 0

２８節 繰出金 0 0 0 0 0 0 0

合  計 5,300,722,753 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940

 

（単位：円） 

18 〔７ 教育費決算〕 



〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

（２）平成１９年度教育費決算 性質別歳出内訳及び財源内訳 

 総 額 教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 
保健体育費 

体育施設費等 学校給食費

人件費 １，６８２，１３９ ４１９，１８１ １８８，５３４ ５１，９６０ ３６，３６０ ４９１，４６６ ２０３，７６３ ２９０，８７５

物件費 １，９００，５６３ ８８，７００ ６１６，２７３ ３４７，５７３ ７１３ ３２６，６６３ ６３，６３０ ４５７，０１１

維持補修費 ３５，６３１  ２１，９８１ １０，７７７ ２，２０５ ２９３ ３７５

扶助費 １０３，６７０  １９，５９２ ２３，７７１ ２，６２２  １，１２４ ５６，５６１

補助費等 ４２８，８００ ３４３，６９７ ２０，５０７ １７，３５０ ９０ １７，２１１ ２９，５２８ ４１７

普通建設事業費 １，４０９，０８８  ４８３，４０３ ６０９，２７１ １，３３９ ３１２，４８２ ２，５９３

積立金 １４１  １４１ 

投資及び出資金   

貸付金 ６，０６０ ６，０６０  

繰出金   

歳出合計 ５，５６６，０９２ ８５７，６３８ １，３５０，２９０ １，０６０，７０２ ４１，１２４ １，１５０，１６８ ３００，９３１ ８０５，２３９

国庫支出金 ３３５，２７１ ５８，２９２ ９８，２７７ １７８，１５８ ５００ ４４

都道府県支出金 ２４，６９９ ２２，２７３ ６５２ １，５２４ ２５０ 

使用料・手数料 ４５，６７８  ７，３２０ １８，６１０ １９，７４８

分担金・負担金 
・寄付金 ７  ７ 

財産収入 １３４  １３４ 

繰入金   

諸収入 １９，７６７ １４，１９５ ４，５８４ ９８８

繰越金 ７７，３７７  ２８，６２１ ４８，７５６  

地方債 ６３７，５００  １４９，４００ ２４７，６００ ２４０，５００ 

一般財源等 ４，４２５，６５９ ７６２，８７８ １，０７３，３４０ ５８４，６６４ ３３，８０４ ８８５，５８３ ２８０，１５１ ８０５，２３９

［出典：平成１９年度 地方財政状況調査（１１表）］ 

 

 人件費：報酬、給料、手当等、一定の勤務に対す
る対価、報酬として地方公共団体から支払われる
一切の経費。 

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等
以外の地方公共団体が支出する消費的性質の経費
の総称で、パート賃金、旅費、教育委員会交際
費、需用費、役務費、備品購入費、報償費、委託
料、使用料及び賃借料、原材料費等をいう。 

維持補修費：地方公共団体が管理する公共用又は
公用施設の効用を維持するための経費をいう。 

扶助費：地方公共団体が法律に基づいて支給する費
用及び地方公共団体が単独で行う各種扶助の支出額
をいう。教育費では就学援助費等が該当する。 

補助費等：報償費のうち報償金及び賞賜金、役務
費のうち保険料、物件費に計上されない委託料、
負担金補助及び交付金、公課費などをいう。 

普通建設事業費：投資的経費の代表的なもので、
道路、橋りょう、学校などの建設・大規模修繕等
に要する経費。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

物件費 
１，９００，５６３ 
（３４．１５％） 

人件費 
１，６８２，１３９

（３０．２２％）

普通建設事業費 
１，４０９，０８８ 

（２５．３２％） 

維持補修費 
３５，６３１ 
（０．６４％） 

補助費等 
４２８，８００ 
（７．７０％） 

扶助費 
１０３，６７０ 
（１．８６％） 
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（３）一般会計歳出・教育費決算額の推移 
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      ※平成 16 年度一般会計歳出決算額については、減税補てん債借換債の額を除いた金額 

 

  教育総務費 小学校費 中学校費 幼稚園費 社会教育費 保健体育費 教育費 合計 

平成１０年度 671,245,010 1,866,029,143 948,504,878 282,016,620 930,385,828 1,590,453,120 6,288,634,599

平成１１年度 627,325,346 1,682,286,965 966,467,762 292,983,961 957,007,491 1,560,277,438 6,086,348,963

平成１２年度 650,240,718 1,940,640,935 1,521,166,235 400,362,546 929,326,241 1,484,150,363 6,925,887,038

平成１３年度 669,990,999 1,622,574,390 797,628,858 322,915,019 994,894,467 1,405,791,309 5,813,795,042

平成１４年度 692,839,790 2,349,331,019 570,026,237 343,571,595 938,128,728 1,419,296,002 6,313,193,371

平成１５年度 722,452,630 1,434,802,075 521,193,590 339,829,795 909,768,579 1,355,541,212 5,283,587,881

平成１６年度 725,433,972 1,319,977,332 488,190,111 359,627,499 975,589,484 1,294,158,846 5,162,977,244

平成１７年度 748,159,084 1,413,347,842 474,620,752 359,665,665 1,208,903,848 1,292,397,530 5,497,094,721

平成１８年度 708,236,734 1,742,294,265 463,654,326 350,290,465 846,117,609 1,295,276,923 5,405,870,322

平成１９年度 728,647,962 1,159,633,623 924,470,912 355,280,095 877,152,221 1,255,537,940 5,300,722,753

 

  一般会計歳出額 教育費 合計 構成比（%） 増減率（%）

平成 1０年度 51,034,598,745 6,288,634,599 12.32  

平成１１年度 53,430,839,240 6,086,348,963 11.39 ▲3.22

平成１２年度 50,909,438,661 6,925,887,038 13.60 13.79

平成１３年度 54,036,327,088 5,813,795,042 10.76 ▲16.06

平成１４年度 50,389,327,787 6,313,193,371 12.53 8.59

平成１５年度 53,794,998,277 5,283,587,881 9.82 ▲16.31

平成１６年度 49,819,808,570 5,162,977,244 10.36 ▲2.28

平成１７年度 48,968,489,988 5,497,094,721 11.23 6.47

平成１８年度 49,803,916,276 5,405,870,322 10.85 ▲1.66

平成１９年度 51,536,553,337 5,300,722,753 10.29 ▲1.95
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第１章 創意工夫を生かした適切な教育指導 

１ 学校教育指導 
（１）指導の重点 

◎◎「「教教育育にに関関すするる３３つつのの達達成成目目標標」」のの推推進進  

知・徳・体のバランスのとれた児童生徒
の育成を目指す 

・「教育に関する３つの達成目標」を主体的に受け止
め、学校や地域の実態等に応じ、各教科等の年間
指導計画に位置づけ、全教育活動を通じて、計画
的、継続的に推進する。 

・管理職のリーダーシップの下に、全教職員の共通
理解に基づいた指導体制を整備し、国語科、算
数・数学科、体育・保健体育科、道徳、特別活動
を中心として他の教科等との関連を図りながら指
導方法の工夫改善を図る。 

・家庭や地域の人々の理解を得るため、学校として
の取組を公開するとともに、家庭での取組について
協力いただけるよう、積極的な働きかけを行う。 

・児童生徒一人一人の達成状況を絶えず検証し、
指導体制や指導方法の工夫改善を行うことによ
り、すべての児童生徒が目標を達成することができ
るよう努める。 

 

① 学校（園）経営  

 「生きる力」をはぐくみ、心豊かでたくまし
い幼児児童生徒の育成を目指し、生きがいのあ
る学校（園）生活を送ることができるよう、校
（園）長を中心として全教職員の創意を生かし、
保護者や地域社会と連携した活動を促進すると
ともに、開かれた特色ある学校（園）づくりを一
層推進する。 

【具体的視点】 

●●学学校校教教育育目目標標のの達達成成をを目目指指すす教教育育課課程程のの編編
成成・・実実施施・・評評価価・・改改善善  

①学校の教育目標の実現に向けて、経営方針や教
育指導の重点・努力事項等を明確にし、全教職員
が協力し合い、教職員一人一人が主体的に教育活
動に取り組む。 

②学校の教育課題を明確にし、学校や地域及び幼児
児童生徒の心身の発達段階、学習指導要領、県
教育課程編成要領等を踏まえ、基礎的・基本的な
内容の確実な定着を図る教育課程の編成・実施・
評価・改善に努める。 

●●教教職職員員のの協協力力体体制制のの確確立立とと指指導導力力のの向向上上  
①特色ある学校づくりに積極的に参画できるように、全

教職員の共通理解と協力体制を確立する。 

②教職員一人一人の専門性や特性を生かした校務
分掌組織の工夫・改善に努める。 

③教職員の資質や指導力の向上を目指して校内研
修を積極的に推進し、その成果を日々の指導に生
かして様々な教育活動が展開できるように努める。 

●●地地域域にに開開かかれれたた特特色色ああるる学学校校づづくくりり  
①地域の実態を生かした特色ある学校づくりのため、

地域や学校の教育環境を見直し、整備・充実を図
り、日々の教育活動の充実に努める。 

②学校としての説明責任を果たし、家庭や地域、関係
機関、地域の他の学校・園との協力、連携を図り、
地域に根ざした信頼される学校づくりに努める。 

 
 

② 学級経営  

 学校（園）の教育目標の実現を目指し、経営方

針に基づいた学級目標を設定する。学級担任は、

学習指導や生徒指導等、日々の全教育活動を通

して幼児児童生徒と相互の信頼関係を築き、一

人一人のよさや可能性を伸ばし、存在感、自己

実現の喜びを実感できる環境づくりに努める。 

【具体的視点】 

●●好好ままししいい人人間間関関係係をを育育ててるる学学級級経経営営のの推推進進  
①幼児児童生徒の実態や保護者の願いを的確に把

握し、学校及び学年の経営方針を十分に踏まえて
学級経営案を作成し、意図的・継続的な実践と評
価、改善に努める。 

②一人一人のよさや可能性を認め伸ばすために創意
工夫したり、好ましい人間関係づくりに努めたりする
など、満足感や所属感をもてる学級経営に努める。 

●●幼幼児児児児童童生生徒徒一一人人一一人人のの自自主主的的、、実実践践的的なな態態
度度のの育育成成をを目目指指すす学学級級づづくくりり  

①学級担任は、学年の組織を基盤にして学習指導、
生徒指導等について共通理解を図り、話し合いや
係の活動等を通して集団や社会の一員としての自
覚を深め、協力と責任、集団生活のルールを学ぶ
ことができるよう指導・援助に努める。 

②幼児児童生徒の特性を把握することに努め、指導
方法や指導体制の工夫改善を図り、学習指導を一
層充実させ、楽しい授業、わかる授業を創造する。 

●●学学級級経経営営のの評評価価のの工工夫夫  
①学級担任は、学級経営の目標や努力点について計

画的、継続的に評価し、改善・充実に努めるととも
に、確かな幼児児童生徒理解、きめ細かな指導・
援助に努める。 
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③ 学習指導  

 幼児児童生徒の可能性を発揮できるよう、自
ら学び、自ら考える力などの「生きる力」をは
ぐくむ授業の創造を目指す。 

【具体的視点】 

●●「「生生ききるる力力」」をを育育むむ授授業業のの創創造造をを目目指指すす指指導導計計
画画のの作作成成  

①幼児児童生徒の実態、地域や学校の特色を生かし、
幼児児童生徒に自ら学び自ら考える力等の「生きる
力」を育てるための具体的な指導計画を作成すると
ともに、実施状況を踏まえ、改善に努める。 

②基礎的・基本的な内容が確実に身に付くよう指導
内容の精選・重点化を図る。 

③教科間、学年間の関連を図り、系統的・発展的な
指導ができるように努める。 

●●個個にに応応じじたた指指導導方方法法、、指指導導体体制制のの工工夫夫・・改改善善  
①指導にあたっては、幼児児童生徒の興味・関心、考

え方等、様々な特性を把握し、幼児児童生徒一人
一人がよさや可能性を発揮し、主体的に学習に取り
組めるよう個に応じた適切な支援に努める。 

② 問題解決的・体験的な学習の推進、コンピュータ
等の活用、教師一人一人の特性を生かした協力的
な指導体制の整備など、指導方法や指導体制の
工夫・改善に努める。 

③ 選択教科等では、生徒の可能性やよさが生かせ
るよう選択履修幅の一層の充実に努める。 

●●一一人人一一人人をを生生かかすす評評価価のの工工夫夫  
① 幼児児童生徒の自己実現を支援するため、共感

的な児童生徒理解に努めるとともに、観点別学習
状況の評価規準を明確にし、指導と評価を一体化
する。 

② 目標に準拠した評価を適切に実施するため、評
価の方法、場面、時期、記録の累積及び評定への
総括についての研究を深める。 

③ 幼児児童生徒のよい点や進歩の状況等を積極的
に評価するとともに、補助簿や自己評価・相互評価
を活用するなど、一人一人の学習の状況や成果を
継続的、総合的に把握し、指導に生かすようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 生徒指導  

 児童生徒一人一人が成就感や存在感を得られ、
生きがいのある学校生活を送れるよう、共感的
人間関係の育成を図るとともに、自己実現が図
れるよう指導・援助する。 

【具体的視点】 

●●基基本本的的なな生生活活習習慣慣のの育育成成  
①生徒指導の全体計画や年間指導計画に基づき、

全教職員が一貫した姿勢で、すべての教育活動を
通じて継続的に行う。 

②人権尊重の精神を基盤に児童生徒の自主性、自
発性を大切にするとともに、規律正しい生活態度、
善悪を正しく判断して行動する力、好ましい人間関
係などの育成に努める。 

●●生生ききががいいののああるる学学校校生生活活のの実実現現  
①共感的な人間関係の育成を図るとともに、児童生

徒が自ら考え、判断し、行動できるよう指導の充実
に努める。 

②児童生徒一人一人が成就感や存在感が得られる
ような教育活動全体を工夫し、個人の能力や特性
を生かした指導に努めるとともに、進路指導の充実
に努め、児童生徒一人一人が目標をもって将来を
展望し、自己実現が図れるよう指導・援助する。 

●●校校内内指指導導体体制制のの充充実実  
①一人一人の教員の役割を明確にするとともに、すべ

ての教育活動を通じて、全教職員の共通理解の下
に一致協力して実践する。 

②管理職のリーダーシップの下に、生徒指導主任を中
心に全教職員が全校的な視野に立って、学級や学
年の枠を超え、相互に連携して児童生徒一人一人
の指導・援助に当たれるよう指導体制を整える。 

●●  生生徒徒指指導導のの力力量量のの向向上上  
①常に児童生徒の理解に努め、教員と児童生徒、児

童生徒相互の好ましい人間関係を育てる。 

②校内研修等を通じて、一人一人の教職員が教育相
談的な態度や技能を身につけ、学校全体としての
指導力の向上を図る。 

●●  地地域域ぐぐるるみみのの生生徒徒指指導導のの推推進進  
①開かれた学校づくりを一層推進し、家庭･地域社会

等との連携を密にし、一体となって児童生徒の健全
育成を図る。 

②家庭はもとより、地域の幼稚園（保育所等）・小学
校・中学校・高等学校、特別支援学校などとの協
力関係を一層深めるとともに、警察等関係諸機関と
の連携を緊密にし、地域ぐるみの健全育成活動を
推進する。 
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⑤ 進路指導・キャリア教育  

キャリア教育（児童生徒一人一人の勤労観、職
業観を育てる教育）を推進する。その中核をなす
進路指導では、生徒が自らの生き方を考え、望ま
しい勤労観・職業観をもち、進路を主体的に選択
決定することができるよう指導・援助する。 

【具体的視点】 

●●児児童童生生徒徒理理解解にに基基づづくく進進路路指指導導・・キキャャリリアア教教育育
のの推推進進  

①全教職員が進路指導・キャリア教育の意義や理念
についての共通理解を深め、教育活動全体を通し
て進められるよう児童生徒の実態に応じた全体計
画や指導計画を作成する。 

②小学校における指導にあたっては、個性を生かす
教育を充実する観点からキャリア・カウンセリング等
の機会を指導計画に位置付けるなど、個別の指
導・援助を充実させる。 

③中学校における指導にあたっては、ガイダンス機能
の充実を図り、日々の学習指導、生徒指導、教育
相談等を通して、生徒の能力・適性、興味・関心等
を的確に把握し、確かな生徒理解に基づき、一人
一人の個性の伸長を図る。 

●●教教育育活活動動全全体体をを通通じじたた計計画画的的進進路路指指導導・・キキャャリリ
アア教教育育のの推推進進  

①小学校におけるキャリア教育の推進に当たっては、
自校の児童のキャリア発達を促す上で、何が課題
か、どのような能力・態度の育成に重点を置くべき
かなどを検討しておくことが大切である。指導にあた
っては、特別活動、各教科、道徳、総合的な学習
の時間等、学校の教育活動全体を通して、計画的、
組織的かつ系統的な実施が図れるようにする。 

②中学校における進路指導・キャリア教育は、学校の
教育活動全体を通して実施する。特に学級活動の
時間は、進路指導を補充・深化・統合するものであ
り、生き方指導としての進路指導の在り方を踏まえ、
３年間を見通して、計画的、組織的、継続的に指
導・援助する。指導にあたっては、単なる知識の伝
達に陥ることなく、生徒の主体的な活動を重視し、
具体的で身近な事例や資料の積極的活用を図る。 

●●キキャャリリアア教教育育・・進進路路指指導導にに関関すするる啓啓発発的的経経験験のの充充実実  
①小学校では、児童が家庭、学校、地域における諸

活動の中で、その一員としての役割を果たすことな
どを通して、自分のよさや得意分野に気付かせ、そ
れらを生かそうとする意欲や態度を育成する。 

②中学校では、生徒が自らの進路を設計し、適切な
進路の選択ができるよう、十分に情報の収集を行
わせる。 

③小学校では、児童が職業に対する基礎的な知識理
解が得られるよう、身の回りの職場や施設の見学等
実施する。また、中学校では、体験入学や職場体
験を実施したり、社会の様々な分野で活躍する
方々を招いて講演会を開いたりするなど、進路に関
する啓発的な経験を充実させる。 

●●小小中中高高等等学学校校のの連連携携及及びび家家庭庭やや地地域域社社会会、、  
関関係係機機関関ととのの連連携携のの強強化化  

①小学校のキャリア教育の推進にあたり、中学校、高
等学校及び特別支援学校との連携を図るとともに、
学校から保護者に積極的な働きかけを行い連携を
深める。 

②中学校の生き方指導としての進路指導について、
保護者や地域の人々に理解と協力を得られるよう
努め、生徒の適切な進路選択の支援ができるよう
高等学校・ハロ－ワーク等の関係機関との連携を一
層深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 道徳教育  

人間としての生き方を身に付け実践できる児童生
徒の育成を目指す。 

【具体的視点】 

●●豊豊かかなな体体験験にによよるる内内面面にに根根ざざししたた道道徳徳性性をを育育むむ
道道徳徳教教育育のの充充実実  

①教職員と児童生徒の信頼関係及び児童生徒相互
の人間関係を深め、道徳的価値の自覚が一層図ら
れるよう、体験活動等を生かした多様な取組の工
夫や魅力的な教材の開発や活用に努め、心に響く
道徳教育を実施する。 

●●家家庭庭やや地地域域社社会会とと連連携携をを図図っったた道道徳徳教教育育のの充充実実  
①家庭や地域の人々の参加や協力を求めたり、学校

間の交流を図ったりするとともに、学校・家庭・地域
と連携して道徳性を培い、道徳的実践の充実に努
める。 

●●教教育育活活動動全全体体をを通通じじてて行行うう道道徳徳教教育育のの推推進進とと道道
徳徳のの時時間間のの充充実実  

①道徳の時間をはじめとして各教科、特別活動及び
総合的な学習の時間の特質に応じて指導の充実を
図り、道徳的心情・判断力・実践意欲と態度などの
道徳性を養う。 

②道徳の時間は、他教科等と関連を図り、計画的、発
展的な指導によって補充深化統合し、道徳的価値
の自覚を深め、道徳的実践力を育成する時間とす
る。 

 
 
 
 
 
 
 

〔１ 学校教育指導〕 23 



〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

⑦ 特別活動  

望ましい集団活動を通して、児童生徒一人一人の個
性の伸長を図るとともに、集団や社会の一員としての自
覚を深め、よりよい生活を築こうとする自主的・実践的な
態度の育成に努める。 

【具体的視点】 

●●全全体体のの指指導導計計画画のの作作成成とと活活用用  
①学習指導要領に基づき、学校の教育目標等との関

連を踏まえ、特別活動の各内容の特性を生かし、
関連性、系統性のあるものにする。 

②各教科、道徳、総合的な学習の時間及びその他の
教育活動との関連を図る。 

③内容相互の関連を図り、全体として調和のとれた指
導計画となるように配慮する。 

④家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の
活用などを工夫する。 

⑤体験的な活動内容を工夫するなど、学校の特色を
活かしたものにする。 

●●望望ままししいい集集団団活活動動のの育育成成  
①児童生徒の発達段階に即した段階的な指導を一

層工夫し、体験的な活動を重視しながら、児童生
徒一人一人に所属感や連帯感などが得られる望ま
しい集団活動を展開する。 

②児童生徒一人一人が主体的に活動できる機会や
場を設定し、集団活動が効果的に展開されるよう
指導する。 

③児童生徒が自らの生き方を考え行動する態度や能力
の育成が図れるようガイダンス機能の充実に努める。 

●●活活動動意意欲欲をを高高めめるる指指導導とと評評価価のの工工夫夫  
①実践活動及び実践に至るまでの過程を重視し、児

童生徒一人一人のよさを積極的に生かせるよう指
導と評価を工夫する。 

②指導と評価にあたっては、学習指導要領を踏まえ、
評価規準を明確にした各内容の指導と評価の計画
を作成し、指導方法の改善を行い活動意欲の向上
に生かす。 

●●自自然然体体験験やや社社会会体体験験等等のの充充実実  
①特別活動の一層の充実を図るため、家庭や地域と

の連携を深めながら、自然や文化とのふれあいや
地域の人々との幅広い交流など、自然体験や社会
体験等を充実させる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 総合的な学習の時間  

自ら学び、自ら考え、問題を解決する力などの育成や
学び方やものの考え方などの習得を目指すとともに、自
己の生き方を考えることができる児童生徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●学学校校ととししててのの方方針針のの明明確確化化  
①総合的な学習の時間の趣旨やねらいについて、全

教職員の共通理解を深め、地域や学校、児童生徒
の実態等に応じて、学校としての総合的な学習の
時間の方針を明確にするとともに、全体計画及び年
間計画を作成する。 

●●指指導導とと評評価価のの計計画画のの改改善善・・充充実実  
①児童生徒が自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、

問題を解決する学習活動や特色ある学習活動が
展開できるよう、各学校が創意工夫を生かし、指導
と評価の計画の改善・充実に向け組織的、計画的
に取り組む。 

●●体体験験的的なな学学習習やや問問題題解解決決的的なな学学習習をを支支ええるる体体
制制づづくくりり  

①体験的な学習や問題解決的な学習を積極的に取
り入れるために、地域の学習機関や学習環境の積
極的な活用、学校図書館やコンピュータなどの学習
環境の整備を図る。 

②保護者や地域の人々の協力が得られるような支援
体制づくりに努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 学校教育相談  

児童生徒の抱える悩みや不安を解消し、より望まし
い成長と自己実現への支援を行う。 

【具体的視点】 

●●学学校校教教育育相相談談体体制制のの充充実実  
①教育計画全体の中に学校教育相談を位置付け、

具体的な実施計画のもとに、児童生徒一人一人の
情報を的確に把握し、教職等の相互連携を蜜にす
るなど、学校教育相談体制を充実する。 

●●相相談談活活動動のの活活発発化化  
①日常や定期の相談等を組織的、計画的に行う。ま

た、カウンセリング理論の習得や技法の向上に努め、
特に不登校傾向の児童生徒には、小中の連携体
制のもと、早期に相談活動を実施し、ゆとりを持って
支援する。 
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●●専専門門機機関関ととのの連連携携  
①市教育センターや他の専門機関と連携を図り、それ

ぞれの役割を明確にし、相互に協力しながら児童
生徒の指導や援助に当たる。 

 
 

⑩ 体育  

生涯にわたって積極的に運動に親しむ資質や能力
を身に付けさせるために、運動の特性にふれる楽しさ
や喜びを味わわせ、自ら進んで学習に取り組むことが
できる授業を実践し、たくましい体と豊かな心をもった
児童生徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●児児童童生生徒徒がが主主体体的的にに運運動動すするる授授業業のの実実践践  
①児童生徒の側からとらえた運動の楽しさや喜びを十

分考慮して、指導計画や学習過程を工夫する。さら
に、一人一人の能力・適性等に応じた課題をもたせ、
課題解決に必要な学習の場を工夫する。 

②児童生徒が自ら進んで運動に取り組む過程や技能
の進歩を適切に評価し指導に生かす。 

●●健健康康のの増増進進とと体体力力のの向向上上    
①総則第１の３「学校における体育・健康に関する指

導」の趣旨を踏まえ、体育的活動を教育活動全体
の計画に位置づける。 

②地域や学校、児童生徒の実態を十分に考慮し、体
力の課題を明確にするとともに、解決のための具体
的な取組とその検証を図る。 

●●安安全全教教育育とと安安全全管管理理のの充充実実  
①児童生徒一人一人が常に健康・安全に留意して運

動する態度を身に付けさせる。 

②施設・設備の日常的・定期的な安全点検とそれに
伴う事後措置を確実に実践する。 

③事故発生時に適切な対応ができる緊急体制を確
立する。 

●●組組織織的的、、計計画画的的なな研研修修のの推推進進  
①学校体育の課題を明確にして、組織的・定期的な

研修を推進する。 

②校外の研修会・講習会に積極的に参加し、その内
容の校内伝達に努め、指導力の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑪ 健康教育  

生涯にわたって健康で充実した生活を送るための
基礎を培うよう、教育活動全体を通じて組織的に学校
保健活動を推進し、心身ともに健康で安全な生活を
主体的に実践できる児童生徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●自自らら健健康康をを保保持持増増進進ししてていいくくここととががででききるる児児童童生生
徒徒のの育育成成    

①健康の大切さを知り、健康問題を自ら考え、判断し
行動できる資質や能力を育てる。 

②健康教育の充実を図るとともに、家庭・地域社会等
との連携を図り、学校保健委員会を活性化させる。 

●●自自他他のの生生命命をを尊尊重重しし、、自自らら安安全全なな生生活活ががででききるる
ととととももにに、、他他者者のの安安全全ににもも配配慮慮すするるここととががででききるる児児
童童生生徒徒のの育育成成  

①安全学習の内容を明確にし、体験的学習や課題解
決的な学習など、指導方法を工夫・改善し、実践
力を高める。 

②家庭・地域社会と十分に連携を深め、地域ぐるみの
安全教育・安全管理を推進する。 

●●健健康康でで豊豊かかなな生生活活をを送送るるたためめのの望望ままししいい食食習習慣慣
のの形形成成とと好好ままししいい人人間間関関係係のの育育成成  

①食に関する効果的な指導に取り組むとともに、多彩
で楽しく充実した給食活動を実現する。 

②家庭・地域社会との連携を密にし、望ましい食習慣
の形成を図る。 

 
 

⑫ 人権教育  

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理

解を深め、様々な人権問題を解決しようとする児童生

徒を育成する。 

【具体的視点】 

●●全全教教育育活活動動をを通通じじたた人人権権教教育育のの推推進進  
①互いに尊重し助け合う心と態度を育てる教育活動

の推進に努める。 

②体験的な活動の充実と家庭や地域社会との連携を
図る。         

③幼稚園、小・中学校及び高等学校の連携による人
権教育の推進に努める。 

④児童生徒や地域の実態を把握した全体計画及び
年間指導計画を作成する。 

●●他他者者のの痛痛みみをを共共有有ででききるる豊豊かかなな人人間間性性醸醸成成  

 

①自他の個性を認め合い、共に学び活動することを
基本とした授業の実践に努める。 

②ボランティア活動や自然体験活動を重視した教育
活動を推進する。 

③高齢者や障害者との交流に配慮した、教育実践に
努める。 
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●●人人権権教教育育のの研研究究推推進進    
①指導方法の工夫・改善を図り、人権教育上の視点

を授業の中に位置づけて、自ら人権課題を解決す
ることのできる児童生徒を育成する。 

②研修会の実施や学習資料、指導資料などの作成を
通して教職員の指導力を向上させる。 

 

⑬ 特別支援教育  

発達障害を含む障害のある幼児児童生徒一人一
人の教育的ニーズに応じた適切な教育的支援の充実
をすべての学校において図る。 

【具体的視点】 

●●将将来来をを見見通通ししたた特特別別なな教教育育的的ニニーーズズにに応応じじたた  
適適切切なな教教育育のの推推進進  

①障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に向
けて、一人一人の教育的ニーズを把握し、その可
能性や能力を最大限に高め、生活や学習上の困
難を改善・克服するため適切な教育的支援を行う。 

②就学支援委員会の充実を図り､障害のある児童生
徒の就学する学校の決定や障害の判断については､
教育学･医学･心理学等の観点から専門家の意見
を求め適切に進める。 

●●特特別別支支援援学学級級のの特特性性をを生生かかししたた指指導導のの充充実実  
①学校全体の協力体制の下、在籍する児童生徒一

人一人の障害の状況や特性に応じた「特別の教育
課程」を編成し、効果的な指導内容や方法を工夫
改善する。 

②個別の指導計画を作成し､指導目標や内容･方法
等を明確にしたきめ細かな指導を行う。その際、交
流及び共同学習の充実に努める。 

●●通通常常学学級級ににおおけけるる障障害害ののああるる児児童童生生徒徒へへのの配配慮慮  
①言語障害、難聴、自閉症、ＬＤ、ＡＤＨＤの児童生徒

については、通級指導教室で通常学級と連携を図
りながら効果的な指導に努める。 

②発達障害を含む教育上特別な支援を必要とする
児童生徒については、校内の支援体制を整備・充
実し、早期から一人一人の教育的ニーズに対応す
るため、個別の教育支援計画を策定し、適切な支
援に努める。 

 

 

⑭ 国際理解教育  

我が国及び諸外国の文化・伝統等を深く理解し、
互いの文化や伝統を尊重する態度を育成する。また、
異なった文化をもつ人々と共に生きていく資質や能力
を育成する。  

【具体的視点】 

●●具具体体的的なな目目標標のの設設定定  
①他の国家、民族、人種に対する偏見や先入観をな

くし、お互いの基本的人権を尊重し合い、世界の平
和と発展に貢献できる能力や態度を育成する。 

②諸外国の文化、伝統、価値観等を理解するとともに、
我が国の文化や伝統等についての認識を深め、日
本人として広い視野を持って異文化を理解し、尊重
する態度を育成する。 

③我が国の文化や伝統等についての認識を深め、日
本人として、また個人としての自己の確立を図る。 

④国際社会において、自分の考えや意思を表現でき
るよう、外国語によるコミュニケーション能力の向上
を図る。 

●●具具体体的的・・継継続続的的なな指指導導のの実実践践  
①教育課程や授業内容等を国際理解教育の視点に

立って見通し、全体計画・年間指導計画の作成・
実施を図る。また、校内分掌組織に位置付けて推
進する。 

②中学生海外派遣研修の実施や留学生の積極的な
受け入れ等を通して、ホームステイや同世代の児
童生徒との交流を推進し、国際理解と友好・親善に
努める。 

③外国人児童生徒や帰国児童生徒の能力や特性を
伸長させるとともに、人権に配慮し、他の児童生徒
との相互啓発を図る。 

④小・中学校のＡＥＴや地域のボランティア等の協力
を得て、外国語で積極的にコミュニケーションを図ろ
うとする態度を育成する。  

⑤教科や特別活動及び総合的な学習の時間等にお
いて、外国人や国際的な視野をもつ日本人との交
流などを実施して異文化理解を深める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑮ 情報教育  

情報及び情報手段を主体的に選択し活用していく
ための情報活用能力の育成を図る。 

【具体的視点】 

●●情情報報教教育育のの体体系系的的なな実実施施  
①情報活用能力を学校教育で育成すべき基礎・基本

として重視し、情報教育を位置付けた教育計画を
作成する。 

②小学校においては、コンピュータや情報通信ネットワ
ークなどの情報手段に慣れ親しませ、体験を重視し
た学習活動を充実する。 

③中学校においては、小学校の学習を基礎として、コ
ンピュータや情報通信ネットワーク等の情報手段を
積極的に活用できるようにするための学習活動を充
実させる。 

26 〔１ 学校教育指導〕 



〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

●●情情報報通通信信ネネッットトワワーークク等等をを活活用用ししたた情情報報教教育育のの推推進進  
①情報教育の指導にあたっては、すべての児童生徒

が情報を主体的に収集・選択・活用・発信し、豊か
な創造性と応用力が育成できるようにする。 

②地域イントラネットの構築に伴い、インターネットによ
る情報収集や、双方向画像配信システムを利用し
た交流授業の推進に努める。 

●●諸諸条条件件のの整整備備及及びび配配慮慮事事項項  
①県・市主催の研修会への積極的な参加と指導者の

養成を図るとともに、コンピュータを利用した学習指
導法や機器の操作等について教員研修を進め、教
員のコンピュータ活用能力の向上を図る。 

②「情報教育指導資料」「情報モラル教育指導資料」、
教育総合センターが提供するデジタルコンテンツ等
の積極的な活用を図り、指導内容を充実する。 

③個人情報の保護、セキュリティの確保、著作権への
配慮等について周知・徹底を図り、情報化の進展に
よる心身の健康に対する影響等、情報化の「影」の
部分への対応についても十分に配慮する。 

   
 

⑯ 環境教育  

環境への理解を深め、環境を大切にする心と環境
を守るために主体的に行動できる実践的な態度や資
質、能力の育成を図る。 

【具体的視点】 

●●教教職職員員のの共共通通理理解解にに基基づづいいたた環環境境教教育育推推進進体体
制制のの確確立立  

①校内の推進体制を確立し、学校の全教育活動を通
して取り組む。 

②環境教育の重要性について、教職員の認識を深め、
学習内容や指導方法について共通理解を図る。 

③文部科学省、埼玉県教育委員会、上尾市教育委
員会発行の指導資料等を活用した研修を計画的
に実施する。 

●●全全体体計計画画・・年年間間指指導導計計画画のの作作成成とと改改善善及及びび指指
導導のの工工夫夫  

①各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間相
互の関連を図った全体計画・年間指導計画を作成
し、見直し、改善・充実に努める。 

②環境教育指導資料「さわやかあげお（上尾）」の活
用を図るとともに、学習内容や指導方法の工夫に
努める。 

●●地地域域のの自自然然環環境境やや社社会会環環境境をを生生かかししたた環環境境教教
育育のの推推進進  

①地域の自然や社会の中での体験や活動を通して、
感受性を高め、問題解決の能力や態度を育てる。 

②地域の環境を把握し、その特色を生かした教材化
を進める。 

③家庭や地域社会、関係機関との連携を一層深める。 

 

⑰ ボランティア・福祉教育  

ボランティア・福祉教育の全体計画を作成するとと
もに、実践的・体験的な活動を重視した教育活動を展
開する。 

【具体的視点】 

●●学学校校教教育育ににおおけけるるボボラランンテティィアア・・福福祉祉教教育育のの位位置置
付付けけとと教教育育活活動動をを通通ししたた実実践践  

①各学校においては、ボランティア・福祉教育の意義
を全教職員が共通理解し、学校教育の中に位置付
けるとともに、ボランティア・福祉に関わる教育活動
を推進する。 

②児童生徒の実態や発達段階に即して、各教科や道
徳、特別活動、総合的な学習の時間等との関連を
図りながら、教育活動全体を通して実践する。 

●●ボボラランンテティィアア活活動動・・福福祉祉体体験験のの推推進進  
①豊かな心をはぐくみ、児童生徒が奉仕の精神や福

祉の心を実践的に理解するために、学校や地域の
実態に即したボランティア活動・福祉体験を重視す
る。 

②児童生徒一人一人が進んで社会に奉仕したり、ボ
ランティア活動・福祉体験に参加したりすることがで
きる実践的な態度や資質、能力の育成に努める。 

●●家家庭庭やや地地域域社社会会ととのの連連携携  
①豊かな心や福祉の心を日常生活の中に生かし、実

践的・体験的な活動を行うために、家庭や地域社
会との連携を深める。 

②地域の人々や社会福祉施設等の協力の下に、学
校におけるボランティア・福祉教育を一層推進する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑱ 男女平等教育  

人間尊重の精神に立って、男女平等を身近な課題
として認識し、一人一人の個性や能力を発揮して、自
らの意思によって行動できるよう、男女平等の意識を
高める教育を推進する。 

【具体的視点】 

●●全全体体計計画画のの作作成成とと年年間間指指導導計計画画へへのの位位置置付付けけ  
①幼児児童生徒の発達段階や地域の実態等を考慮

した男女平等教育の全体計画を作成するとともに、
各教科・道徳・特別活動等の年間指導計画を作成
する際に男女平等教育の視点を具体的に位置付
けて、総合的な取組を推進する。 
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●●指指導導内内容容・・指指導導方方法法のの工工夫夫・・改改善善  
①男女平等の意識を高める教育を推進するにあたっ

ては、教職員と児童生徒及び児童生徒同士の人
間関係を基盤として、発達段階に応じた指導内容・
指導方法の工夫・改善を図る。 

②校内研修を通して、全教職員の共通理解を図り、
組織的に取り組むとともに授業内容や学級の役割
分担、係活動等様々な場面において、人権の尊重、
男女の平等や男女相互の理解と協力についての指
導を計画的、継続的に行うように努める。 

●●家家庭庭・・地地域域にに根根ざざししたた男男女女平平等等教教育育のの推推進進  
①家庭や地域との連携を深め、一人一人の個性を尊

重し、男女が互いに理解し、協力していく態度を育
成するように努める。 

②学校（園）通信や学級懇談会等の機会を活用して、
家庭や地域社会の理解と協力を得るよう努める。 

 
 

⑲ 学校図書館教育  

学校図書館が、児童生徒が自ら学ぶ学習情報セン
ターとしての機能及び豊かな感性や情操をはぐくむ読
書センターとしての機能を発揮できるよう、司書教諭
（図書主任等）を中心とした全教職員の共通理解に基
づく協力体制の確立に努める。 

【具体的視点】 

●●学学校校図図書書館館のの利利用用をを位位置置付付けけたた指指導導計計画画のの作作成成  
①学校図書館を計画的に活用した教育活動が一層

推進されるよう、全体計画及び学校図書館の利用
を位置付けた各教科等の指導計画を作成し、指導
内容や利用場面を具体的に位置付ける。 

●●学学校校図図書書館館をを利利用用ししたた学学習習のの充充実実とと情情報報活活用用
能能力力のの育育成成  

①学校図書館の利用に必要な基礎的な知識や方法
の習得及び自発的な学習態度の育成を目指して、
学級活動等を通して計画的に指導する。 

②各教科等においては、図書・視聴覚資料等を活用
した学習活動を積極的に展開する。 

③学校図書館におけるコンピュータや情報通信ネット
ワークなどの整備を図り、知識や情報の収集・選
択・活用などの情報活用能力の育成に努める。 

●●計計画画的的なな読読書書指指導導のの推推進進  
①発達段階に応じた読み聞かせや朝の一斉読書等

の取組を通して読書に親しむ態度を育成し、読書
習慣を身に付けさせる。 

②読書が児童生徒の生涯にわたる自己啓発の基盤と
なるために、家庭や地域社会との連携を図り、学校
全体で計画的な読書指導を推進する。 

 
 
 
 

⑳ 交流及び共同学習  

人間尊重の精神を涵養し、心豊かで思いやりのある
人間を育てるという交流教育のねらいの実現のため、
積極的な交流の機会を設ける。 

【具体的視点】 

●●ノノーーママラライイゼゼーーシショョンンのの理理念念にに基基づづくく教教育育のの推推進進  
①障害のある幼児児童生徒が障害のない幼児児童

生徒と活動を共にするなど、互いにふれ合うことを
通して、理解し、共に支え合う「心のバリアフリー」を
広め、同じ社会を構成する一員であるという仲間意
識を育てる。 

●●全全体体計計画画にに位位置置付付けけたた交交流流及及びび共共同同学学習習のの継継
続続的的なな推推進進  

①幼児児童生徒の実態に応じて、互いに成果が期待
できるという見通しの下に実施する。 

②障害のある幼児児童生徒にとっては、生活経験や
人間関係を広げ、自立し社会参加を実現する能
力・資質を養うように努める。 

③障害のない幼児児童生徒にとっては、障害に基づく
生活や学習上の困難を改善・克服しようとする障害
のある幼児児童生徒の意欲から、自分の生活や学
習の姿勢を見つめ直し、自分の生き方についてより
深く考えようとする態度の育成に努める。 

④実施にあたっては、交流教育の具体的な目標を設
定し、学校教育の全体計画に位置付け、学年・学
級経営の重点を踏まえ、各教科、道徳、特別活動、
総合的な学習の時間等で、交流教育の視点を明ら
かにした年間指導計画を作成し、継続的、発展的
に推進する。 

●●学学校校のの実実態態にに合合っったた交交流流及及びび共共同同学学習習のの推推進進  
①障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童

生徒及び地域の人々が直接触れ合い活動を共に
する直接交流、学校新聞、作品や手紙等による間
接交流等、学校の規模や地域の実態、幼児児童
生徒の障害の状態や発達段階等に即して、活動の
種類・時期・実施方法等を適切に定めて、安全に
無理なく行われるよう努める。 

②幼児児童生徒の教育的ニーズに応じて、小・中学
校の通常の学級及び特別支援学級や特別支援学
校において共に学び合う機会を積極的に設け、「心
のバリアフリー」を育む教育の推進に努める。 
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○21  幼稚園教育  

教師は、幼児との信頼関係を十分に築き、幼児と
共によりよい教育環境を創造する中で、生きる力の基
礎となる心情・意欲・態度を育成する。 

【具体的視点】 

●●幼幼児児のの生生活活ににふふささわわししいい指指導導計計画画のの作作成成とと改改善善  
①幼児の心身の発達に即した適切な指導を行うため、

指導計画の作成に当たっては、幼児の興味や関心、
発達の実情などに応じたねらいと内容を明確にする。 

②日々の実践記録や幼児の個人記録を基に、一人
一人の幼児の発達する姿をとらえ、常に指導計画
を見直し、改善に努める。 

  

  

  

  

●●一一人人一一人人のの幼幼児児のの発発達達をを促促すす計計画画的的なな環環境境のの構構成成  
①幼児の主体的な活動が展開されるよう、幼児一人

一人の行動の理解と予想に基づいた計画的な環境
を構成する。 

②環境の構成にあたっては、物や人・場などが相互に
関連し合って幼児の周囲に一つの状況を作りだすこ
とに留意し、その工夫・改善に努める。 

●●小小学学校校教教育育ととのの滑滑ららかかなな接接続続、、保保育育所所等等、、家家庭庭
教教育育ととのの連連携携  

①幼児の心と体の発達を促すために、日常的な機会
をとらえて、家庭・地域との連携、交流を深める。 

②幼稚園は、地域における幼児教育のセンター的機
能の充実に努めるとともに、小学校や保育所との相
互参観、研究協議、資料交換等を通して、相互理
解に努める。 
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２ 魅力ある学校づくり 

◎平成２０年度 学校課題研究一覧 
【小学校】                           ※ №太字 今年度発表校     委嘱期間空欄は 21･22 年度委嘱校 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関  

委嘱 
期間 

発表日 

1 上尾小 
国語・道徳 
特別活動 

「豊かな表現力を育成し、伝え合う力を養う」 
～生きて働く国語力の研究～ 

文科省 
県教委 
市教委 

１９・２０ H20.11.6

2 中央小 国  語 
「自ら学び、生き生きと活動する児童の育成」 
～国語科を中心に、確かな学力の向上を目指して～ 

市教委 １９・２０ H20.10.28

3 大谷小 国  語 
「人間関係の力を育む国語科授業の創造」 

～「書くこと」「読むこと」を通して伝え合う力の定着を目指す
指導の工夫～ 

市教委 １９・２０ H20.10.31

4 平方小 体  育 「主体的に学び、体力の向上を目指す、授業の創造」       

5 大石小 
体力向上 

（体育、健康教育、食育） 

「学びを生かし、主体的に健康づくりを進める大石の子の育成」 

～体育・食育・健康教育を通して、学んだ知識・技能を自らの生活 
の中で積極的に活かす向上しようとする児童の育成～ 

市教委 ２０・２１   

6 原市小 
算    数 

全教科・領域 
「心豊かに、生き生きと学び続ける児童の育成」 
～生きる力を育む学習指導の推進と地域に開かれた学校づくりの推進～ 

      

7 上平小 国  語 「伝え合う力を高める指導法の研究」       

8 富士見小 
国   語 

総合的な学習の時間 

「幅広い言語力の育成～読書・英語活動をとおして～」 

-読書活動や英語活動の実践と家庭・地域と連携し、児童の
豊かな心の育成と幅広い言語の育成を図る。- 

文科省 
市教委 

１９・２０ H21.2.6 

9 尾山台小 
道    徳 

総合的な学習の時間 
「よりよい人間関係をつくる豊かな心の育成」 
～道徳とスキル教育を通して～ 

文科省 
市教委 

２０・２１   

10 東小 国   語 
「分かる喜びを味わい、生き生きと学習する児童の育成」 
-基礎・基本の確実な定着と豊かな国語力の育成- 

      

11 大石南小 国語･算数 
「確かな学力」の育成をめざして 
～基礎・基本の定着を図る学習指導法の研究～ 

市教委 １９・２０ H21.1.29

12 平方東小 算   数 
「確かな学力をつけ 学ぶ喜びを感じる児童の育成」 

～指導法の工夫・研究を深め『生きる力』の児童個々の確か
な学力向上を図る。～ 

市教委 ２０・２１   

13 原市南小 国語・算数 
「学力向上をめざし授業の充実を図る」 
～基礎・基本を身につけ、自ら学ぶ児童の育成～ 

市教委 ２０・２１   

14 鴨川小 学習指導 
「確かな学力の定着」を図る取組  

～小学校における教科担任制と３０分単位の良さを生かした
授業の実施と効果に関する研究～ 

市教委 １９・２０ H21.1.27

15 芝川小 国   語 
「伝え合う力を培い心豊かに学ぶ児童の育成」 
～指導計画の見直し・教材教具の開発、授業の工夫・改善～ 

市教委 ２０・２１   

16 瓦葺小 国   語 
「確かな国語力の育成」 
～「読む・書く」の力を高める指導法の研究～ 

市教委 １９・２０ H20.11.25

17 今泉小 国   語 
「確かな国語力と豊かな心の育成を目指して」 
～家庭地域と連携し児童の豊かな心の育成を図るための研究～ 

市教委 ２０・２１   

18 西小 特別活動 
「心を開き、望ましい人間関係を築こうとする西小っ子の育成」 
～安心できる集団活動をとおして自己表現のできる児童の育成～ 

      

19 東町小 国  語 
「確かな学力と豊かな心を育てる指導の工夫」 

～国語科の「読むこと」の指導法の研究とソ～シャルスキル 
の定着を目指して～ 

市教委 １９・２０ H20.11.11

20 平方北小 算  数 

「確かな力を身に付け、生き生きと学ぶ児童の育成」 

～個に応じた指導を通して、考える力の育成を目指す指導の
工夫～ 
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研究委嘱 委嘱 
№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 発表日 

等機関  期間 

21 大石北小 国  語 
「生き生きと活動する心豊かな児童の育成を目指して」  
～読解力の向上～ 

    
  

22 上平北小 道  徳 「心豊かに、より善い生き方を考える子の育成」 市教委 ２０・２１   

 
【中学校】 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関  

委嘱 
期間 

発表日 

1 上尾中 学習指導 「新学習指導要領における学習指導の研究」       

2 太平中 学習指導 
「確かな学力を育む指導法の研究」 
～わかる授業、進んで学ぶ生徒～ 

市教委 １９・２０ H20.11.13

3 大石中 学習指導 

学ぶ喜びをもち、主体的に学習に取組む生徒の育成」 

～基礎基本の徹底・定着を図り、確かな学力を身につけ 
主体的に学習に取組む力を養う教育活動の推進～ 

市教委 ２０・２１   

4 原市中 学習指導 
「基礎学力を身に付け、分かる喜びを味わえる授業の創意
工夫」 

      

5 上平中 学習指導 
「体験的な活動を取り入れた学習指導とその評価」 
～体験活動による学習効果の検証～ 

市教委 ２０・２１   

6 西中 特別支援教育 「特別支援教育の推進に関する研究」 
県教委 
市教委 

２０・２１
２０～２２

  

7 東中 学習指導 

「意欲を持ってしっかり学ぶ生徒の育成」 

～『わかる授業・一人一人が伸びる授業・楽しい授業』を目
指した研究～ 

市教委 ２０・２１   

8 大石南中 学習指導 
「ふれあい（積極的生徒指導）・学びあい（学習指導）を通し
て、学力の向上を図る。」 

      

9 瓦葺中 学習指導 

「基礎学力の定着を目指した指導法の研究」 

～規律ある態度の育成を基盤とし、学習課題の明確化・焦
点化を図った、わかる授業の創造～ 

市教委 １９・２０ H20.11.27

10 南中 
進路指導 

キャリア教育 
「啓発的体験を生かしたキャリア教育の推進」 市教委 １９・２０ H20.11.20

11 大谷中 生徒指導 

「自ら学び考え、判断し、主体的に行動できる生徒の育成」 

～豊かな体験活動と社会性を育成するスキル教育の実践
をとおして～ 

市教委 ２０・２１   

 
【幼稚園】 

№ 学校名 研究領域 研究主題または内容 
研究委嘱 
等機関  

委嘱 
期間 

発表日 

1 
平方 
幼稚園 

幼児教育 
「体を動かすことが好きになり、進んで戸外で遊ぶ子 

 ～環境構成と教師のかかわりを通して～」 
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第２章 安心安全な教育環境の整備 

１ 学校施設の整備 
（１）学校施設状況［表１］ 

       施設事項 

学校名 

普通 
教室 

保有数

特別 
教室 

保有数 
給食室 

    ㎡ 

プール

    ㎡

校舎等保有面積 

格技場

  ㎡ 

校   舎 

木造
   ㎡

鉄筋コンクリート
        ㎡

鉄骨 
       ㎡ 

計 

           ㎡

平 方 幼 稚 園 ４ ０  ２０ ２３５ ２５７ ４９２ 

上 尾 小 学 校 ２９ ６ ２５２ ３７５ ４，５６４ １１８ ４，６８２ 

中 央 小 学 校 ２１ ８ ２４８ ３７５ ２５ ４，０７６ ４４ ４，１４５ 

大 谷 小 学 校 ２６ ６ ３１６ ４００ ２０ ４，６１４ ２７２ ４，９０６ 

平 方 小 学 校 １７ ９ ３４２ ３７５ ２２ ５，５４０ ８２ ５，６４４ 

大 石 小 学 校 ３３ ９ ２９１ ３７５ ４０ ５，９５８ １４９ ６，１４７ 

原 市 小 学 校 ２４ １１ ３０６ ３７５ ２３ ６，９６１ １００ ７，０８４ 

上 平 小 学 校 ２８ ７ ３１４ ３７５ １７ ５，５７３ １５２ ５，７４２ 

富 士 見 小 学 校 ２６ ８ ２７３ ３７５ ２５ ４，６８８ １４０ ４，８５３ 

尾 山 台 小 学 校 １３ ７ １７８ ３７５ １９ ３，９１７ １３ ３，９４９ 

東 小 学 校 ２８ ７ ２９９ ３７５ ４，９０４ １１１ ５，０１５ 

大 石 南 小 学 校 ２０ １０ ２９５ ３７５ ６，０００ ８３ ６，０８３ 

平 方 東 小 学 校 ９ １３ １６７ ３７５ ５，８５８ ８４ ５，９４２ 

原 市 南 小 学 校 ２０ ８ ２６４ ３７５ ４，３４０ ９１ ４，４３１ 

鴨 川 小 学 校 １５ ９ ２５２ ３７５ ４，１７６ ８７ ４，２６３ 

芝 川 小 学 校 ２０ １０ ２６５ ３７５ ６，５７１ １２１ ６，６９２ 

瓦 葺 小 学 校 １２ １１ ２９２ ３７５ ４，７６２ ９６ ４，８５８ 

今 泉 小 学 校 １７ １０ ２９５ ３７５ ５，２４８ ８７ ５，，３３５ 

西 小 学 校 １４ １１ ２３２ ３７５ ７ ５，８２４ ８６ ５，９１７ 

東 町 小 学 校 ２４ ８ ３２５ ３７５ ４，８７８ ４７２ ４，９７３ 

平 方 北 小 学 校 １０ ９ ２８６ ３７５ ６，０５５ ７２ ６，１２７ 

大 石 北 小 学 校 ２７ ７ ３２１ ３９５ ５，５４５ ５４５ ６，０９０ 

上 平 北 小 学 校 ６ ８ ３２５ ３９５ ３，６３５ ９４ ３，７２９ 

小 学 校   計 ４３９ １９２ ６，１３８ ８，３１５ ０ １９８ １１３，６８７ ３，０９９ １１６，６０７ 

上 尾 中 学 校 ２６ １５ １５４ ４００ ７１ ５，３７４ ５０６ ５，９５１ 

太 平 中 学 校 １４ １５ １６７ ４００ ４３２ １９ ６，４０６ １０５ ６，５３０ 

大 石 中 学 校 ２６ １５ １４５ ４００ ４６８ ５，５７６ １，０８４ ６，６６０ 

原 市 中 学 校 １６ １７ １４６ ３２５ ４３２ ５，５３５ ５９７ ６，１３２ 

上 平 中 学 校 １８ １５ １４３ ３５０ ４３６ ６，６４４ ２５０ ６，８９４ 

西 中 学 校 １８ １３ １７３ ４００ ４５９ ４，８４８ ３６０ ５，２０８ 

東 中 学 校 １９ １７ １５８ ３５０ ６１３ ６，５５７ ３６０ ６，９１７ 

東中学校向原分校 ８ ８  ４１５ ２，２２４ ７９ ２，３０３ 

大 石 南 中 学 校 １１ ２３ １４６ ４００ ４５９ ７，７４２ ８９ ７，８３１ 

瓦 葺 中 学 校 ９ １４ ８４ ４００ ４５９ ３，８７７ ４７０ ４，３４７ 

南 中 学 校 １５ １２ ２０２ ４００ ５５２ ５，０１１ ８９ ５，１００ 

大 谷 中 学 校 ８ １４ １６６ ３２５ ４７８ ４，８３６  ４，８３６ 

中 学 校   計 １８８ １７８ １，６８４ ４，５６５ ４，７８８ ９０ ６４，６３０ ３，９８９ ６８，７０９ 

総   合   計 ６３１ ３７０ ７，８２２ １２，９００ ４，７８８ ２８８ １７８，５５２ ７，３４５ １８５，８０８ 
  

（平成２０年５月１日現在） 
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学校施設状況［表２］ 

       施設事項 

学校名 

校舎等保有面積 用地保有面積 

設置

年度

屋体・講堂 用 地 

鉄筋 
コンクリート 

      ㎡ 
鉄骨 

     ㎡

計 
      ㎡

建物敷地
       ㎡

屋外運動場 
       ㎡ 

その他 
    ㎡ 

計 
        ㎡

平 方 幼 稚 園  ８６０   ８６０ 昭４０

上 尾 小 学 校 ７８８ ７８８ １１，８６１ ７１６０  １９，０２１ 明６

中 央 小 学 校 ５２４ ５２４ ６，１４９ １１，４５５  １７，６０４ 昭３１

大 谷 小 学 校 ７０１ ７０１ １１，０３３ ７，１６０  １８，１９３ 明２２

平 方 小 学 校 ５６３ ５６３ ４，７４０ １８，２０８  ２２，９４８ 明５

大 石 小 学 校 ６８７ １７ ７０４ １３，１３９ １２，０６４  ２５，２０３ 明１９

原 市 小 学 校 ７７８ ７７８ ３，７７９ １１，３２９  １５，１０８ 明６

上 平 小 学 校 ６８７ ６８７ ６，８８６ ９，７９５  １６，６８１ 明６

富 士 見 小 学 校 ７７０ ７７０ １０，９０４ １５，５１９  ２６，４２３ 昭３８

尾 山 台 小 学 校 ６７２ ６７２ ５，４１０ １５，６１５  ２１，０２５ 昭４２

東 小 学 校 ６８７ ６８７ ７，６６９ １５，３３８  ２３，００７ 昭４４

大 石 南 小 学 校 ７１８ ７１８ １３，２３２ １２，８９０  ２６，１２２ 昭４７

平 方 東 小 学 校 ７４１ ７４１ １０，２３３ ７，３６９  １７，６０２ 昭４９

原 市 南 小 学 校 ７９２ ７９２ １２，３９１ １２，９２５  ２５，３１６ 昭４９

鴨 川 小 学 校 ６７４ ６７４ １０，４３０ ８，４３６  １８，８６６ 昭４９

芝 川 小 学 校 ７２９ ７２９ １１，５３４ ７，２３８  １８，７７２ 昭５０

瓦 葺 小 学 校 ８５９ ８５９ １２，７３１ １０，０４０  ２２，７７１ 昭５０

今 泉 小 学 校 ６８７ ６８７ ９，９０５ １１，５３１  ２１，４３６ 昭５１

西 小 学 校 ７１２ ７１２ ９，１９９ ９，１９０  １８，３８９ 昭５１

東 町 小 学 校 ６７７ ６７７ １０，４６５ １０，６９９  ２１，１６４ 昭５２

平 方 北 小 学 校  ６６５ ６６５ １１，７４５ ９，２９０  ２１，０３５ 昭５２

大 石 北 小 学 校  ６８０ ６８０ １１，３５８ １０，５４２  ２１，９００ 昭５４

上 平 北 小 学 校  ５３７ ５３７ ８，４４１ １４，１９２  ２２，６３３ 昭５４

小 学 校   計 １３，４４６ １，８９９ １５，３４５ ２１３，２３４ ２４７，９８５ ０ ４６，１２１９  

上 尾 中 学 校  １，１５０ １１５０ １２，９６５ １４，６３３  ２７，５９８ 昭２２

太 平 中 学 校 ７６２ ７６２ １２，５７４ １４，２３４  ２６，８０８ 昭２２

大 石 中 学 校 ７７０ ７７０ １２，０８１ １２，９９３  ２５，０７４ 昭２２

原 市 中 学 校 ７７０ ７７０ １１，４７０ １５，０７７  ２６，５４７ 昭２２

上 平 中 学 校 ７６５ ７６５ ９，６５１ ２２，１００  ３１，７５１ 昭２２

西 中 学 校 ７７０ ７７０ ７，５７８ １５，１５５  ２２，７３３ 昭４６

東 中 学 校 ８１２ ８１２ １１，２５７ １９，７６０  ３１，０１７ 昭５１

東中学校向原分校 ８００ ８００ ７，９９８ ８，１５０  １６，１４８ 平１４

大 石 南 中 学 校 ７８８ ７８８ １４，７７８ １３，１２４ ９００ ２８，８０２ 昭５２

瓦 葺 中 学 校 ７８９ ７８９ １２，６１４ １０，８４７  ２３，４６１ 昭５２

南 中 学 校  ８４０ ８４０ １０，７２１ １６，９５６  ２７，６７７ 昭５４

大 谷 中 学 校 １０６０ １，０６０ ９，８８０ １３，１２０  ２３，０００ 昭６０

中 学 校   計 ８，０８６ １，９９０ １０，０７６ １３３，５６７ １７６，１４９ ９００ ３１０，６１６  

総   合   計 ２１，５３２ ３，８８９ ２５，４２１ ３４６，８０１ ４２４，１３４ ９００ ７７１，８３５  
 

（平成２０年５月１日現在） 
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（２）平成１０年度から平成２０年度までの主な学校整備 

年度 増改築・改修等の状況 

10 

尾山台小・大石南小・瓦葺中・大石南中（管理諸室エアコン） 平方東小（校舎改修、耐震

補強）平方小（給食室増改築） 上尾小・原市小（給食室改修） 大石北小（仮設校舎設

置）尾山台小・大谷小（屋体改修） 大石中（校舎増築） 上尾中・大石中・西中・南中

（さわやか相談室）小学校全校（パソコン教室） 小学校全校（FF 暖房機） 

11 

東小･原市南小・南中・大谷中（管理諸室エアコン） 平方東・大石中（校舎改修、耐震補

強） 大石小（給食室改築） 鴨川小（給食室改修） 平方小・上平小（屋体改修） 太平

中（トイレ前面改修） 小学校（トイレ洋式化） 小学校特別教室（FF 暖房機） 

12 

富士見小・鴨川小・芝川小・瓦葺小（管理諸室エアコン） 西中（校舎改善、耐震補強）

大谷小（給食室改築） 東小・西小（屋体床改修） 中学校（トイレ洋式化） 小学校特別

教室（FF 暖房機） 

13 

大石小・東町小（屋体床改修） 東小（プール改修） 西小・東町小平方北小（管理諸室他

エアコン） 中央小・大谷小平方小・大石小・大石北小・上平北小（パソコン教室エアコ

ン） 芝川小・瓦葺小（用務員室エアコン） 鴨川小・西小（シャッター改修） 西小（エ

アコン用パーテーション設置） 瓦葺小（給食室改修工事） 中央小他 17 校（LAN 設置工

事） 上平小（校舎改修・耐震補強） 原市中（屋体床改修） 大石南中（屋上防水） 大

石中他 8 校（LAN 設置工事） 大石中（校舎改修・耐震補強） 

14 

原市南小（校舎改修、耐震補強） 原市小・平方北小（屋体床改修) 平方小（屋体屋根・外

壁改修） 大石南中（屋体外壁改修） 芝川小（屋上防水）平方幼稚園（屋根改修） 上平

小･原市中（プールサイド改修） 大石北小・上平北小（管理諸室エアコン） 鴨川小・大石

南小・東小・東中・上平中（用務員室エアコン） 

15 

原市南小・尾山台小を除く市内小中学校図書室エアコン工事） 平方小（プール改修） 尾

山台小（校舎改修・耐震補強） 上平小（給食室改修） 芝川小（屋外運動場整備） 大石

南小･西小・芝川小・平方北小（給食室給湯器設置工事） 東小・上尾小（教室床改修工事）

大谷小（音楽室・図工室改修工事） 上尾中（音楽室他改修） 

16 

芝川小（校舎改修・耐震補強） 西中（体育館改修） 東町小（屋上防水改修） 大石小

（公共下水道接続及び駐車場整備工事） 平方小（公共下水道接続工事） 上平北小・今泉

小（給食室給湯器設置工事） 上尾小・大石小（教室床改修工事） 東小（音楽室改修工

事） 太平中（教室床改修工事） 

17 

芝川小（校舎改修・耐震補強） 太平中（体育館改修・プールろ過機改修工事） 南中（給

食室配水管改修工事） 中央小・瓦葺小・西中（給水管改修工事） 瓦葺小（プール槽改修

工事） 平方東小（プールサイド改修工事） 富士見小（教室床改修工事） 尾山台小（校

庭改修工事） 

18 

芝川小（体育館改修・耐震補強） 鴨川小（校舎体育館改修・耐震補強） 東小・上平中

（給水管改修） 平方北小（屋上防水改修） 上尾小・太平中（消火管改修） 大石中（体

育館外壁改修） 平方小（受水槽更新） 全小学校（普通教室扇風機設置） 東町小（体育

館屋根改修） 西中（プール槽改修） 

19 

上尾小（耐震補強・トイレ改修） 尾山台小（南校舎耐震補強・トイレ改修） 太平中（耐

震補強・トイレ改修） 原市中（耐震補強・トイレ改修） 大石北小（外壁改修） 上尾中

（体育館屋根改修） 平方小（南校舎給水管改修） 東中（屋上防水改修） 

全中学校（普通教室扇風機設置） 

20 

平方小（耐震補強・トイレ改修・北校舎給水管改修） 大石小（耐震補強・トイレ改修）

原市小（耐震補強・トイレ改修） 今泉小（耐震補強・トイレ改修） 大石南小（プール改

修） 上平中（耐震補強・トイレ改修） 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

２ 教職員の資質の向上 
（１）研修会 〔教職員研修計画一覧〕 

◎指導法に関する研修 

実施時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

5 月 司書教諭等研修会 
読書活動の推進と学校図書館運営の 
充実を図る 

小・中司書教諭 
学校図書館支援員 

8 月 人権教育担当者研修会① 人権教育の充実を図る 小・中人権教育主任担当教員

8 月 教頭人権教育研修会 
人権教育推進における管理職としての
役割について  

小・中教頭 

8 月 校長人権教育研修会 
人権教育推進における管理職としての
役割について 

小・中校長 

8 月 人権教育施設体験研修会 フィールドワーク研修 
小・中人権教育主任、 
担当教員他  

8 月 ★理科施設体験研修会 
指導方法の工夫・改善を図るための 
現地研修  

小教員、 
中理科担当教員  

8 月 
特別支援学級等担当者
研修会 

特別支援学級の特性を生かした指導の
充実を図る 

小・中特別支援学級等担当教員

6 月 
12 月 

生徒指導主任研修会  積極的な生徒指導の推進に関わる研修 小・中生徒指導主任 

8 月 特別支援教育研修会① 
通常学級において特別な教育的支援を
必要とする児童生徒への支援の在り方

特別支援教育コーディネーター 

8 月 ★社会科施設体験研修会 
施設見学や体験をとおして指導力の向
上を図る  

小教員、 
中社会担当教員  

8 月 英語科主任研修会 英語科経営と課題、授業の充実について 中英語科主任 

8 月 英語活動研修会 
拠点校による実践報告、理論研修及び
演習 

小国際理解教育担当等 

8 月 ★道徳主任研修会 道徳教育の資料分析と協議 小・中道徳主任等 

8 月 環境教育研修会 
環境教育の進め方等について研修し、
資質の向上を図る 

小・中環境教育主任等 

10 月 
言語障害児学習指導法
研修会 

言語障害児の理解と指導のあり方 難聴言語通級指導教室担当 

11 月 難聴児学習指導法研修会 難聴児の理解と指導のあり方 難聴言語通級指導教室担当 

１･２学期 ＩＣＴ活用研修会 
コンピュータ利用方法とコンテンツの作
成、ネットワークの活用、セキュリティ他

小・中教員 

1 月 特別支援教育研修会② 特別支援教育の充実を図る 特別支援教育コーディネーター 

2 月 人権教育担当者研修会② 
各学校における人権教育の実践事例 
発表及び協議 

小・中人権教育主任、 
担当教員  

2 月 男女平等教育研修会 男女平等教育の推進について 小・中男女平等教育主任等 

2 月 体育学習指導法研修会 
体育学習指導における課題について 
研修し、資質の向上を図る 

小・中体育主任等 

（★印は市教育研究会との共催） 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

 

◎教育相談等に関する研修（教育センター所管の研修） 

実施 
時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

6 月 就学相談員研修会 
就学相談員としての心構え、 
資質を向上させるための研修 

上尾市就学相談員  

8 月 
学校カウンセリング 
中級研修会（総セ・市町共催） 

校内の生徒指導・教育相談の推進者 
としての必要な理論や技法を習得す
るための演習 

小中教員（初級修了者） 

8 月 
上尾市学校カウンセリング
初級研修会 

学校カウンセリングの基本的な理論
や技法等を習得するための講義・演
習 

小中教員 
さわやか相談室相談員

8 月 初任者研修（施設・体験研修） 
市内の文化財・史跡・公共施設等の 
見学及び福祉体験 

小中初任者教員 

8 月 ５年目経験者研修 
学級経営・教科指導についての実践
的指導力の向上を目指すための講義 

小中教員 
（教職経験４年前後）

8 月 上尾市３年経験者研修 
学級経営・教科指導についての実践
的指導力の向上を目指すための講義 

小中教員 
（教職３年次の教員）

8 月 臨時的任用教員研修 
教員としての資質向上を図るため、
「教員としての心得」や教育課題に
ついて講義 

小中臨時的任用教員 

8 月 ＷＩＳＣ－Ⅲ 研修会 
ＷＩＳＣ－Ⅲ知能検査の実施・解釈
のための講義・演習 

受講申込者 

学期
１回 

教育相談主任会議 
不登校問題を解消させるための学校
の対応力を向上させる講義等 

小中教員 

月 1 回 特別支援教育支援連絡会議 
特別支援教育支援員の資質向上を図るた
めの講義 

特別支援教育支援員  

年間
５回 

さわやか相談室相談員 
連絡会議 

相談員の資質向上を図るための講義 さわやか相談室相談員
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

◎保健・安全衛生に関する研修 

実施 
時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

４月初旬  
・学校給食調理員の日常業務と役割 
・学校給食施設・設備の衛生管理 

小学校給食業務従事職員

５月 プール水質管理講習会 
プール水質管理について、技術向上
を図る 

小・中プール水質管理担当者 

５・６月 心肺蘇生法講習会 救急救命法の技術向上を図る 小・中教員 

７月 普通救命講習会 救急救命法の技術向上を図る 小・中教員 

７・８・３月 保健主事研究協議会 健康教育の課題を研究協議する 小・中保健主事  

8 月 
養護教諭視察研修会 施設等の視察を通し、健康教育の充

実を図る 
小・中保健主事 
養護教諭 

8 月 
 学校給食調理員の衛生管理及び 

施設・設備の衛生管理 
衛生管理者 
給食調業務従事職員 

１月 労働安全衛生研修会 
学校における労働安全衛生管理体制
の向上を図る 

小・中管理職・衛生管
理者・衛生推進者 

3 月中旬 伝達講習会 養護教諭の専門性を高める 小・中養護教諭 

各月 1 回 養護教諭研修会 
健康教育の課題を研究し、資質向上
を図る 

小・中養護教諭 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

◎ 各教科等授業研究会 

実施 
時期 研 修 会 名 研 修 内 容 対象・定員 

2 学期 ★特別活動授業研究会 
児童生徒の自主的実践的な活動を支

援する授業改善を図る 
小・中特別活動主任等  

〃 ★体育授業研究会 
保健体育授業研究会をとおして指導

方法の工夫改善を図る  
小・中体育科主任等  

〃 人権教育授業研究会 
授業研究及び研究協議をとおして人

権教育の充実を図る 

小・中人権教育主任 

担当教員  

〃 ★社会科授業研究会 
授業研究会をとおして授業改善を図

るとともに小・中の交流を図る 
小・中社会科担当教員  

〃 ★音楽科授業研究会 
授業研究会をとおして指導方法の改

善を図る 
小・中音楽科担当教員  

〃 ★算数・数学授業研究会 
授業研究会をとおして指導方法の改

善を図る 
小・中算数・数学科主任等 

〃 家庭科授業研究会 
授業研究会をとおして指導方法の改

善を図る 
家庭科主任、担当教員 

〃 ★道徳授業研究会 
授業研究会をとおして道徳教育の充

実を図る 
小・中道徳主任、担当教員 

３学期 ★特別支援教育授業研究会 
授業研究会をとおして指導力の向上

を図る 
小・中特別支援学級担任等 

〃 ★生活科授業研究会 
授業研究会をとおして指導力の向上

を図る 
生活科主任、担当教員  

 

●教科等指導員 

上尾市教育委員会が、市内各小・中学校に対し、教育指導行政上の諸問題の解決及び各教科等における

指導方法の工夫、改善等を目指して行う計画訪問の一層の充実を期するために、市内教員の中から今年度

は２３人を任命している。 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

３ 教育相談の充実 
 本市の教育相談は、昭和６３年に開所した上尾市教育センターを中心に、着実に実践を積み上

げている。市民の教育相談に対するニーズは高く、相談業務には臨床心理士・相談員等の６名が

対応している。 

また、学校適応指導教室を平成５年度から開設し、不登校児童生徒の自立と学校生活への適応

を図っている。指導員３名が個別の学校復帰プログラムを作成し、児童生徒の登校支援を行って

いる。さらに、教育相談主任会議、さわやか相談室相談員会議等を定期的に開催し、各学校と連

携して教育相談の充実を図っている。 

（１）教育センターの組織 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育センターの施設 

 

（３）教育相談の内容 

○不登校についての相談（学校を休みがち、学校に行けない・行かない等） 

○学習・発達についての相談 （学習が遅れている、ある教科がふるわない、発達の遅れ・発達の程度が知りたい） 

○性格・行動・情緒についての相談（いじめられる、乱暴をする、落ちつきがない、ほとんどしゃべらない、友だちとよ
く遊べない、目ばたきが激しい・爪をかむ等気になるくせがある等） 

○言葉についての相談（ある音を正確に発音できない、幼児語・言葉のつかえ・聞こえ等言葉に関すること） 

○進路についての相談（就学・進学等についての問題） 

○養育・しつけ・その他についての相談 

○ほっとルーム 
開設日時 ： 月～金曜日 10:00～17:00 
活動内容 ： ゆるやかな小集団活動の場として、相談員が関わりながら自主学習と軽いスポーツ等を行う。 

（４）学校適応指導教室（かもめ・けやき・学習教室） 

上尾市教育センターには、不登校児童生徒の自立と学校生活への適応を図り、学校への復帰を支援

するための様々な指導・援助を行う学校適応指導教室「かもめ教室」（小学生対象）、「けやき教室」（中学

生対象）、「学習教室」を設置している。 

毎日決まった時間、学校適応指導教室で生活することにより、生活のリズムを安定させ、集団に適応し

ていける生活態度を育てている。一人一人の学校復帰の思いと揺れ動く心を大切にしながら、きめ細かい

指導を積み重ねている。 

◎かもめ・けやき教室 
開設日時 ： 月・火・木・金曜日 10:00～14:00 

活動内容 
・自主学習を中心とした学習活動 
・体験活動（野外体験活動、宿泊体験活動、福祉体験活動、

調理実習、創作活動、スポーツ体験活動等） 

・児童生徒への個別カウンセリング 
・家庭への支援・援助（個別相談、三者面談、保護者会、

行事への参加等） 
・学校との連携（原籍校との担任面談、学校復帰のための受

け入れ体制づくり等） 

◎学習教室
開設日時 ： 月曜日から金曜日 10:00～12:00 

活動内容 

・学習意欲を持つ不登校児童生徒が、必要に応じ
て学生ボランティアによる学習支援を受けなが
ら、自らの計画による個別学習を行う。 

 

  

相談室 

プレイルーム 

和室 

事務室 

学校適応指導教室 

研修室 

資料室 

調理室 

４ 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

１ 

１ 

面接相談・訪問相談 
電話相談・電子メール相談

教育相談室 就学相談 
集団カウンセリング 臨床心理士 １名 

相談員 ４名 

学校適応指導教室 
指導員 ３名 
学習支援ボランティア 

所 長 

主 幹 

副主幹 

主 査 生活指導

個別学習
かもめ教室 

けやき教室 

体験学習学習教室 

グループ相談 
ほっとルーム 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

（５）教育相談等の流れ 

●教育相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●就学相談の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●学校適応指導教室入級の流れ 

                        〔教育相談の風景〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電話〔文書〕 相談申込 終 結 

他機関の紹介 

面 接 相 談 

電子メール相談 

心 理 検 査 等 

訪 問 相 談 

グ ル ー プ 相 談 

ケース会議 

受理面接 

助 言 

学齢児童生徒保護者 

就学時の健康診断等 

教
育
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ン
タ
ー
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・
観
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

４ 学校保健活動の充実 
（（１１））児児童童生生徒徒のの健健康康のの保保持持増増進進  

学校保健法に基づき、各種健康診断等を実施することにより、児童生徒の健康状態を把握し、保護

者と連携を深めながら早期治療の指示を迅速に行い、児童生徒が心身ともに健康的な学校生活が送れ

るよう努めています。 

◎児童、生徒、教職員等の定期健康診断の実施 

・教職員等の結核、胃、尿、心電図の集団検診と血液検査 

・児童、生徒の定期健康診断 

・児童、生徒の心臓検診 

・児童、生徒のぎょう虫卵、尿の検査 

・児童、生徒の予防接種 

・生徒の貧血検査 

・就学時健康診断 

 

（（２２））学学校校職職員員のの健健康康保保持持増増進進  

各種健康診断等を実施することにより、学校職員の健康状態を把握し、学校職員が心身ともに健康

な状態を保持増進するよう努めています。 

◎各種健康診断等 

・定期健康診断（正規採用職員４０歳以上の者は特定健康診査含む） 

・B 型肝炎抗体検査及び予防接種 

・面接指導 

 

（（３３））学学校校環環境境衛衛生生のの管管理理  

学校環境衛生基準に基づき、学校内の各種環境検査を実施することにより、児童生徒が安全な学校

生活を送れるよう努めています。 

◎各種環境検査 

・飲料水検査 

・簡易水道検査 

・プール水質検査 

・給食室衛生検査 

・ダニアレルゲン検査 

・照度検査 

・空気検査 

・黒板検査 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

５ 学校安全活動の充実 
（（１１））安安全全教教育育のの充充実実  

児童生徒が自他の生命を尊重し、生涯にわたっ

て安全な生活を営むとともに、他者の安全にも進ん

で協力することができる態度や能力を身につけるこ

とを目指します。そのため、予測される危険に対して

的確に判断し、適切に行動できる実践的な資質や

能力を養う各種啓発活動を行っています。 

 

 

（（２２））交交通通安安全全指指導導のの徹徹底底  

交通事故を未然に防ぐために、発達段階に即し

て、交通安全指導を関係機関と連携し進めていま

す。また、通学路の点検、安全マップの作成等、登

下校の安全確保に努めています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（３３））学学校校防防犯犯体体制制のの整整備備  

学校の安心・安全を確保するため、保護者や地

域住民と協力して学校防犯体制を整備しています。

登下校の防犯パトロール活動、子ども１１０番の家と

の連携、防犯ボランティア養成講座の開催、防犯ブ

ザーの配付など、子どもを対象とした犯罪を未然に

防ぐことに努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（４４））学学校校安安全全パパトトロローールルカカーー事事業業のの推推進進  

平成１９年度から、市内１１校の全中学校に学校

安全パトロールカーを配備し、登下校を中心に、校

区内の小・中学校、保護者、地域が一体となって、

児童生徒の安全を確保するパトロールを実施してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（５５））防防災災教教育育のの推推進進  

災害時に適切な行動が取れるように、避難訓練

を中心とした防災指導を徹底しています。また、災

害時に学校が組織的に機能できる体制を整備する

よう、各学校に働きかけています。 

 

 

（（６６））安安全全管管理理体体制制のの強強化化  

市内公立幼稚園・小・中学校全３５校に自動体

外式除細動器（ＡＥＤ）を設置し、安全管理体制の

強化を図りました。全教職員を対象にＡＥＤの使用

法も含めた救急救命講習会を実施し、教職員の資

質向上に努めていまいます。また、学校安全計画を

作成し、施設等の安全点検を毎月実施するなど、

安全な学校環境づくりに組織的に取り組んでいます。 

 

 

（（７７））日日本本ススポポーーツツ振振興興セセンンタターー災災害害共共済済給給付付制制度度

及及びび児児童童生生徒徒賠賠償償責責任任保保険険  

市では独立行政法人日本スポーツ振興センターの

災害共済給付制度に加入しており、市立の幼稚

園・小学校・中学校に在籍する幼児・児童・生徒が

学校管理下において負傷等を負った場合、災害共

済給付として医療費等を支給しています。 

また、日本スポーツ振興センターの災害共済給

付制度を補完するものとして、児童生徒賠償責任

保険に加入しています。これは小中学校の児童生

徒が学校管理下において、他の児童生徒あるいは

第三者の身体を害したり又はその財物を破損したり

した場合に、保護者が法律上の賠償責任を負うこと

によって被る損害があった時に保険金が支払われ

ます。 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

６ 学校における食育の充実 
（１）学校給食の運営組織 

小学校と中学校の学校給食の適正かつ効果的な運営と資質の向上を図ることを目的として「上尾市学校給食

会」を組織する。 

 ○ 献立の作成 
献立委員会

物資委員会

○ 新献立・新製品の研究 

○ 物資納入業者の選定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小学校給食の実施状況 （平成２０年５月１日現在） 

学校名 給食形態 開設年月 給食数 
給食関係従事者 

栄養職員 調理員 

上 尾 小 学 校 完全給食 昭和 31.9 ７８１ 食    １人 ２ 〔２〕(２) 人

中 央 小 学 校 完全給食 昭和 37.2 ６７４ 食    １人 ３ 〔２〕(１) 人

大 谷 小 学 校 完全給食 昭和 37.2 １，０１０ 食    １人 ３ 〔３〕(１) 人

平 方 小 学 校 完全給食 昭和 38.5 ５１６ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

大 石 小 学 校 完全給食 昭和 35.1 １，１２０ 食    １人 ４ 〔４〕(１) 人

原 市 小 学 校 完全給食 昭和 37.12 ７３２ 食    １人 ２ 〔２〕(１) 人

上 平 小 学 校 完全給食 昭和 38.1 ８５２ 食    １人 ２ 〔３〕(１) 人

富士見小学校 完全給食 昭和 39.6 ８７４ 食    １人 ３ 〔４〕   人

尾山台小学校 完全給食 昭和 42.4 ３８８ 食   ２    (２) 人

東 小 学 校 完全給食 昭和 44.4 ９２１ 食    １人 ２ 〔４〕(１) 人

大石南小学校 完全給食 昭和 47.4 ５３５ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

平方東小学校 完全給食 昭和 49.4 １９４ 食   ２ 〔１〕(１) 人

原市南小学校 完全給食 昭和 49.4 ６７０ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

鴨 川 小 学 校 完全給食 昭和 49.4 ４８３ 食   ２    (３) 人

芝 川 小 学 校 完全給食 昭和 50.6 ６６０ 食    １人 ２ 〔１〕(２) 人

瓦 葺 小 学 校 完全給食 昭和 50.4 ３６４ 食   ２ 〔１〕(１) 人

今 泉 小 学 校 完全給食 昭和 51.4 ４３６ 食   ２    (２) 人

西 小 学 校 完全給食 昭和 51.4 ４３４ 食   ２    (２) 人

東 町 小 学 校 完全給食 昭和 52.4 ７９６ 食    １人 ２ 〔３〕(１) 人

平方北小学校 完全給食 昭和 52.4 ３０３ 食   ２    (１) 人

大石北小学校 完全給食 昭和 54.4 ９１９ 食    １人 ２ 〔４〕(１) 人

上平北小学校 完全給食 昭和 54.4 １８８ 食  ２ 〔１〕(１) 人

合                計 １３，８５０ 食    １４人 ４９〔３８〕(３１) 人

○実施回数 186 回   ○月額給食費 3,900 円   ○1 食単価 230 円  

※「調理員」は再任用職員を含む。「調理員」の〔 〕は嘱託給食調理員数、（ ）は臨時給食調理員数 

○ 物資の購入 

○ 給食指導に関する研究 

○ 学校給食に関する研究 
指導委員会

上尾市立小学校給食 

運営委員会 

上尾市立中学校給食 

上上  

尾尾  

市市  

学学  

校校  

給

共同調理場運営委員会 

○ 献立の作成 給  

食
献立部会 

○ 新献立・新製品の研究 

○ 物資納入業者の選定 

食  

会
物資部会 

指導部会 

○ 物資の購入 

○ 給食指導に関する研究 

○ 学校給食に関する研究 

会  
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

（３）小学校給食の内容 

献立は全校同一で、東西２班に分け２部制で実施

している。献立の作成は学校栄養職員があたり、献立

委員会で審議検討する。 

〔主食〕 

○米飯…月に９回実施している。そのうち自校炊飯が

月２回～３回、残りは委託炊飯である。自校

炊飯では、混ぜごはん・ピラフ・炊き込みごは

ん等を実施している。委託炊飯では白飯が

主となるが、カレーライス・手巻ずし等に人気

がある。 

○パン…子供パン・バターロールパン・メロンパン・クロ

ワッサン・デニッシュ等の変わりパンを用いて

いる。特に揚げパンは人気がある。 

○めん…月に２回実施している。主食として使用する

ときと、パンを減量し、めんを副食として使用

する組み合わせを行っている。主な献立に

は、スパゲッティナポリタン・煮込みうどん・焼

きそば等がある。 

〔牛乳〕 

毎日の飲用のほかに、料理にも牛乳・乳製品の使

用を心掛けている。 

 

 

〔おかず〕 

材料の購入は、一部共同購入とし、物資委員会に

おいて品質、安全性、価格等を考慮し選定する。 

献立は加工品の使用を控え、手作りを多く取り入れ、

きめの細かい心のこもった調理を行っている。コロッケ・

メンチカツ・手作りグラタン・手作りカレー・かきあげ等は、

手作り献立の代表的なもので、児童にも大変好評である。 

 

◎児童１人１回当たりの食事摂取基準（平成２０年度） 

区 分
ｴﾈﾙｷﾞｰ
(kcal) 

たんぱく
質(g) 

ｶﾙｼｳﾑ
(㎎) 

鉄 
(㎎) 

栄養量 650 24 330 3.0 

区 分
ﾋﾞﾀﾐﾝ A
(μgRE)

ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B2
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ C
(㎎) 

栄養量 130 0.3 0.4 20 

区 分
ﾅﾄﾘｳﾑ
(g) 

食物繊維
(g) 

脂肪(％) 

栄養量 3 以下 6.5 
学校給食による 

摂取ｴﾈﾙｷﾞｰ全体の

25%～30%以下 

 

 

（４）ランチルームの整備 

児童数の減少に伴い増加した余裕教室の有効利用の一環として、昭和６３年度から平成７年度まで文部科学

省の補助対象となる 2 教室を一体としたランチルームを 8 校整備し、補助事業廃止後の平成８年度以降は２校

整備した。その他、余裕教室等を校内で工夫してランチルームとして使用している小学校は７校ある。 

 

 

 

〔原市小学校ランチルーム〕 〔今泉小学校ランチルーム〕 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

（４）中学校給食の実施状況 

健康教育の一環としての学校給食は、かつては食

糧不足の時代に栄養補給を目的として実施されたが、

現在は飽食の時代といわれるくらい物質的には豊かな

社会となった反面、欠食や偏食による栄養のアンバラ

ンス、肥満傾向生徒の増加、家庭における食生活の

変化、食糧生産の体験不足による食に対する理解度

の低下などのため、健康や食習慣上の課題が指摘さ

れている。そうした中で、「生涯にわたる健康づくりの基

礎を培う学校給食」としての新たな役割が求められて

いる。 

そこで、生徒の栄養改善や健康の増進を図るととも

に望ましい食習慣を育成するため、以下の点に留意し

ながら栄養バランスのとれた豊かな食事の提供に努

めている。 

①①  栄栄養養ののババラランンススへへのの配配慮慮  

学校給食における平均所要栄養量の基準及び
食品構成表に基づき、栄養バランスのとれた、おい
しく魅力的な食事内容となる献立を作成する。 

②② 豊かで多様な献立の推進  豊かで多様な献立の推進 

地域における食生活の特性や教育的意義も高い
地場産物を積極的に導入するとともに、伝統的な
食文化の継承と醸成につながる四季折々の行事食、
郷土料理などを採り入れるほか、生徒の献立に対
する理解を促進するためリクエスト献立にも対応す
るなど、豊かで多様な献立を作成する。 

③③ 生きた教材としての献立の工夫  生きた教材としての献立の工夫 

学校給食が教育の一環としての役割を果たし、
生徒が望ましい食習慣や人間関係を身に付けられ
るようにするため、給食を生きた教材として活用する
必要がある。そのため、献立の内容を学校における
給食指導計画や指導内容と関連させ、教科指導を
はじめ特別活動、学校行事などと一体となった取り
組みができるよう配慮する。 

④④ 選択できる献立の導入推進  選択できる献立の導入推進 

生涯にわたる健康を培うためには、栄養バランス
を考え、適切な食品を選んで食べることができる能
力を養うことが大切である。そのため、バイキング給
食など選択できる給食の導入を推進するとともに、
栄養指導と関連付けられるよう配慮する。 

⑤⑤ 米飯給食の推進  米飯給食の推進 

学校給食への米飯の導入は、食事内容の多様
化を図り、栄養に配慮した米飯の正しい食習慣を身
に付ける見地から教育上有意義と考えられている。
そのため、米飯を中心とした日本型食生活や食文
化を伝承するよい機会ととらえ、米飯給食を積極的
に採り入れる。 

⑥

(ｱ) 実施状況 

中学校給食は、共同調理場（セントラルキッチン）

プラス自校調理場（サテライトキッチン）方式（上尾

方式）により、平成５年１月１８日から開始された。こ

の方式は、センター方式と自校方式の機能を効果

的に組み合わせた全国的にも珍しいもので、共同

調理場施設のほかに各中学校にも小規模自校調

理場施設が設置されている。 

a  対象校と給食数 

中学校１１校、約６，５００食（教職員等を含む） 

b 実施回数と給食費 

年間実施予定回数１８７回（共同調理場稼動予

定回数）、月額 4,500 円(１食平均単価２７０円） 

 

(ｲ) 実施内容 

献立内容により異なるが、共同調理場では炊飯、

揚げ物、焼き物、煮物等の調理を行っている。 

 また、各中学校自校調理場では汁物類、サラダ類、

果物類等を調理し、配送される調理品と合わせて、各

クラス用配膳車（配膳台兼用）に仕分けをし、各校舎

各階に設置されている配膳室まで運搬を行っている。 

a 食器と盆 
強化磁器食器４点（大皿１、小皿１、飯碗１、 

汁碗１）を使用し、献立によって３点まで使い分け
をし、盆は強化プラスチック（ＦＲＰ）製を使用してい
る。 

 b 配送と回収 
配送車６台によるコンテナ方式で、共同調理場

から１１校に配送し、給食終了後に回収を行う。学
校規模により食器、盆は調理品とは別に配送及び
回収を行っている。 

 ｃ  洗浄と保管 
食器類、食缶類、コンテナ等は、共同調理場で

回収後一括洗浄と保管を行い、各中学校調理場
で使用する食缶、フライケース等はそれぞれの調
理場で洗浄と保管を行っている。 

⑥ 牛乳の積極的飲用の推進 牛乳の積極的飲用の推進  

「パンまたは米飯、ミルク、おかず」の 3 点がそろ
った給食が完全給食であり、牛乳の飲用は完全給
食の大切な要件である。したがって、良質なたんぱ
く質と不足しがちなカルシウムやビタミン B2 などを
含む牛乳は、成長期にある中学生にとって重要な
食品であることから、積極的な飲用の推進に努める。 
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 (ｳ) 食事内容 

献立は小学校同様、全校同一で東西 2 班に分け
る二部制で実施している。献立原案は、共同調理場
の栄養士が作成し、委託業者との打合わせを経て献
立部会にてさらに審議決定し、予定献立として実施し
ている。また、学校給食は健康の増進、体位の向上、
正しい食習慣を身に付け、好ましい人間関係づくり等
を図ることにあるため「家庭の食事」の規範の一助にな
るよう研さんして取り組んでいる。 

〔主食〕 
○米飯…共同調理場の炊飯システムを毎日稼動さ

せ、東西 2 班に交互に提供し、月 1～2 回
の炊き込みごはんやピラフなどの「変わりご
飯」を実施している。 

○パン…小学校同様、食パン・コッペパン以外にも各
種の加工パンを多く用いて給食に変化をつ
けている。 

○めん…カレーうどん、かき揚げうどん、みそラーメン
など月 1～2 回実施している。 

〔牛乳・乳製品〕 
貴重なカルシウムの確保のため、毎日の飲用のほ

かに、グラタン、チーズ入りコロッケ、シチューなどに多
く使用し、好評を得ている。 

〔おかず〕 
肉や魚を主とした主菜一品のほか、副菜を 2～3

品付けることを基本としている。また、物資選定にあた
っては、物資部会を通じて、安全性を含めてよい食品
を適正な価格で入手することを目標としている。さらに、
加工品や半加工品を極力使わず、素材を生かし、大
規模な集団給食に対しても手づくりが採り入れられる
よう委託業者の調理担当者とも綿密な連絡を取りな
がら工夫する努力を続けている。 

〔栄養所要量の基準〕 
学校給食における栄養所要量の基準は、厚生労働

省が定める日本人の栄養所要量を参考とし、児童生
徒の健康の保持増進を図るのに望ましい栄養量を文
部科学省が算出したものである。 

生徒１人 1 回当たりの平均栄養所要量の基準（平成 15 年改定） 

区 分 ｴﾈﾙｷﾞｰ 
(kcal) 

たんぱく質 
(g) 

ｶﾙｼｳﾑ
(㎎) 

鉄 
(㎎) 

栄養量 830 32 400 4.0 
 

区 分 ﾋﾞﾀﾐﾝ A 
(μgRE) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B1 
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ B2
(㎎) 

ﾋﾞﾀﾐﾝ C
(㎎) 

栄養量 190 0.4 0.5 25 
 

区 分 ﾅﾄﾘｳﾑ 
(g) 

食物繊維 
(g) 脂肪(％) 

栄養量 3 以下 8.0 
学校給食による摂取ｴﾈﾙ
ｷﾞｰ全体の 25%～30%以下

 

 

 

(ｴ) 調理業務の形態 

  民間業者による委託方式を採用。委託内容は、共
同調理場及び自校調理場における調理、配缶、配
送（配送車を含む）、配膳、洗浄、保管、施設設備
日常清掃等の業務、ボイラー管理業務とその他の
関連業務である。 

 
(ｵ) 調理施設概要 

a 共同調理場（セントラルキッチン） 
・名 称 上尾市立中学校給食共同調理場 
・所 在 地 上尾市大字上尾村 476－１ 
・電話番号 048－777-1552 
・竣工年月 平成 4 年 12 月 
・敷地面積 4,512 ㎡ 
・延床面積 2,306 ㎡（1 階 1,853 ㎡、2 階 453 ㎡） 
・主な施設 調理コーナー、下処理コーナー、炊飯

室、洗浄室、食品加工室、残滓回収
室、プラットホーム、機械室、調理研
修室、洗濯乾燥室、検査室、準備室、
給湯室、休憩室、運転手控室、更衣
室、事務室等 

・調理能力 10,000 食 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

b 各中学校自校調理場（サテライトキッチン） 
・名 称 上尾市立中学校給食自校調理場 
・所 在 地 各中学校に同じ 
・電話番号 各中学校に同じ 
・敷地面積 各中学校用地の一部（既設受部分を

増改築９校、新設２校） 
・延床面積 １１校平均１６０㎡（配膳室、休憩室含

む） 
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７ 教育費支援の充実 
（１）幼稚園保育料の補助制度 

◎◎平平成成２２００年年度度幼幼稚稚園園就就園園奨奨励励費費補補助助金金  

【趣旨】 
幼稚園就園奨励費補助金は、幼稚園教育の一層の普及と充実を図るため、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳

児を幼稚園に通園させている保護者のうち一定の要件を満たす方に対しまして、国と市が保育料等の一部を補
助し、保護者の負担軽減を図るものです。 

【対象者及び金額】 
上尾市に住民登録がある、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を幼稚園に通園させている世帯を対象として、

下記の内容で補助金を交付します。 

○ 小学校１・２・３年生の兄・姉がいない世帯 ･･････････････〔Ａ表〕のとおりです。 

○ 小学校１・２・３年生の兄・姉がいる世帯 
・幼稚園に通園させている幼児が１人又は２人いる世帯･･･････〔Ｂ表〕のとおりです。 
・幼稚園に通園させている幼児が３人以上いる世帯･･･････････〔Ａ表〕のとおりです。 

 〔Ａ表〕 補助金の額（年額） 

第１子 第２子 第３子以降 

市民税が非課税及び生活保護世帯 １４６，２００円 １９０，０００円 ２６０，０００円

市民税の所得割額が非課税の世帯 １１０，８００円 １６５，０００円 ２５３，０００円

市民税の所得割額が 34,500 円以下の世帯 ８４，２００円 １４６，０００円 ２４８，０００円

市民税の所得割額が 183,000 円以下の世帯 ５９，２００円 １２９，０００円 ２４３，０００円

 

 

 

 

 
 
  ※幼稚園に通園している幼児に公立幼稚園、特別支援学校の幼稚部、認可保育所（公立・私立）・知的障害児通園施設・難聴

幼児通園施設・肢体不自由児施設の通園部・情緒障害児短期治療施設の通所部・認定こども園・児童デイサービスに通所
通園している兄・姉がいる場合には、その兄・姉を第１子、第２子又は第３子扱いとしてカウントします。（その兄・姉に対しては補助金
は支給されません。） 

〔Ｂ表〕 補助金の額（年額） 

第１子 
（小学１・２・３年生） 

第２子 第３子以降 

市民税が非課税及び生活保護世帯 ― １６２，０００円 １７６，０００円

市民税の所得割額が非課税の世帯 ― １２９，０００円 １４７，０００円

市民税の所得割額が 34,500 円以下の世帯 ― １０６，０００円 １２６，０００円

市民税の所得割額が 183,000 円以下の世帯 ― ８３，０００円 １０６，０００円

 

 

 

 

 

 
 
 

※小学校１・２・３年生の兄・姉が２人いる場合には、その兄・姉を第１子、第２子扱いとしてカウントし、幼稚園に通園している幼
児は「第３子以降」に該当します。（その兄・姉に対しては補助金は支給されません。） 

  

  

  

◎◎幼幼稚稚園園児児保保護護者者負負担担軽軽減減費費補補助助金金  

【趣旨】 

幼稚園児保護者負担軽減費補助金は、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を幼稚園に通園させている保護者
の負担を軽減するため、市が補助金を交付するものです。 

【対象者及び金額】 

平成２０年１０月１日現在において、上尾市に住民登録がある、満３歳児・３歳児・４歳児・５歳児を私立幼稚
園に通園させている保護者を対象として、下記の内容で補助金を交付します。 

補助金の額（年額） 

第１子 １８，０００円 第２子 ２０，０００円 第３子以降 ２５，０００円 
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（２）入学準備金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の高等部、短期大学、大学、高等専門学校、専修

学校（高等課程及び専門課程）に進学の意欲を有する者で経済的な理由により修学が困難なものの保護者

に対して、入学に要する入学金その他の費用について、無利子で貸付けを行っている。 

（平成１９年度実績） 

区  分 種別 貸付額 貸付人員 貸付金額 

高 等 学 校 

中等教育学校の後期課程 

高 等 専 門 学 校 

専 修 学 校 （高 等 課 程 ） 

公立 ２００，０００円 ６人 １，２００，０００円 

私立 ３００，０００円 ４人   ６００，０００円 

短 期 大 学 

大 学 

専 修 学 校 （専 門 課 程 ） 

公立 ３００，０００円 ０人 ０円 

私立 ５００，０００円 ３人 １，５００，０００円 

※ 返還は６ヵ月据置き、２０万円・５０万円は四半期ごとの１７回割賦、３０万円は四半期ごとの１３回割賦、無利子。 

 

（３）奨学金貸付制度 

高等学校、中等教育学校の後期課程、高等専門学校、専修学校（高等課程、専門課程）、短期大学、

大学に在学する者で、学資の支出が困難な生徒と学生に対して奨学金を貸し付けている。 

（平成１９年度新規貸付実績） 

区  分 貸付額と貸付期間 貸付人員 貸付金額 

高 等 学 校 

中等教育学校の後期課程 

高 等 専 門 学 校 

専 修 学 校 （高 等 課 程 ） 

月額１０，０００円 

（正規の修業期間内） 
0 人           ０円 

短 期 大 学 

大 学 

専 修 学 校 （専 門 課 程 ） 

月額２０，０００円 

（正規の修業期間内） 
２人 ４８０，０００円 

※ 返還は６ヵ月据置き、四半期ごとの２０回割賦、無利子。 

 

 

（４）就学援助費 

【趣旨】 
経済的理由により就学が困難な学齢児童及び生徒の保護者に対して、予算の範囲内で就学に必要な費用

を支給し、義務教育の円滑な実施を図ることを目的としている。 

【対象者】 
次の２つの条件を満たす者 
・上尾市に住民登録がある、市が設置する小学校又は中学校に就学している児童生徒の保護者 
・上尾市教育委員会が、要保護者に準ずる程度に生活が困窮していると認めた者 

【申請方法】 
・申請書は各学校・教育委員会にあります。 
・提出にあたっては、世帯の所得を証明する書類等を添付のうえ、各学校又は教育委員会に提出願います。 
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第３章 統計等資料 

１ 市内学校一覧 
（１）市立幼稚園 

幼稚園名 園 長 名 所 在 地 電話番号 

平方幼稚園 坂巻 政美 上尾市大字平方 1346-1 725-2008 

（２）私立幼稚園 

幼稚園名 園 長 名 所 在 地 電話番号 

上尾幼稚園 谷川 恵哉 上尾市仲町 2-1-14 771-0703 

上尾富士見幼稚園 秋山  徹 上尾市富士見 2-3-33 775-0517 

上尾みずほ幼稚園 岩崎 利津子 上尾市大字原市 50-3 721-0210 

つつじが丘幼稚園 青木 ひろ子 上尾市大字上野 1053-1 725-2622 

尾山台幼稚園 増田 智子 上尾市大字瓦葺 2716 721-0468 

原市文化幼稚園 稲田 碩哉 上尾市大字瓦葺 1032 721-1465 

上尾寿幼稚園 島田 敦子 上尾市大字上 1521 772-2200 

花園幼稚園 加藤 曙美 上尾市中妻 2-13-2 771-7050 

上尾みどりが丘幼稚園 小林 くに子 上尾市緑丘 4-13-13 772-3727 

西上尾しらぎく幼稚園 嶋根 あけみ 上尾市大字今泉 296 725-2227 

上尾いずみ幼稚園 吉沢 次郎 上尾市大字堤崎 356-1 726-2476 

上尾きたはら幼稚園 澤野 みすず 上尾市大字小敷谷 77-1 725-1470 

つつみ幼稚園 新井 洋子 上尾市大字上 58-7 772-1115 

妙厳寺幼稚園 織原 由美子 上尾市大字原市 977-2 721-0188 

ほし幼稚園 星野 由利子 上尾市大字小敷谷 845 725-1302 

浅間台幼稚園 鈴木  茂 上尾市弁財 2-5-3 774-1046 

双葉台幼稚園 武藤 ちよ子 上尾市大字川 207 781-4502 

上尾寿第二幼稚園 畠中  茂 上尾市二ツ宮 1087 772-1100 

カオル幼稚園 上松 久子 上尾市藤波 4-125 786-8864 

みやした幼稚園 田中 元三郎 上尾市西宮下 1-68 775-3556 

ひかわ幼稚園 今井 かほる 上尾市二ツ宮 864 771-0744 

（平成２０年４月１日現在） 

50 〔１ 市内学校一覧〕 



〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

（３）小学校 

学校名 校 長 教 頭 
教職
員数

児童数 学級数 所  在  地 電話番号

上 尾 小 学 校 細 野  功 真継  徹 ３９ ７４５ ２６ 上尾市仲町１-１１-４６ ７７１-００６７

中 央 小 学 校 黒﨑 宏司 岸浪 啓子 ３４ ６４５ ２１ 上尾市上町１-１５-４ ７７１-０２５６

大 谷 小 学 校 野崎 道男 石川 陽子 ４２ ９７１ ２８ 上尾市大字大谷本郷５２８ ７８１-０１２０

平 方 小 学 校 坂巻 政美 須藤 一幸 ２９ ４９１ １７ 上尾市大字平方１３４６-１ ７２５-２０７０

大 石 小 学 校 吉 田  洋 
栗本 賢一
本多 久男

５０ １，０７５ ３２ 上尾市大字小泉７４５-１ ７８１-０３４２

原 市 小 学 校 山 中  均 栗原 正行 ３６ ６９９ ２４ 上尾市大字原市３５０８-１ ７２１-１５３６

上 平 小 学 校 西  正博 川津 美利 ４１ ８１４ ２８ 上尾市大字南１０２ ７７１-１７５１

富士見小学校 守  由和 菅野  隆 ４０ ８３９ ２６ 上尾市柏座４-３-８ ７７１-０５０５

尾山台小学校 橋本 雄平 小俣惠美子 ２３ ３６９ １３ 上尾市大字瓦葺４０９-１ ７２１-３４００

東 小 学 校 
(向原分教室含む) 

吉田るみ子 林  七郎 ４８ ８８８ ３０ 上尾市大字上尾村１１７１-２ ７７３-２４９０

大石南小学校 小川 久雄 深谷 教子 ３２ ５０８ １８ 上尾市大字畔吉１３３３ ７２６-２６５５

平方東小学校 松本 一治 本郷  徳 １８ １８０ ８ 上尾市大字平方４３５４-２ ７２５-２６２３

原市南小学校 青山 和幸 杉浦みどり ３１ ６４２ ２０ 上尾市大字原市３９９０ ７２２-２１００

鴨 川 小 学 校 内田 和子 秋山 正久 ２６ ４６１ １５ 上尾市西宮下４-４００ ７７５-６５６２

芝 川 小 学 校 井関由美夫 鹿間  亨 ３２ ６３１ ２０ 上尾市大字久保１８０ ７７３-２５６０

瓦 葺 小 学 校 高橋 陽子 前田 裕一 ２２ ３４４ １２ 上尾市大字瓦葺２２６０ ７２１-４６１８

今 泉 小 学 校 島 村  博 水澤 恒道 ２８ ４１２ １６ 上尾市大字今泉２６８ ７８１-４３１８

西 小 学 校 岸浪 信敬 小渕 洋夫 ２８ ４１０ １４ 上尾市今泉１-７-２ ７８１-６５６７

東 町 小 学 校 吉田 秀一 影山  孝 ３５ ７６４ ２４ 上尾市東町３-１９４７ ７７５-６５６９

平方北小学校 山口  修 佐藤  洋 １９ ２８６ １０ 上尾市大字平方３６５７ ７２６-２１２０

大石北小学校 田村  均 新村  出 ４２ ８８２ ２７ 上尾市井戸木４-２３ ７７５-４４２８

上平北小学校 強瀨  誠 難波  清 １４ １７７ ６ 上尾市大字南２８７ ７７５-４４２７

児童数・学級数は、平成２０年５月１日現在 

校長氏名・教頭氏名・教職員数は、平成２０年１１月１日現在
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（４）中学校 

学校名 校長氏名 教頭氏名 
教職
員数

生徒
数 

学級
数 

所  在  地 電話番号

上 尾 中 学 校 井 川  隆
吹 野  治 
水石 明彦 

５４ ９０８ ２９ 上尾市愛宕３-２３-３４ ７７１-０１２９

太 平 中 学 校 山﨑 泰宏 菅 田  泉 ２７ ４４３ １４ 上尾市大字小敷谷２-３ ７２５-２０２６

大 石 中 学 校 村 川  栄
飯塚  睦 
木村 博昭 

５０ ９２２ ２６ 上尾市中妻４-１９ ７７２-２６６０

原 市 中 学 校 萩原 常夫 佐藤 啓一 ３２ ５４４ １６ 上尾市大字原市３４７９ ７２１-０６３６

上 平 中 学 校 江川 澄男 渡辺 義光 ３４ ６０２ １８ 上尾市大字菅谷１２１ ７７１-１５５５

西 中 学 校 清水 井一 清野 栄一 ３５ ５２５ １８ 上尾市大字今泉５１５ ７８１-１５４１

東 中 学 校 佐々木恭一 赤井 嘉一 ３７ ６６６ １９ 上尾市大字上尾村４７９ ７７５-６５６６

東 中 学 校 
向 原 分 校 佐々木恭一 矢嶋 廣明 １１ ３７ ６ 上尾市大字上尾宿２０９６ ７７１-００６４

大石南中学校 大宮 信行 森井 哲夫 ２３ ３５６ １１ 上尾市大字小敷谷１１０５ ７２６-０５１１

瓦 葺 中 学 校 神田 一美 野本 智子 ２０ ２８８ ９ 上尾市大字瓦葺１６３ ７２２-２１０１

南 中 学 校 永井 義美 新井   保 ２８ ５０３ １５ 上尾市大字大谷本郷１２４ ７８１-２２９９

大 谷 中 学 校 長谷川 隆 野吾 清典 ２０ ２５９ ８ 上尾市向山４-１０ ７８１-９０８０

児童数・学級数は、平成２０年５月１日現在 

校長氏名・教頭氏名・教職員数は、平成２０年１１月１日現在
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（５）高等学校 

学 校 名 学 科 校長氏名 所  在  地 電話番号 

県 立 上 尾 高 等 学 校 
普通科 
商業科 

山 本 和 雄 上尾市浅間台１-６-１ ７７２-３３２２

県 立 上 尾 南 高 等 学 校 普通科 小 島 和 昭 上尾市大字中新井５８５ ７８１-３３５５

県 立 上 尾 沼 南 高 等 学 校 普通科 加 藤 正 芳 上尾市大字原市２８００ ７２２-１２４６

県立上尾鷹の台高等学校 普通科 加 藤 正 芳 上尾市大字原市２８００ ７２２-１２４６

県 立 上 尾 橘 高 等 学 校 
普通科 

普通科情報ｺｰｽ
内 田 利 吉 上尾市大字平方２１８７-１ ７２５-３７２５

県立上尾高等学校（定時制） 普通科 山 本 和 雄 上尾市浅間台１-６-１ ７７２-３３２２

秀 明 英 光 高 等 学 校 普通科 高 田 貞 明 上尾市大字上野１０１２ ７８１-８８２１

（６）養護学校 

学 校 名 学 部 校長氏名 所  在  地 電話番号 

県 立 上 尾 養 護 学 校 
小学部 
中学部 
高等部 

大 山  治 上尾市東町３-２００９-３ ７７４-９３３１

（７）大学 

学 校 名 学部・学科 学長氏名 所 在 地 電話番号 

聖 学 院 大 学 

政治経済学部 
政治経済学科 
コミュニティ政策学科

阿久戸 光晴
上尾市 
大字戸崎１-１ 

７８１-０９２５人文学部 
欧米文化学科 
日本文化学科 

人間福祉学部 
児童学科 
人間福祉学科 
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２ 学校別在籍児童生徒数・学級数（平成２０年５月１日現在） 
（１）小学校 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 第４学年 第５学年 第６学年
特別支援 
学  級 

学校計 

上尾小学校 
１１６ 人 １２０ 人 １２５ 人 １１３ 人 １２６ 人 １３２ 人 １３ 人 ７４５ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ

中央小学校 
１０１ 人 １２１ 人 １１６ 人 １０７ 人 ９６ 人 １０１ 人 ３ 人 ６４５ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ

大谷小学校 
１５１ 人 １４９ 人 １９２ 人 １５４ 人 １５９ 人 １６６ 人   ９７１ 人

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   ２８ ｸﾗｽ

平方小学校 
６７ 人 ８９ 人 ８７ 人 ７６ 人 ８４ 人 ８８ 人   ４９１ 人

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １７ ｸﾗｽ

大石小学校 
１６３ 人 １８７ 人 ２１３ 人 １６８ 人 １７８ 人 １６６ 人   １０７５ 人

５ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   ３２ ｸﾗｽ

原市小学校 
１１２ 人 １１０ 人 １２３ 人 １１２ 人 １１３ 人 １１０ 人 １９ 人 ６９９ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ

上平小学校 
１２２ 人 １２９ 人 １１４ 人 １６２ 人 １３６ 人 １３３ 人 １８ 人 ８１４ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ

富士見小学校 
１３７ 人 １５７ 人 １２６ 人 １３６ 人 １２８ 人 １５５ 人   ８３９ 人

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２６ ｸﾗｽ

尾山台小学校 
６３ 人 ６９ 人 ５９ 人 ４９ 人 ７９ 人 ５０ 人   ３６９ 人

２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １３ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
１３９ 人 １６３ 人 １２９ 人 １４５ 人 １４４ 人 １４８ 人 １４ 人 ８８２ 人

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
向原分教室 

    ２ 人 １ 人 ３ 人   ６ 人

    １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ   ２ ｸﾗｽ

大石南小学校 
９１ 人 ７７ 人 ９１ 人 ８１ 人 ８０ 人 ７８ 人 １０ 人 ５０８ 人

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

平方東小学校 
２９ 人 ２２ 人 ２７ 人 ３１ 人 ２５ 人 ３３ 人 １３ 人 １８０ 人

１ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ

原市南小学校 
１２０ 人 １０３ 人 １１２ 人 ９９ 人 １０４ 人 １０４ 人   ６４２ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ２０ ｸﾗｽ

鴨川小学校 
６４ 人 ７１ 人 ７６ 人 ８７ 人 ７２ 人 ９１ 人   ４６１ 人

２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １５ ｸﾗｽ

芝川小学校 
１１３ 人 １０３ 人 ９８ 人 １１１ 人 １０４ 人 １０２ 人   ６３１ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ２０ ｸﾗｽ

瓦葺小学校 
６５ 人 ５８ 人 ５８ 人 ５５ 人 ５６ 人 ５２ 人   ３４４ 人

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １２ ｸﾗｽ

今泉小学校 
６２ 人 ５３ 人 ８０ 人 ６８ 人 ６０ 人 ６２ 人 ２７ 人 ４１２ 人

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ

西 小 学 校 
７４ 人 ７８ 人 ６４ 人 ７８ 人 ６６ 人 ５０ 人   ４１０ 人

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １４ ｸﾗｽ

東町小学校 
１１５ 人 １３１ 人 １２６ 人 １３０ 人 １２２ 人 １４０ 人   ７６４ 人

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ   ２４ ｸﾗｽ

平方北小学校 
４９ 人 ４６ 人 ３６ 人 ３８ 人 ５２ 人 ６５ 人   ２８６ 人

２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ   １０ ｸﾗｽ

大石北小学校 
１３２ 人 １３８ 人 １７２ 人 １５６ 人 １５０ 人 １３１ 人 ３ 人 ８８２ 人

４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ

上平北小学校 
３１ 人 ２６ 人 ２７ 人 ３０ 人 ３７ 人 ２６ 人   １７７ 人

１ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ   ６ ｸﾗｽ

総 合 計 
２，１１６ 人 ２，２００ 人 ２，２５１ 人 ２，１８８ 人 ２，１７２ 人 ２，１８６ 人 １２０ 人 １３，２３３ 人

７３ ｸﾗｽ ７７ ｸﾗｽ ６７ ｸﾗｽ ６５ ｸﾗｽ ６４ ｸﾗｽ ６７ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ４３５ ｸﾗｽ

上段：人数 
下段：クラス数
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上段：人数 
下段：クラス数（２）中学校 

学 校 名 第１学年 第２学年 第３学年 
特別支援 
学  級 

学校計 

上 尾 中 学 校 
３０４ 人 ２７９ 人 ２９３ 人 ３２ 人 ９０８ 人 

１０ ｸﾗｽ ７ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ

太 平 中 学 校 
１３８ 人 １３９ 人 １６６ 人   ４４３ 人 

５ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １４ ｸﾗｽ

大 石 中 学 校 
２９７ 人 ３２５ 人 ３００ 人   ９２２ 人 

９ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ   ２６ ｸﾗｽ

原 市 中 学 校 
１８９ 人 １７２ 人 １８３ 人   ５４４ 人 

６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １６ ｸﾗｽ

上 平 中 学 校 
１９０ 人 ２２８ 人 １７８ 人 ６ 人 ６０２ 人 

６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ １ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

西 中 学 校 
１６３ 人 １７５ 人 １６８ 人 １９ 人 ５２５ 人 

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
２１８ 人 ２３８ 人 ２１０ 人   ６６６ 人 

７ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ   １９ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
向 原 分 校 

３ 人 ７ 人 ２７ 人   ３７ 人 

１ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ６ ｸﾗｽ

大 石 南 中 学 校 
１１５ 人 １３４ 人 １０７ 人   ３５６ 人 

４ ｸﾗｽ ４ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   １１ ｸﾗｽ

瓦 葺 中 学 校 
８０ 人 １０９ 人 ９９ 人   ２８８ 人 

３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ９ ｸﾗｽ

南 中 学 校 
１６１ 人 １７１ 人 １７１ 人   ５０３ 人 

５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ ５ ｸﾗｽ   １５ ｸﾗｽ

大 谷 中 学 校 
９４ 人 ７８ 人 ８７ 人   ２５９ 人 

３ ｸﾗｽ ２ ｸﾗｽ ３ ｸﾗｽ   ８ ｸﾗｽ

総 合 計 
１，９５２ 人 ２，０５５ 人 １，９８９ 人 ５７ 人 ６，０５３ 人 

６４ ｸﾗｽ ５８ ｸﾗｽ ５９ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ １８９ ｸﾗｽ
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

３ 学校別在籍児童生徒数・学級数推計 

（１）小学校 

学 校 名 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

上 尾 小 学 校 
７４５ 人 ７４６ 人 ７４１ 人 ７５９ 人 ７４４ 人 ６９８ 人

普通２３・特別支援３ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ

中 央 小 学 校 
６４５ 人 ６６４ 人 ６８８ 人 ６９７ 人 ６９６ 人 ６２５ 人

普通２０・特別支援１ ２１ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ

大 谷 小 学 校 
９７１ 人 ９５７ 人 ９３８ 人 ９２３ 人 ８５７ 人 ８６６ 人

２８ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ

平 方 小 学 校 
４９１ 人 ４９９ 人 ４８７ 人 ４９３ 人 ４７１ 人 ４４４ 人

１７ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ

大 石 小 学 校 
１，０７５ 人 １，１０５ 人 １，０６０ 人 １，０４６ 人 ９９８ 人 ９４５ 人

３２ ｸﾗｽ ３３ ｸﾗｽ ３２ ｸﾗｽ ３１ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ

原 市 小 学 校 
６９９ 人 ６８８ 人 ６７１ 人 ６５９ 人 ６１１ 人 ６１３ 人

普通２１・特別支援３ ２５ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ ２３ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ

上 平 小 学 校 
８１４ 人 ８３６ 人 ８２９ 人 ８１８ 人 ８２４ 人 ８３８ 人

普通２４・特別支援４ ２９ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２８ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ

富 士 見 小 学 校 
８３９ 人 ８４８ 人 ８７５ 人 ８８８ 人 ８９６ 人 ８１９ 人

２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ

尾 山 台 小 学 校 
３６９ 人 ３８９ 人 ３８３ 人 ４０３ 人 ４１０ 人 ３９０ 人

１３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
８８２ 人 ８２８ 人 ８１３ 人 ８００ 人 ７７９ 人 ７８９ 人

普通２６・特別支援２ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ

東 小 学 校 
向 原 分 教 室 

６ 人     

２ ｸﾗｽ   

大 石 南 小 学 校 
６４２ 人 ５９７ 人 ５８１ 人 ５７３ 人 ５３６ 人 ４３８ 人

普通１６・特別支援２ ２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ

平 方 東 小 学 校 
１８０ 人 １６８ 人 １６６ 人 １６５ 人 １６３ 人 １７１ 人

普通６・特別支援２ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ８ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ

原 市 南 小 学 校 
６４２ 人 ６３６ 人 ６３６ 人 ６２５ 人 ６０６ 人 ５８８ 人

２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

鴨 川 小 学 校 
４６１ 人 ４３９ 人 ４２４ 人 ３９２ 人 ３８６ 人 ３９４ 人

１５ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ

芝 川 小 学 校 
６３１ 人 ６４１ 人 ６３４ 人 ６２１ 人 ６３５ 人 ６３９ 人

２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ

瓦 葺 小 学 校 
３４４ 人 ３４９ 人 ３８０ 人 ３８５ 人 ３９８ 人 ４３５ 人

１２ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １４ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ

今 泉 小 学 校 
４１２ 人 ４１９ 人 ４１１ 人 ３９７ 人 ３７９ 人 ３９６ 人

普通１２・特別支援４ １８ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ

西 小 学 校 
４１０ 人 ４７１ 人 ４９５ 人 ４９１ 人 ４８８ 人 ４７３ 人

１４ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ

東 町 小 学 校 
７６４ 人 ７８６ 人 ７９２ 人 ８１５ 人 ８２０ 人 ７７２ 人

２４ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２４ ｸﾗｽ

平 方 北 小 学 校 
２８６ 人 ２５７ 人 ２４６ 人 ２５９ 人 ２６９ 人 ２８０ 人

１０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ

大 石 北 小 学 校 
８８２ 人 ８８１ 人 ９０４ 人 ８８５ 人 ８３５ 人 ８４３ 人

普通２６・特別支援１ ２８ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ ２９ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ

上 平 北 小 学 校 
１７７ 人 １７９ 人 １６８ 人 １５８ 人 １４８ 人 １４４ 人

６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ ６ ｸﾗｽ

総 合 計 
１３，２３３ 人 １３，３８３ 人 １３，３２２ 人 １３，２５２ 人 １２，９４９ 人 １２，６００ 人

普通４１３・特別支援２２ ４３９ ｸﾗｽ ４３６ ｸﾗｽ ４３２ ｸﾗｽ ４２５ ｸﾗｽ ４１８ ｸﾗｽ

（学年進行による推計） 
上段：人数 
下段：クラス数
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（２）中学校 

学 校 名 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

上 尾 中 学 校 
９０８ 人 ９２３ 人 ９５０ 人 ９１７ 人 ９１７ 人 ９３８ 人

普通２５・特別支援４ ３０ ｸﾗｽ ３１ ｸﾗｽ ３０ ｸﾗｽ ３０ ｸﾗｽ ３０ ｸﾗｽ

太 平 中 学 校 
４４３ 人 ４２８ 人 ４２１ 人 ４０９ 人 ３７８ 人 ３９０ 人

１４ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ

大 石 中 学 校 
９２２ 人 ９０６ 人 ８９１ 人 ８８７ 人 ９６０ 人 ９７７ 人

２６ ｸﾗｽ ２５ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２６ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ ２７ ｸﾗｽ

原 市 中 学 校 
５４４ 人 ５６４ 人 ６００ 人 ６１３ 人 ６１８ 人 ６１２ 人

１６ ｸﾗｽ １７ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

上 平 中 学 校 
６０２ 人 ６６９ 人 ６８４ 人 ７３７ 人 ７１５ 人 ６９７ 人

普通１７・特別支援１ ２０ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ２２ ｸﾗｽ ２１ ｸﾗｽ

西 中 学 校 
５２５ 人 ５５６ 人 ５４１ 人 ５３６ 人 ５２１ 人 ５４２ 人

普通１５・特別支援３ ２１ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ ２０ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
６６６ 人 ６４９ 人 ６１１ 人 ６３０ 人 ６２５ 人 ６４２ 人

１９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １８ ｸﾗｽ １９ ｸﾗｽ

東 中 学 校 
向 原 分 校 

３７ 人       

６ ｸﾗｽ   

大 石 南 中 学 校 
３５６ 人 ３７７ 人 ３７４ 人 ３９６ 人 ４１９ 人 ３９０ 人

１１ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ １３ ｸﾗｽ １２ ｸﾗｽ

瓦 葺 中 学 校 
２８８ 人 ２８０ 人 ２９９ 人 ３１５ 人 ３３６ 人 ３３２ 人

９ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １１ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ

南 中 学 校 
５０３ 人 ５１５ 人 ４８５ 人 ４８６ 人 ４７４ 人 ４７３ 人

１５ ｸﾗｽ １６ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ １５ ｸﾗｽ

大 谷 中 学 校 
２５９ 人 ２６８ 人 ２９０ 人 ２９６ 人 ３１４ 人 ２９７ 人

８ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ ９ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ １０ ｸﾗｽ

総 合 計 
６，０５３ 人 ６，１３５ 人 ６，１４６ 人 ６，２２２ 人 ６，２７７ 人 ６，２９０ 人

普通１８１・特別支援８ １９１ ｸﾗｽ １９４ ｸﾗｽ １９３ ｸﾗｽ １９５ ｸﾗｽ １９３ ｸﾗｽ

備考１ 平成 20 年度以降の推計について、東小学校向原分教室と東中学校向原分校は推計不能のため除く。 

備考２ 小学校 1・2 年生は 30 人程度学級及び 35 人学級、中学校 1 年生は 30 人程度学級及び 38 人学級、 

その他は 40 人学級として学級数を算出。 
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４ 中学校卒業後の進路 
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５ 小・中学校児童生徒体格一覧（平成１９年度） 
◎ 小学校 

     身長(㎝) 体重(㎏) 座高(㎝) 

市平均 県平均 市平均 県平均 市平均 県平均 

第１学年 
男子 116.4 116.8 21.2 21.4 64.7 64.8 

女子 115.8 116.0 20.9 21.3 64.4 64.5 

第２学年 
男子 122.5 122.4 24.0 24.3 67.6 67.5 

女子 121.2 121.6 23.1 23.4 67.1 67.1 

第３学年 
男子 128.1 128.2 27.1 27.1 70.3 70.1 

女子 127.3 127.7 26.3 26.4 69.8 70.0 

第４学年 
男子 133.7 133.2 30.3 30.3 72.7 72.5 

女子 133.3 133.6 29.5 30.0 72.7 72.9 

第５学年 
男子 138.6 139.3 34.1 34.6 75.1 75.3 

女子 139.9 140.3 33.5 34.2 75.8 76.1 

第６学年 
男子 145.3 145.4 38.2 39.0 77.9 77.9 

女子 146.6 146.9 38.5 38.9 79.1 79.4 

◎ 中学校 

 
身長(㎝) 体重(㎏) 座高(㎝) 

市平均 県平均 市平均 県平均 市平均 県平均 

第１学年 
男子 152.3 152.6 43.3 44.3 81.4 81.1 

女子 152.1 152.1 43.3 43.8 82.3 82.0 

第２学年 
男子 159.4 159.4 48.9 48.8 84.7 84.7 

女子 155.1 155.3 47.1 47.4 83.7 83.8 

第３学年 
男子 165.0 165.4 54.2 54.3 87.8 88.0 

女子 157.1 156.8 50.4 50.3 84.8 84.8 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

６ 眼と歯の異常状況（平成１９年度） 

 
小 学 校 中 学 校 

男子 女子 男子 女子 

眼 

裸眼視力 0.9 以下の者 21.8 % 26.2 % 46.2 % 57.1 % 

眼けん炎の者 1.0 % 0.7 % 0.7 % 0.7 % 

結膜炎の者 4.9 % 3.3 % 5.7 % 3.4 % 

その他の眼疾異常の者 0.6 % 0.8 % 0.5 % 0.4 % 

歯 

処置完了者 11.9 % 15.0 % 28.5 % 30.8 % 

未処置歯のある者 9.8 % 12.6 % 23.9 % 25.2 % 

むし歯のない者 73.8 % 69.4 % 47.6 % 44.0 % 

永久歯のない者 4.5 % 3.0 % 0.0 % 0.0 % 
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〔第２部 学校教育 ～ 生きる力をはぐくむ特色ある学校づくりの推進 ～〕 

７ 教職員の状況 
（１）男女別職員数 

職 名 性別 小学校 中学校 計 職 名 性別 小学校 中学校 計 

校長 

男性 １９ １１ ３０ 

事務職員 

男性 ３ ０ ３ 

女性 ３ ０ ３ 女性 ８ ０ ８ 

合計 ２２ １１ ３３ 合計 １１ ０ １１ 

教頭 

男性 １８ １3 ３１ 

用務員 

男性 ２ ３ ５ 

女性 5 １ ６ 女性 ３ ０ ３ 

合計 ２３ １４ ３７ 合計 ５ ３ ８ 

教諭 

男性 １７９ １６０ ３３９ 

給食調理員

男性 ０ ０ ０ 

女性 ３３８ １４０ ４７８ 女性 ４９ ０ ４９ 

合計 ５１７ ３００ ８１７ 合計 ４９ ０ ４９ 

助教諭 

男性 １ ０ １ 
特別支援学級

補助員 

男性 ２ ０ ２ 

女性 １ ０ １ 女性 ６ ２ ８ 

合計 ２ ０ ２ 合計 ８ ２ １０ 

養護教諭 

男性 ０ ０ ０ 
30 人程度
学級教員 

男性 １ ６ ７ 

女性 ２６ １３ ３９ 女性 ７ ４ １１ 

合計 ２６ １３ ３９ 合計 ８ １０ １８ 

栄養教諭 

男性 ０ ０ ０ 
市費負担 

教職員合計

男性 ８ ９ １７ 

女性 ０ １ １ 女性 ７３ ６ ７９ 

合計 ０ １ １ 合計 ８１ １５ ９６ 

事務職員 

男性 ５ １０ １５      

女性 １９ ４ ２３      

合計 ２４ １４ ３８      

学校栄養 
職員 

男性 １ ０ １      

女性 １３ ２ １５      

合計 １４ ２ １６   小学校 中学校 合計 

県費負担 
教職員合計 

男性 ２２３ １９４ ４１７ 

教職員総合計

男性 ２３１ ２０３ ４３４

女性 ４０５ １６１ ５６６ 女性 ４７８ １６７ ６４５

合計 ６２８ ３５５ ９８３ 合計 ７０９ ３７０ １，０７９

（2）県費負担教職員平均年齢 

区分 校長 教頭 教諭 
  

養護 事務 
  

栄養 全体
男 女 男 女 

小学校 57.7 55.2 42.5 40.7 43.5 42.7 39.5 40.6 39.2 41.9 43.4 

中学校 56.8 54.3 44.3 44.6 44.8 45.3 45.4 46.0 43.8 40.3 45.4 

計 57.4 54.9 43.3 42.6 43.7 43.6 41.6 44.2 40.0 44.3 44.1 

（平成２０年１１月１日現在） 

（平成２０年３月３１日基準） 

60 〔７ 教職員の状況〕 



〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

（３）県費負担教職員年齢構成 

◎小学校 

年齢階層 男性 女性 

55～ 57 87 

50～54 38 83 

45～49 13 45 

40～44 22 33 

35～39 28 41 

30～34 24 43 

25～29 35 51 

22～24 6 22 

◎中学校 

年齢階層 男性 女性 

55～ 52 32 

50～54 50 35 

45～49 29 26 

40～44 11 13 

35～39 10 18 

30～34 19 18 

25～29 16 17 

22～24 8 2 

◎小中学校合計 

年齢階層 男性 女性 

55～ 52 32 

50～54 50 35 

45～49 29 26 

40～44 11 13 

35～39 10 18 

30～34 19 18 

25～29 16 17 

22～24 8 2 

 
 

（平成２０年３月３１日基準） 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

第１章 生きる喜びを分かち合える生涯学習の推進 

１ 生涯学習の推進 

少子高齢化・情報化に伴い、市民のニーズは増大し、高度化・多様化している。 

市民生活の充実と向上のために、学習機会や情報提供、学習相談の充実をすすめ、市民の自発的な学

習活動を支援するため、「上尾市生涯学習基本構想・基本計画」を策定し、「生きる喜びを分かち合える生

涯学習」を基本理念として事業を推進している。 

基本目標として、「だれもが学べる生涯学習」「学んだ成果を生かせる生涯学習」「地域参加をすすめる生

涯学習」「人と地域をつなぐ生涯学習」を掲げ、生涯学習に関する情報提供や指導者養成、拠点整備、事業

の充実などに努め、生涯学習社会を実現するため、市民との協働により事業展開している。 

 
 

（１） あげおふるさと学園（１） あげおふるさと学園  （４） 上尾市生涯学習推進員（４） 上尾市生涯学習推進員  
市民一人ひとりの生涯学習を支援するため、公民

館等で講座を行っている。また、その学習の成果を地
域に還元していただくことなどを目的としている。 

地域における生涯学習活動を支援するボランティ
アとして上尾市生涯学習推進本部長が委嘱。現在 
２４人。市民の学習活動の指導・助言や情報提供の
ほか、公民館事業などに協力している。 

（２） 生涯学習情報提供の充実（２） 生涯学習情報提供の充実  
（５） あげお市政出前講座（５） あげお市政出前講座  ◎生涯学習相談コーナーの運営 

市民の学習希望に応じ、市職員が出向いて、担当
専門知識・技術などを教えるもの。従来いくつかの部
署で行われていたものを新規分野も入れ体系化し、
平成１９年８月から実施。 

自分に合った学習を見つけ、進めていくための情
報提供や学習グループ相互の交流を図る場として
市役所第三別館１階に設置。 

◎上尾市まなびすと指導者バンクの運営 
  ★平成１９年度実施件数 ６０件 

生涯学習活動の分野ごとに指導者（市民講師）
を登録し、学習者に指導者情報を提供する。平成
８年１２月１日から情報提供開始。平成２０年４月１
日現在の登録者数は１２５人。 

（６） 家庭教育の推進（６） 家庭教育の推進  

◎家庭教育講演会の開催 
主として小・中学生の親を対象に家庭教育をテ

ーマに講演会を平成２１年２月７日（土）に開催する。 （３） 学社連携の推進（３） 学社連携の推進  
平成７年２月に生涯学習推進学社連携会議より

「生涯学習社会における地域に開かれた学校づくりに
向けて」の提言書が提出された。これに基づき、学校
施設を地域に開放し、または、学校教育機能を地域
に還元することや、社会教育を学校教育に活用してい
くことを推進していく。 

◎家庭教育事業の委託 
家庭教育学級を幼稚園保護者会５団体に、家

庭教育推進事業を市ＰＴＡ連合会に委託している。 

◎「親の学習」プログラムの実施 
家庭の教育力の向上を図るため、埼玉県が開発

した「親の学習」プログラムを活用し、市内１４校の
公立小学校の就学時健診時に保護者を対象として
実施。 

◎特別教室開放事業 
平方東小学校の音楽室、図工室、理科室、講座

室、多目的室・芝川小学校の多目的室、和室、図
工室を市民（利用登録団体）に開放している。 

 

 
◎大学公開講座 

 
市民の専門的学習要求にこたえるため、大学の

機能を市民に開放する。  

 
＜平成２０年聖学院大学公開講座＞ 

期間 ： ５月１０日～７月１２日の土曜日 

第１講座 ｢善く生きる－こころの時代への展望｣ 

第２講座 「役に立つ英会話講座」         

第３講座 「パソコン講座」 

第４講座 「女声コーラス」 

延べ参加人数 １，１１５人 

 

 

 

（７） 上尾市成人式（７） 上尾市成人式  
新しく大人の仲間入りをした新成人を祝し、励ます

ため平成２１年１年１１日（日）に式典を開催する。対
象者２，２６２人（H２０年１１月１日現在） 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

２ 人権教育の推進 

憲法や教育基本法では、基本的人権、自由、平等、教育の機会の均等について保障している。

しかし、同和問題、女性、障害者、子ども、高齢者、外国人などに関するさまざまな人権問題が

存在している。 

これらの問題を解消するため、集会所では憲法や「人権教育及び人権啓発の推進に関する法

律」の趣意にのっとり、地域社会における同和問題・人権問題の解決に向けて人権尊重の精神に

徹し、差別を正しく認識し、差別の解消のために意欲と実践力をもった人間を育てることを目指

して事業展開している。その事業展開については以下の目的をもって実施する。 

◎地域社会における健康で明るい人間関係を図ること 

◎地域の人々の教養を高め、生活の合理化を図ること 

◎人権問題の認識と理解を深めること 

このような目的を果たすために、各種教室・講座、人権研修会、団体育成など幅広い活動を行う。 

 

【20 年度原市集会所講座内容】 （（１１））人人権権教教育育のの推推進進  
子どもわくわく体験教室、料理(男性もできる中華・イ

タリアン)教室、山野草教室、折り紙教室、創作クラフト
教室、親子体操教室、パッチワーク教室、実用書写
教室、料理(おせちもちょっと)教室、冬を描く絵手紙教
室、かんたんマジック教室、うどん・まんじゅう・そば教
室。 

○市民に対する人権教育の推進 

○市附属機関、各種団体指導者に対する研修 

○あらゆる学級、講座の中に人権問題を位置づ
ける 

（（２２））集集会会所所事事業業のの充充実実  
【20 年度畔吉集会所講座内容】 

●２０年度集会所事業 （予定） 子どもわくわく体験教室、たのしい押し花教室、にこ
にこ指圧教室、親子体操教室、山野草教室、楽しく踊
る民謡教室、おしゃれなトールペイント教室、手作りパ
ンと簡単スープ教室、実用書写教室、水引工芸教室、
折り紙教室、料理（中華とイタリアン）教室。 

 原市集会所 畔吉集会所

講 座 数 １１講座 １２講座 

実施時間 １２６時間 １２２時間 

 

 

 

 

 

●●人人権権自自主主研研修修会会のの実実施施  
平成１７年度より原市集会所・畔吉集会所の利用

者全員を対象に昨年は「高齢者問題」をテーマにし、
今年度は、「子どもの人権」をテーマに人権問題研修
を実施予定。
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

３ 文化・芸術の振興 

（１） 市制施行５０周年記念 祝賀能（１） 市制施行５０周年記念 祝賀能  （３） 第３５回上尾市民音楽祭（市制施行５０周年）（３） 第３５回上尾市民音楽祭
市制施行５０周年記念事業として、地元出身の能

楽師による能公演会を実施。能の演者は、上尾市立
原市公民館・上尾市立大石公民館の能の学習グル
ープの指導にあたり、地域の芸術文化振興のために
活動している。この能公演会をきっかけに、より多くの
市民に対して、世界遺産でもある日本の伝統芸能・能
の文化が地域に浸透していくことを期待するものである。 

★会期 平成２０年８月３０日 (土) 
★会場 上尾市文化センター 
★入場者 ９２３人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２） 第４０回上尾市美術展覧会（市制施行５０周年）（２） 第４０回上尾市美術展覧会（市制施行５０周年）  

広く市民の美術活動の普及を図り、豊かな人間性

を養い、市民文化の向上に寄与することを目的とする。 

★会期 平成２０年１０月２１日～１０月２６日 
★会場 上尾市コミュニティセンター 

上尾市民ギャラリー 

★種目 第１部＝日本画 ( 34 点) 

       第２部＝洋画 （ 194 点） 

       第３部＝立体造形 ( 20 点) 

       第４部＝工芸 ( 45 点) 

       第５部＝書 ( 190 点) 

       第６部＝写真 ( 72 点) 

 

 

 

  

  

  

（市制施行５０周年）  
市内で活動している音楽（合唱、邦楽、吹奏楽・器

楽）に親しむグループが、それぞれの活動の成果を発
表し、交流を深め、音楽を通じて市民文化の向上を図
るとともに全市的に音楽の輪を広げることを目的とする。
企画・運営は、参加団体による実行委員会で行なっ
ている。 

★合唱祭＝平成２０年１１月９日（日） ２１団体 

★邦楽祭＝平成２１年２月２１日（土） ２２団体 

★吹奏楽・器楽祭＝平成２１年２月２２日（日）１２団体 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（４） 文化芸術振興基金の積み立て（４） 文化芸術振興基金の積み立て  
市民の文化芸術の振興と普及を図る活動を支援す

るため基金を積み立てする。 

★平成２０年４月１日現在の積立基金 

３５，７２１，８４９円 

  

（５） 上尾市民ギャラリーの運営（５） 上尾市民ギャラリーの運営  
市民の美術作品などを展示、鑑賞する場を提供し

芸術文化の振興、向上に寄与することを目的に、JR
上尾駅東口アリコベール上尾サロン館２階に「上尾市
民ギャラリー」を運営している。 (全面 約２３０㎡・ 
半面約１１５㎡・控室約６０㎡) 

  

  

【その他】【その他】  

◎社会教育関係団体支援・補助 

◎市ＰＴＡ連合会事務局 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

４ 文化財の保護・伝統文化の伝承 

（１）文化財の保護 

文化財保護事業は、上尾市文化財保護審議会の開催、文化財の保存・管理、埋蔵文化財の保護、

伝統文化の継承・発展、文化財資源の活用と保護思想の普及、歴史資料の収集整理、文化財保護

施設の整備、文化財保護行政の基礎運営の８本柱で計画し、実施している。

①①上上尾尾市市文文化化財財保保護護審審議議会会  (ｲ) 郷土史講座 
市内に所在する文化財の調査や市教育委員会

の諮問に応じて、文化財の保存と活用に関する重
要事項を審議し、かつ建議する。 

○第１回郷土史講座 
 【テーマ／古墳時代にみる地域社会と人々のくらし(３回講座)】 
 ［会場／イコス上尾研修室］ 

★会議：５月１９日、２月予定 期日 内 容 講 師 参加者

9/25
（木）

古墳時代 
（概論） 

塩野 博 氏 
（元埼玉県立博物館館長） 

33 人

10/2
（木）

埼玉の古墳時代
塩野 博 氏 
（元埼玉県立博物館館長） 

36 人

10/2
（木）

上尾の古墳時代
小宮山 克巳氏 
（上尾市教育委員会職員） 

32 人

②②文文化化財財のの保保存存・・管管理理  

(ｱ) 市指定文化財の指定 

(ｲ) 市登録文化財の登録 

(ｳ) 市指定文化財の修理・修復 

(ｴ) 市指定文化財維持交付金の交付 

★７件へ２１０，０００円を交付 

(ｵ) 市指定文化財の状況調査 
市指定文化財の現状を把握することで、円滑に

保存し、維持・管理を進めていく。 
○第２回郷土史講座 

【テーマ／人々のくらしと民俗芸能（２回講座）】 
(ｶ) 馬蹄寺のモクコク防虫駆除 （５月２２日・９月８日） 

期日：１月１５・２２日 
(ｷ) 文化財の調査・研究 講師：斉藤 修平 氏（埼玉県立歴史と民俗の博物館専門員） 

・石造物調査（上尾地区）       関 孝夫 氏 （上尾市教育委員会職員） 
(ｸ) 民具の収集と整理 （民具収蔵庫の薫蒸） 

(ｳ) 市制施行５０周年 上尾の歴史展 
(ｹ) 文化財説明板・標柱の設置 

 ・内容：昭和３３年を中心とした写真・新聞記事など

を展示 （入場者１，１７４人） ③③埋埋蔵蔵文文化化財財のの保保護護  

(ｱ) 埋蔵文化財試掘・確認調査  ・期間：７月２日～１５日 （土・日も開催） 
(ｲ) 埋蔵文化財緊急発掘調査  ・会場：上尾市役所ギャラリー 

・秩父山遺跡（第５次）・後山遺跡（第６次）の発掘

調査及び上・宮下、本山遺跡の報告書刊行（国・

県補助事業） 

(ｴ) 市制施行５０周年 上尾市 民俗芸能公演 

・内容：普段、目に触れる機会の少ない民俗芸能を

市民に公開 
(ｳ) 市事業による出土遺物の整理調査  ・期間：１月２５日（日) 

・領家・宮下遺跡、後耕地遺跡  ・会場：上尾市コミュニティセンター 
(ｴ) 上尾市遺跡調査会の運営 

(ｵ) 文化財保護に関する啓発誌の発行 
④④伝伝統統文文化化のの継継承承・・発発展展  本年度に行った保護活動や調査結果を『上尾の

文化財保護（年報）－平成２０年度－』として発行（３月） (ｱ) 技の公開と実演（祭礼調査など） 

(ｲ) 無形民俗文化財の記録保存事業 (ｶ) 地域公民館の展示ケースの展示替え 
⑤⑤文文化化財財資資源源のの活活用用とと保保護護思思想想のの普普及及  (ｷ) 出張講座 （学校や文化活動団体等） 
(ｱ) 文化財めぐり 

(ｸ) 総合的学習、教員研修等 

 

⑥⑥文文化化財財保保護護行行政政のの基基礎礎運運営営  

(ｱ) 県文化財保護協会 〔県内６９市町村で構成〕 

 ・評議員会・研修会 

(ｲ) 担当者会議、職員研修、器材の管理 

回 時期 内容 講師 参加者

第１回 
6/6 
（金） 

市場町原市の面
影を探る(原市地
区 の 歴 史 歩 き ）
［徒歩］ 

市教育委員会 
職員 

２７人

第２回 
11/7 
（金） 

見沼開拓の歴史
を訪ねて（さい
たま市） 
［中型バス］ 

さいたま市 
教育委員会職員 

３０人
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（２）歴史資料調査事業の推進 

本年度は、市史編さん事業を進める中で収集された約 42,100 点の旧役場文書について、今後、

市民の学習・研究活動に広く活用できるように、整理・分類し、公開を目的とした目録化の事業

を進める。 

◎平成２０年度の主な事業◎平成２０年度の主な事業  

① 歴史資料の整理・保存 ⑤ 研修・会議（通年） 
 (ｱ) 歴史的資料の収集 ・埼玉県地域史料保存連絡協議会 
   ・公文書の収集（6 月、2 月） 県内６５市町村及び県立文書館で構成 

専門研究委員会（第 6 次）委員を担当  (ｲ) 文書目録の発行（3 月） 

・旧役場文書（大石村役場） 300 部 ⑥ 市史編さん事業の PR 
 (ｳ) 諸家文書の調査・整理・分類(通年) ・既刊の『上尾市史』（第一・二・三・四・五・六・七・

八・九・十巻）、調査報告書、調査概報の頒布 ② 資料の二次的保存収集資料の記録（4～8 月） 
  ・マイクロフィルム写真撮影 
 

③ 保管のための資料室の維持管理（通年） 
 

④ 資料の活用（通年） 
   ・市民の学習・研究活動のためのマイクロフィルム

写真撮影資料の引き伸ばし複写提供 
 

 

◎◎上上尾尾市市史史編編ささんん事事業業刊刊行行物物  

『上尾市史』全１０巻（既刊） 

第一巻 資料編１ 原始・古代  第六巻 通史編（上） 
 第二巻 資料編２ 古代・中世・近世１  第七巻 通史編（下） 
 第三巻 資料編３ 近世２  第八巻 別 編１ 地誌 
 第四巻 資料編４ 近代・現代１  第九巻 別 編２ 金石・文化財 
 第五巻 資料編５ 近代・現代２  第十巻 別 編３ 民俗
 
『上尾市史編さん調査報告書』（既刊） 

 第８集 統計  第１集 平方貝塚 

 第９集 新聞記事目録（昭和／戦前）  第２集 領家八幡宮古墳 平塚谷津下１・２号墳 

 第１０集 尾山台遺跡  第３集 原始・古代文献目録 考古学的調査の歩み 

 第１１集 菅谷北城跡  第４集 新聞記事目録（明治・大正） 

 第１２集 上尾の中世石塔  第５集 中堀川流域の地形・地質 

 第１３集 南村 須田康子家文書目録１近世編  第６集 安政四年久保村須田家日記 

 第１４集 南村 須田康子家文書目録２近代・典籍編 第７集 十四番耕地遺跡 －第２次調査－ 

 
『上尾市史調査概報』の内容 

創刊号 座談会「市史編さんよもやま話」ほか 第８号 研究ノート「近世中期南村須田家の農業経営」
ほか 第２号 特集「尾山台遺跡」ほか 

 第３号 研究ノート「近世後期関東への甘藷栽培の普及
と上尾地方」ほか  

第９号 研究ノート「上尾市周辺荒川左岸の三匹獅子
舞」ほか 

第４号 研究ノート「上尾地域における明治地方自治の
成立と地方名望家」ほか 

第５号 研究ノート「地形からみた上尾の村と町」ほか 第１０号 特集「続・満蒙開拓青少年義勇軍」座談会ほか 
第６号 研究ノート「牧野家と足立郡石戸領」ほか 第１１号 研究ノート「金石文にみる上尾の古道」ほか 
第７号 研究ノート「縄文時代前期末葉の様相」ほか 第１２号 研究ノート「上尾市周辺地域の三匹獅子舞」ほか 
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第１３号 研究ノート「中山道上尾宿における助郷負担
の実態」ほか 

第１４号 研究ノート「宝暦期南村須田家の経営改革」ほか
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【文化財関係資料】 上尾市所在の指定文化財一覧 

◎国指定文化財：１件  

種      別 指定文化財名 

重要文化財 工芸品（１） 線刻阿彌陀五佛鏡像 ［個人蔵］    

◎県指定文化財：4 件 

種      別 指定文化財名 

有形文化財 
工芸品（１） 永楽通宝紋鞍 付 鐙一双 ［妙巌寺］  

考古資料（１） 殿山遺跡出土旧石器  ［上尾市教育委員会］     

記念物 天然記念物（２） 
徳星寺の大カヤ及び暖帯林 ［徳星寺］ 

馬蹄寺のモクコク ［馬蹄寺］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎県選択無形民俗文化財：１件（市指定民俗文化財でもある） 

種      別 指定文化財名 

民俗文化財 無形民俗文化財（１） 平方のどろいんきょ［平方上宿地内］ 

「種別」欄（ ）は件数 

「指定文化財名」欄［ ］は所有者・管理者 

〔徳星寺の大カヤ〕 〔馬蹄寺のモクコク〕 

〔
殿
山
遺
跡
出
土
旧
石
器
〕

〔永楽通宝紋鞍 （付鐙一双）〕 

〔
平
方
の
ど
ろ
い
ん
き
ょ
〕 
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◎市指定文化財：74 件 

種      別 指定文化財名 

有形文化財 
（４６） 

建造物（３） 
愛宕神社（本殿）［愛宕神社］ 
少林寺山門 ［少林寺］ 
神山家煉瓦蔵・煉瓦塀 付 棟札一枚 ［神山家］ 

絵画（２） 
紙本着色釈迦三尊像図 ［馬蹄寺］ 
絹本着色不動明王図 ［星野家］ 

彫刻（１５） 

十一面観世音菩薩坐像 付 胎内仏 ［清真寺］ 
相頓寺三仏 ［相頓寺］ 
日光・月光菩薩立像 ［密蔵院］ 
十一面観世音菩薩立像 ［日乗院］ 
十二神将立像 ［密蔵院］ 
銅造阿弥陀如来及び両脇侍立像 ［小林寺］ 
氷川神社本殿彫刻 ［氷川神社］ 
木造阿弥陀如来立像 ［相頓寺］ 
木造阿弥陀三尊立像 ［西光寺］ 
向山不動堂彫刻 ［向山地区］ 
原市山車彫刻 ［原市第１～５区］ 
木彫十一面観音立像 ［谷津町内会］ 
木彫釈迦三尊坐像 ［龍真寺］ 
木造宝冠阿弥陀坐像 ［放光院］ 
木造十一面観音坐像 ［観蔵院］ 

書跡・典籍・古文書
（９） 

慶安の禁札 ［十連寺］ 
家康朱印状等古文書 ［徳星寺］ 
矢部家文書 ［上尾市教育委員会］ 
小川家文書 ［小川家］ 
須田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
神田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
南村須田家文書 ［上尾市教育委員会］ 
上尾宿助郷関係（壱丁目村）文書 ［上尾市教育委員会］ 
平方村石倉家文書 ［上尾市教育委員会］ 

考古資料（１２） 

月侍供養塔 ［下芝農家組合］ 
月侍供養塔 ［小川家］ 
弘長板碑 ［楞巌寺］ 
古墳出土銅鏡 ［新藤家］ 
地蔵像板石塔婆 ［畔吉東部共同墓地］ 
後山遺跡出土関山式土器 ［上尾市教育委員会］ 
薬師耕地前遺跡出土品 ［上尾市教育委員会］ 
相頓寺六字名号板石塔婆 ［相頓寺］ 
私年号板石塔婆 ［平野家］ 
正平七年銘板石塔婆 ［奥隅家］ 
十連寺板石塔婆 ［十連寺］ 
西通Ⅰ遺跡出土灰釉草葉文瓶 ［上尾市教育委員会］ 

歴史資料（５） 

五榜の高札 ［上尾市教育委員会］ 
瓦葺懸渡井官費営繕之真景図 ［上尾市教育委員会］ 
私年号延徳元年銘板石塔婆 ［藤波家］ 
平方村河岸出入商人衆奉納の石祠 ［橘神社］ 
鈴木荘丹俳諧歌碑 ［馬蹄寺］ 
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種      別 指定文化財名 

民俗文化財 
（１３） 

有形民俗文化財（６）

車地蔵 ［堤崎地区］ 
万治二年銘庚申塔 ［松本家］ 
相頓寺絵馬群 ［相頓寺］ 
戸崎の浅間塚 ［長沢家］ 
小塚浅間家 ［関根家］ 
須田家の神楽師用具 ［上尾市教育委員会］ 

無形民俗文化財（７）

藤波のささら獅子舞 ［藤波地区］ 
畔吉ささら獅子舞 ［畔吉地区］ 
藤波の餅つき踊り ［藤波地区］ 
平方のどろいんきょ ［平方上宿地内］ 
川の大じめ ［川地区］ 
畔吉の万作踊り ［畔吉地区］ 
堤崎の祭りばやし ［堤崎地区］ 

記念物 
（１５） 

 

史跡（９） 

上尾郷二賢堂跡 ［氷川鍬神社］ 
山崎武平治碩茂の墓 ［遍照院］ 
松下豊前守房利の供養塔 ［放光院］ 
森朴斎碑と墓 ［観音堂］ 
西尾隠岐守一族累代の墓 ［妙巌寺］ 
伊藤由哉碑と墓 ［妙巌寺］ 
柴田七九郎父子の墓 ［今泉共同墓地］ 
正覚寺寺子屋遺跡 ［観音堂］ 
殿山古墳 付 出土品四点 ［本多家／付は上尾市教育委員会］ 

天然記念物（６） 

もちの木 ［山根家］ 
大けやき ［橘神社］ 
らかんまき ［宝蔵寺］ 
むくの木 ［東町共同墓地］ 
むくろじ ［龍山院］ 
八枝神社の境内ケヤキ・エノキ群 ［八枝神社］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔
畔
吉
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り
〕 

〔
川
の
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〕 
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◎上尾市登録文化財：２２件 

種      別 登録文化財名 

民俗文化財 
（２２） 

有形民俗文化財（７） 

井戸木の延宝三年銘庚申塔 ［井戸木共同墓地］ 
馬喰新田の寛政十二年銘庚申塔 ［鈴木家］ 
徳星寺の正徳四年銘庚申塔 ［徳星寺］ 
柏座の享保十三年銘庚申塔 ［日乗院］ 
向山の宝暦三年銘庚申塔 ［神明神社］ 
原市の正徳二年銘庚申塔 ［稲荷神社］ 
原市船橋の文化二年銘庚申塔 ［本田家］ 

無形民俗文化財 

（１５） 

上平の竹細工技術 ［個人］ 
本町の祭りばやし ［本町］ 
愛宕の祭りばやし ［愛宕］ 
上町の祭りばやし ［上町］ 
仲町の祭りばやし ［仲町］ 
陣屋の祭りばやし ［陣屋］ 
平方下宿の祭りばやし ［平方下宿］ 
武州平方箕輪囃子 ［平方上宿］ 
小泉の祭りばやし ［小泉］ 
浅間台の祭りばやし ［浅間台］ 
小敷谷の祭りばやし ［浅間台］ 
菅谷の祭りばやし ［菅谷］ 
地頭方の祭りばやし ［地頭方］ 
向山の祭りばやし ［向山］ 
西宮下の祭りばやし ［西宮下］ 
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５ 公民館事業の充実 

公民館は市民が心の豊かさを求め、生きがいを探る生涯学習の場として、学習グループの活動

の場として、利用されている。また、地域コミュニティの場としても市民の期待は高まっている。 

現在上尾市には、上尾公民館、上平公民館、平方公民館、原市公民館、大石公民館、大谷公民

館がある。 

◎各公民館の所在地 

公民館名 所在地 電話番号 

上尾公民館 二ッ宮７５０ ７７５－０１８５

上平公民館 大字南７５－１ ７７５－９３０８

平方公民館 大字平方９０５－１ ７２６－３４４６

原市公民館 大字原市３４９９ ７２１－４９４８

大石公民館 大字小泉７４７－８ ７２６－６６１５

大谷公民館 大字大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２

（（１１））上上尾尾公公民民館館  

上尾公民館は上尾市文化センターの 4 階・5 階に位置している。 

昭和３５年に市で初めての公民館として開館、平成１８年からは地域公民館として各種多様な

自主グループが活動の場として利用している。 

本年度は主催事業として、第３２回上尾公民館まつりをはじめ俳句・囲碁・将棋の大会やさま

ざまな講座・教室等を予定している。 

これらの事業については、『広報あげお』や『市ホームページ』などによりお知らせし、地域

住民の生涯学習の要望に対応していくとともに、その拠点として、公民館を運営していく。 

 

① 開館時間・休館日 

 ○ 開館時間 ： 午前９時から午後９時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料  （単位：円）
 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日

講座室 ４０１ 600 700 700 2,000

講座室 ４０２ 500 600 600 1,700

講座室 ４０３ 400 500 500 1,400

講座室 ５０１ 500 600 600 1,700

講座室 ５０２ 400 500 500 1,400

講座室 ５０３ 500 600 600 1,700

和 室 400 500 500 1,400

調理室 600 700 700 2,000
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③ 平成２０年度 上尾公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ レディース初心者囲碁教室 ５月 一般 ４回 ３０人 女性初心者を対象に囲碁の基本を学ぶ 

２ 初心者俳句教室 ６月 一般 ５回 ３０人 初心者を対象に俳句の基本を学ぶ 

３ 親子へら鮒釣教室 ６月 親子 １回 ８０人 親子でへら鮒釣りの基本を学ぶ 

４ 夏休み子どもパン教室 ８月 小学生 １回 ２４人 パン作り体験を含む料理教室 

５ 夏休み子ども染色教室 ８月 小学生 １回 ３０人
ビー玉、箸、輪ゴムなどを使いＴシャツを 

絞り、好きな色で染めることで創造力を養う

６ 上尾ふるさと大学 ９～３月 ６０歳以上 １０回 ８０人
高齢者が健康でいきがいやよろこびを学び

仲間づくりをする講座 

７ 健康講座 １０月 一般 ２回 ５０人
健康について学ぶ講座 

【日本薬科大学協力事業】 

８ 人権講座 ３月 一般 ２回 ４０人 人権問題について学ぶ 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 第３２回上尾公民館まつり 
４/１９

４/２０
一般 １ ― 

自主グループの活動成果を発表し、地域と

の交流の場とする 

２ 第３２回上尾市新春囲碁大会 １/１７ 一般 １ ２００人 囲碁愛好者の交流と親睦を図る 

３ 第１７回上尾市新春将棋大会 １/３１ 一般 １ ２００人 将棋愛好者の交流と親睦を図る 

４ 第３９回上尾市俳句大会 ３/７ 一般 １ １００人 俳句愛好者の交流と親睦を図る 

⑤ 平成１９年度 上尾公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 385 295 342 342 259 375 373 387 306 369 369 401

人数 7,984 4,012 5,244 5,631 3,656 5,041 6,837 6,719 4,563 5,264 4,949 5,435

利用合計 ４，２０３ 件   ６５，３３５ 人 

 

〔第３２回上尾公民館まつり〕 
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（（２２））上上平平公公民民館館  

上平公民館は、市内最初の地域公民館として、昭和６０年５月１３日に開館した。 

講座室、和室などに加え、平成１７年度には体育室の改修に伴い陶芸窯を設けた。利用状況は

各種団体の活動が活発で、年々増加し 200 を超す団体が利用している。本年度は、公民館まつり

をはじめ、全１７の事業を予定している。今後も、時代のニーズに対応した事業を展開する。 

 

① 開館時間・休館日 

 ○ 開館時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００

会議室 ４００ ５００ ６００ １，５００

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００

陶芸窯 １回 ３，０００ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（単位：円）

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日

体育室兼集会室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００

③ 平成２０年度 上平公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 折り紙教室 ５・６月 一般 ４回 ２０人 箱、ひな鳥、ひまわりなどの折り方を学ぶ 

２ ドリップ珈琲教室 ６・７月 一般 ４回 １６人
ペーパーフィルターを使ったドリップコーヒー

の淹れ方を学ぶ 

３ ビーズアクセサリーを作ろう ７・８月 一般 ３回 ２０人 ビーズを使って指輪とネックレスを作る 

４ 初心者さわやか体操教室 ７月 一般 ４回 ３０人 初心者でも安心してできるストレッチを学ぶ

５ 夏休み子ども料理教室 ７月 小学生 １回 １６人 ピザとヨーグルトゼリーを作る 

６ 夏のコンサート ７月 一般 １回 １５０人
懐かしい曲、夏にちなんだ曲などを演奏 

する（みんなで歌うコーナーあり） 

７ 夏休みおはなし会 ８月 親子 ３回 各３０人
昔話、人形劇、紙芝居、絵本の読み聞か

せなどを行う 

８ 初心者ハングル教室 ８・９月 一般 ５回 ２０人
ハングル文字の仕組み、発音、基本的な 

会話を学ぶ 

９ 親子で楽しむ育児教室 ９・１０月 親子 ３回 ２０組 親子の体操、遊びなどを学ぶ 

１０ いきいき教室 １０・１１月 ６０歳以上 ６回 １５０人
交通安全、音楽、人権講座、民話、介護予

防、軽体操を学ぶ 

１１ 初心者書道教室 １０・１１月 一般 ４回 １５人
大筆で漢字を書き、筆の扱い方、字形など

を学ぶ 

１２ 人権講座 １１月 一般 １回 １５０人 高齢者の人権について学ぶ 

１３ お正月料理教室 １２月 一般 ２回 １６人
伊達巻、お煮しめなど正月料理の作り方を

学ぶ 

   



〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

〔５ 公民館事業の充実〕 75 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１４ 冬休み子ども工作教室 １２月 小学生 ２回 ２０人 折り紙と切り紙で飛行機を作る 

１５ 冬休み子ども料理教室 １２月 小学生 １回 １６人 クリスマスダブルケーキを作る 

１６ 新春落語～笑っておくれ～ １月 一般 １回 ４０人 落語を楽しみ、おおいに笑う 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 第２４回上平公民館まつり 
６/７ 

６/８ 
一般 １回 ― 

自主グル－プによる絵画、書道などの作品展示

や大正琴、コ－ラスなどの実技発表を行う 

⑤ 平成１９年度 上平公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 299 306 338 316 267 308 318 311 280 290 325 332

人数 5,312 4,585 6,027 5,443 4,074 4,934 5,349 4,791 4,266 4,305 6,955 5,249

利用合計 ３，６９０ 件   ６１，２９０ 人 

 

 

〔第２３回上平公民館まつり〕 

〔体育室でのソフトバレー〕 
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（（３３））平平方方公公民民館館  

平方公民館は、市内２館目の地域公民館として、昭和６１年５月１日にオープンした。開館 

２３年目を迎えた現在、１００を超す団体が利用している。 

本年度は主催事業として、文化祭をはじめ２１の教室・講座を予定している。より多くの市民

に利用していただくために、魅力ある教室・講座を企画するとともに、自主グループの育成にも

努めていく。一方、地域に根差した生涯学習の拠点として、その性格を生かした公民館運営に当

たる。 

 

① 開館時間・休館日 

 ○ 開館時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（単位：円）

利用単位 
午前 午後 夜間 全日 

利用区分 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日

体育室兼集会室 １，６００ １，６００ １，６００ ２，０００ ６，８００

③ 平成２０年度 平方公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 古布でわらじを作る ５月 一般 １回 ３０人
捨てるにはもったいないＴシャツや浴衣と使
って布ぞうりを作る 【生涯学習推進員協力事業】

２ 初夏の植物観察ウォーキング ５月 一般 １回 ２０人
植物や花について学び、ウォ－キングを楽
しみながら健康維持を図る 

３ たちばな学級 （高齢者学級） ５～７月 ６０歳以上 ８回 ８０人
講和や体操など、高齢社会に対応する学
習の場を提供する 

４ 茶道って？！ 体験！茶道の心 ７月 親子１５組 １回 ３０人
日本伝統の茶道を親子で体験し、もてなし
の心を学ぶ   【生涯学習推進員協力事業】 

５ 
ハローキッズ チャレンジ英語 

（低学年コース） 
８月 小学生 ４回 ２０人

夏休み期間中に、歌やゲームなどをとおし
て楽しく英語にふれる 

６ 
ハローキッズ チャレンジ英語 

（高学年コース） 
８月 小学生 ４回 ２０人

夏休み期間中に、歌やゲームなどをとおし
て楽しく英語にふれる 

７ 初心者パソコン教室 （ワード） ８月 一般 ４回 ２０人
パソコンの基本操作、文字入力、文書作成、編
集などを習得する    【上尾橘高校共催事業】 

８ 初心者パソコン教室 （エクセル） ８月 一般 ４回 ２０人
エクセルの基本操作、表計算、関数の使い
方、グラフ作成などを習得する 
              【上尾橘高校共催事業】

９ 
スパイス工場見学とカレーと 
ピタを作ろう 

８月 小学生 １回 ２０人
スパイス工場を見学した後、ドライカレーと 
ピタとフルーツゼリーを作る 

１０ 初歩のガーデニング教室 １０～１２月 一般 ３回 ３０人
ガーデニングの基礎を学ぶ 

（コンテナガーデン・ハンギングバスケット） 

１１ はじめてのフラダンス ９～１０月 一般 ４回 ３０人
年齢を問わず誰でも楽しめるフラダンスを基
礎から学ぶ 

１２ みんなで歌おう １１～１２月 一般 ５回 ２０人
リズムを感じながら、みんなで歌う楽しさを
共有する 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１３ 
中高年女性のための簡単なスト
レッチヨーガ 

１１～１２月 一般 ４回 ３０人
ゆくっりした呼吸でヨーガ体操をし、自然治
癒力を高め、健康維持を図る 

１４ ミニ門松つくりに挑戦 １２月 一般 １回 １６人 正月に飾る門松を自分の手で作る 

１５ クリスマス人形劇 １２月 幼・小 １回 ５０人
人形劇などに直接触れることで、想像力の
ある豊かな心を育む 

１６ 人権講座 １月 一般 １回 ８０人
差別の解消を目指し、さまざまな人権につ
いて考える 

１７ -162℃の不思議な世界 １月 小学生 １回 ３０人
超低温における珍しい現象を体験する 

【東京ガス出張授業プログラム】

１８ 古典落語講座 ２月 一般 １回 ８０人
落語家による口演を楽しみながら、江戸庶
民の暮らしぶりを学ぶ 

１９ 川柳入門講座 ２月 一般 ４回 ３０人
五・七・五のリズムにのせて、自分が感じている
ことを表現する   【県民活動総合センター主催】

２０ 世界の家庭料理 ３月 一般 ２回 １６人
上尾市や近隣に在住の外国人から、気軽
に作れる家庭料理を学ぶ 

２１ 文学講座 ３月 一般 ４回 ３０人
文学の名作を時代背景なども踏まえながら
読み解く      【生涯学習推進員協力事業】 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 第２３回平方公民館文化祭 
５/１７
５/１８

一般 １回 ― 
利用団体の活動の成果を、展示と実演で
発表する 

２ 
JAZZ ピアノ＆フルート 
ライブコンサート 

５月 一般 １回 ８０人 文化祭の特別企画として、コンサートを実施

⑤ 平成１９年度 平方公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 218 216 208 206 179 189 219 206 178 152 195 216

人数 2,908 3,143 2,698 2,544 2,621 2,423 2,807 2,593 2,124 2,095 2,402 2,778

利用合計 ２，３８２ 件   ３１，１３６人 

〔親子で茶道〕 〔カレーを作ろう〕 〔ハローキッズ〕 

〔
み
ん
な
で
歌
お
う
〕 

〔ガーデニング〕 
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（（４４））原原市市公公民民館館  

原市公民館は、昭和６３年５月に市内３館目の地域公民館としてオープンした。講座室や和室、

調理室、体育室を備え、図書室も併設している。地域住民に根差した文化・スポーツはもとより、

各種活動は年々盛んになり、現在１００を超す団体が利用している。 

今年度は、第２１回原市公民館祭りをはじめ、ハイキング教室など全２４の公民館事業を計画

している。また、地域への情報紙として、公民館だより『かけどい』を年３回発行している。 

今後、少子高齢化・国際化の時代を迎え、地域住民の生涯学習の拠点として、公民館を運営し

ていく。 

 

① 開館時間・休館日 

 ○ 開館時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：円）

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日

体育室兼集会室 １，６００ １，６００ １，６００ ２，０００ ６，８００

③ 平成２０年度 原市公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 子ども土曜日教室 ４～３月 小学生 １０回 各２０人
生涯学習推進員、公民館学習グループ 
「あいの会」と協働して、世代間の交流を図
り、小学生に各種体験学習の機会を提供 

２ 原市日本語教室１学期 ４～７月 
外国籍
市民 

１５回 １５人
外国籍の人が日本語や地域のこと、日本の
文化を学ぶ（マンツーマン方式） 

３ 原市ことぶき学級 ５～１０月 
６０歳以

上 
９回 １５０人

高齢者が健康で潤いのある生活ができるよ
う、多彩なテーマの講話やレクリエーション
など学習の場を提供する 

４ ３Ｂ体操教室 ５～６月 一般 ４回 ２０人

ストレッチ・リズム体操を中心に若さを維持するた
めの伸展運動、生活習慣病を予防する全身持
久力を高める運動、基礎体力を維持する筋力
運動などを楽しみながら学ぶ 

５ 
ウォーキングの仕方と 
郷土の歴史巡り 

５月 一般 １回 ２０人
効果の上がるウォーキングの仕方を学び、
原市地区の郷土の歴史巡りをする 

６ スポーツ吹矢体験教室 ６～７月 一般 ３回 ２０人
腹式呼吸を使い手軽にできる健康法 
「スポーツ吹矢」の基礎を体験する 

７ 茶道初心者教室 ６～７月 一般 ４回 １０人 茶道（裏千家）を初歩から学ぶ 

８ 手作り布ぞうり教室 ７月 一般 １回 ３０人
着なくなった T シャツを利用して、スリッパに
代わる室内履きの布草履を作る 

９ ものづくりと科学遊び教室 ７～８月 小学生 ４回 ２０人

制作を通し科学を体験する 
第１回/科学の不思議を知る  
第２回/風船ホバークラフト、竹とんぼヘリコプター 
第３回/しょうゆ差しの泳ぐ小魚 
第４回/万華鏡作り 

１０ 日本語ボランティア育成講座 ８～９月 一般 ３回 ２０人
日本人が外国籍の人たちに日本語を教え
る方法や、コミュニケーションのこつを学ぶ 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１１ 日本の詩を歌おう～歌曲編～ ９～１０月 一般 ４回 ２５人
日本人の心を表現した歌曲をピアノ伴奏で楽し
む。音楽の構成から発生、歌唱までを学ぶ 

１２ 原市日本語教室２学期 ９～１２月
外国籍
市民 

１５回 １５人
外国籍の人が日本語や地域のこと、日本の
文化を学ぶ（マンツーマン方式） 

１３ 知って得する介護入門講座 ９～１０月 一般 ３回 ２０人

体と頭を使って介護の入門体験 
第１回/体力測定とストレッチ、介護予防の要点（転倒予防など） 

第２回/介護保険の仕組み、介護の実技（日本赤十字社）  
第３回/漢字で頭の体操、認知症への理解（サポーター養成） 

１４ リメーク教室 １０～１１月 一般 ４回 １５人
流行遅れや部分的に傷んだ洋服・端切れ
などを仕立て直し再利用する 

１５ 中高年向けハイキング教室 １０月 ５０歳以上 １回 ２５人
紅葉の奥日光、竜頭ノ滝から自然林に覆われた
高山に登り、小田代ヶ原から戦場ヶ原を歩く 

１６ 年越しそば打ち教室 １２月 一般 ２回 １６人
そば作りに必要な素材選び、打つ、ゆでる、
つゆ作りなどの基本手法を学ぶ 

１７ お正月料理教室 １２月 一般 １回 ２０人 手作りおせちで新春のお膳を飾る 

１８ 原市日本語教室３学期 １～３月
外国籍
市民 

１０回 １５人
外国籍の人が日本語や地域のこと、日本の
文化を学ぶ（マンツーマン方式） 

１９ 手作りみそ教室 ２月 一般 １回 ４０人 みそ職人の指導で米麹のみそを作る 

２０ ペンと毛筆の初心者教室 ２～３月 一般 ４回 ２０人 日常生活に役立つ美しいペン習字の習得 

２１ ふれあい親子かるた教室 ３月 一般 １回 ２０人
郷土かるた・百人一首を親子で行い、スキ
ンシップを図る（親には家庭教育講話あり） 

１回 ５０人
大衆芸能としての講談の魅力と話芸につい

２２ 講談の世界 ３月 一般 
て、講話と口演で味わう 

④ 大会 ・ イベント  

内     容 № 事 業 名 時期 対象者 回数 定員

１ 第２１回原市公民館祭り ５/１７
５/１８

一般 １回 ― 
サークルの活動成果の発表と地域住民との
交流 

２ 秋のファミリーコンサート １１月 一般 １回 １００人
子どもから広い世代まで親しめる曲をハー
プで演奏 

⑤ 平成１９年度 原市公民館利用状況  

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 305 287 295 297 233 274 295 301 270 252 302 290

人数 4,902 4,890 4,143 5,666 3,817 3,413 4,204 3,526 4,474 3,075 5,465 3,504

利用合計 ３，４０１ 件   ５１，０７９ 人 
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（（５５））大大石石公公民民館館  

大石公民館は、平成３年１月に上尾市で４番目の地域公民館として、大石小学校西側にオープ

ンした。ここは、周辺の豊かな緑にめぐまれ、入り口にあるヒマラヤ杉の巨木が自然環境との調

和を象徴している。平成２０年１月の大石支所、図書館大石分館の移転に伴い、多目的室、陶芸

窯を整備し、４月から利用している。 

主催事業は講座形式のほか、陶芸教室を開催するなど新設備を活用した、多様な生涯学習事業

の提供に努めている。 

 

① 開館時間・休館日 

 ○ 開館時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 （単位：円）

利用単位 
午前 午後 夜間 全日 

利用区分 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００

和室 ２ ２００ ３００ ４００ ９００

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００

多目的室 ５００ ６００ ７００ １，８００

陶芸窯 １回 ３，０００ 

 

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日

体育室兼集会室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００

 

③ 平成２０年度 大石公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ みどりのコンサート ４月 一般 １回 ７０人 公民館音楽サークルによるコンサート 

２ 陶芸入門教室・第１期 ５～６月 一般 ６回 １６人 手びねり技法を学び、施釉・焼成まで体験する 

３ 大石若返り学級 ５～６月 高齢者 ６回 １２０人
上尾の歴史、病気予防・人権などを学び、
教養を高める 

４ 能の謡入門教室 ５～６月 一般 ４回 １５人 能の謡いを学び、能の幽玄な世界を体験する 

５ 郷土料理教室 ７月 一般 ２回 ２０人
郷土に伝わる冷汁や炭酸まんじゅうなどの
料理を学ぶ 

６ 夏休み子ども工作教室 ７月 小学生 ２回 ３０人 粘土で空想の動物などを作り、創造力を養う 

７ 夏休み子ども料理教室 ７月 小学生 １回 ２０人 子どもたちで簡単でおいしい料理を作る 

８ 夏休み子ども陶芸教室 ８月 小学生 ３回 ２０人 子どもが本格的な陶芸に挑戦する 

９ 軽スポーツ教室 １０月 一般 ４回 ４０人
スポーツの楽しさを実感し、健康維持に役
立てる 

１０ 
手編み入門教室 
～棒針に挑戦してみよう～ 

１０～１１月 一般 ６回 ２０人 手編みの基礎を学び、ニットの作品を仕上げる 

１１ 陶芸入門教室・第 2 期 １０～１１月 一般 ５回 １６人 手びねり技法を学び、施釉・焼成まで体験する 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１２ 歴史講座 １１月 一般 ２回 ３０人 児玉地方の歴史について学ぶ 

１３ 男の料理教室 ２０人 男性対象の日々の料理教室 １１月 一般男性 ３回

花の特性（色・香り）を使い、心身の健康法
を学ぶ 

１４ 花と色と香りの講座 ２０人１１～１２月 一般 ３回

１５ スポーツ・レクリエーション教室 １２月 一般 ３回 ４０人
レクリエーション（ゲーム・ソング・ダンス）を
学び、健康に役立てる 

１６ ニューイヤーコンサート １月 一般 １回 １００人 アコースティックな楽器でのライブを楽しむ 

１７ 古典文学講座 １～２月 一般 ４回 ５０人 古典の時代背景を学びながら作品を鑑賞する 

１８ コミュニティ人権講座 ２～３月 一般 ２回 １００人
大石地区コミ協と共催でさまざまな人権課
題を学ぶ 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 第１８回大石公民館まつり 
９/２７

９/２８
一般 １回 ― 

サークルの活動成果の発表と地域住民との

交流 

⑤ 平成１９年度  大石公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 

件数 295 297 283 298 278 265 306 299 284 296 294 294

人数 4,123 4 4,052 4,227 4,032 3,750 4,104 4,278,276 5,023 4,279 3,944 6,201

利用合計 ３，４８９ 件   ５２，２８９ 人 
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（（６６））大大谷谷公公民民館館  

平成５年４月に開館した大谷公民館は、地域公民館としては唯一の２階建てであり、陶芸窯を

付設した工作室や広い展示ホールを設置したことで幅広い利用がされている。また、地域の中心

的施設として大谷支所を併設しており、公民館利用者以外の市民も数多く訪れている。 

本年度も数々の事業を展開していく予定で、同時に公民館主催事業修了者による自主グループ

を含めた２００を超す団体に活発に利用され、文化・スポーツ活動の拠点としての役割を果たし

ている。 

 

① 開館時間・休館日 

 ○ 開館時間 ： 午前９時から午後１０時まで 

 ○ 休館日 ： 年末年始・その他臨時休館日 

 

② 使用料 

利用単位 

利用区分 
午前 午後 夜間 全日 

講座室 １ ４００ ５００ ６００ １，５００

講座室 ２ ４００ ５００ ６００ １，５００

和室 １ ３００ ４００ ５００ １，２００

和室 ２ ３００ ４００ ５００ １，２００

調理室 ５００ ６００ ７００ １，８００

工作室 ４００ ５００ ６００ １，５００

陶芸窯 １回 ３，０００ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（単位：円）

利用単位 

利用区分 
午前 午後１ 午後２ 夜間 全日

体育室兼集会室 ２，０００ ２，０００ ２，０００ ２，６００ ８，６００

③ 平成２０年度 大谷公民館主催事業 

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 日本語教室１・２・３学期 ４～３月 
外国籍
市民 

各１１回 各１５人
外国籍市民が日本語ボランティアの 
マンツーマンの指導で日常会話を学習しな
がら、生活に必要な知識を学ぶ 

２ 初心者パン教室 ４月 一般 １回 ２０人
ハムロールやチーズロールなどの焼きたて
パンでランチを楽しむ 

３ 知的障害青年学級 ４～３月 障害者 １１回 ３０人
自主グループやボランティアの協力を得て毎月
１回障害者に生涯学習の機会を提供する 

４ 大谷いきいき学級 ５・６月 
６０歳 
以上 

８回 １３０人
高齢者を対象に軽スポーツや音楽などの
総合講座を実施する 

５ 古Ｔシャツで布ぞうりを作ろう ６月 一般･親子 ２回 各２４人
古くなったＴシャツで健康増進にも役立ち洗
濯機でも洗える布ぞうりを作る 

６ 茶道入門教室 ６・７月 一般 ６回 １０人
ふくささばき、茶のたて方･頂き方など茶道
の基本ともてなしの心を学ぶ（表千家） 

７ 七夕祭りとうどん作り ７月 子ども １回 ２０人
折り紙で七夕の飾り付けをし、うどん作りにも
挑戦する 

８ 浴衣とアッピー音頭 ７月 子ども １回 ２０人
浴衣を着て、楽しくアッピー音頭を踊り、昔
懐かしいすいとん汁を食べる 

９ 親子料理教室 ７月 親子 １回 16 組
カレーパン、ミネストローネスープ、ココナッツ
ゼリーを作る 

１０ 
子ども工作教室① 
竹とんぼ作り 

８月 子ども １回 ２４人 よく飛ぶ竹とんぼを作る 

１１ 
子ども工作教室② 
ビーズでキーホルダーを作る 

８月 子ども １回 ２０人
チャーム付ビーズボールのキーホルダーを
作る 
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№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１２ 
子ども工作教室③ 
紙すき教室 

８月 子ども １回 ２４人 押し花などを入れてはがきを作る 

１３ 
親子科学教室 
「体験しようマイナス 162 度の世界」 

８月 親子 １回 ２０組
実験を通して、低温の世界を体験し、エネ
ルギーの大切さを学ぶ 
           【東京ガス出張授業プログラム】 

１４ かんたんヨガ＆ピラティス ８・９月 一般 ４回 ３０人
体の中心を意識しながら行う、やさしい筋力
トレーニング 

１５ 花と香りのリフレッシュ講座 ９・１０月 一般 ４回 ２０人
フラワーアレンジメントやアロマスプレーなど
を作って花の癒し効果を実感する 
            【（財）いきいき埼玉との共催】

１６ 歴史散歩 ９・１０月 一般 ２回 ３０人
上尾の茶業の歴史を学び、社会見学で入間市
博物館と県茶業特産研究所などを見学する 

１７ 水彩で風景を描く １０・１１月 一般 ５回 １５人 デッサンの基礎を学び、身近な風景を描く 

１８ 川柳入門教室 １１月 一般 ４回 ２０人
ユーモアと風刺のセンスをみがき、日常の
出来事などを１７音字で表現する 

１９ 韓国の家庭料理 １１月 一般 ２回 ２４人 家庭料理の定番と美味しいキムチを作る 

２０ 簡単！お正月料理 １２月 一般 １回 ２０人 簡単に作れる正月料理を作る 

２１ 素敵なクリスマス飾りを作ろう １２月 一般 １回 ２０人
アートフラワーでエレガントなクリスマスリース
飾りを作る 

２２ 手打ちうどんを楽しもう １月 一般 １回 １６人
ほうれん草や紅花を入れた手打ちうどん 
２種類ときのこのつけ汁を作る 

２３ 素敵なビーズアクセサリー １・２月 一般 ３回 ２０人 ビーズを使って手作りのアクセサリーを作る 

２４ 人権講座 ２月 一般 １回 ５０人
差別の解消を目指し、さまざまな人権につ
いて学ぶ 

２５ 味噌作り教室 ２月 一般 １回 ４０人 みそ職人の指導で伝統的なみそを仕込む 

２６ 初心者陶芸教室 ２・３月 一般 ５回 ２４人 陶芸の基本を学ぶ 

④ 大会 ・ イベント  

№ 事 業 名 時期 対象者 回数 定員 内     容 

１ 
市制施行５０周年記念 
「大谷公民館まつり」 

一般 １回 ― 
自主グループが作品展示や実演などで活
動の成果を発表し、地域相互の交流を図る

５/２４
５/２５

⑤ 平成１９年度  大谷公民館利用状況 

月別 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ９月 

件数 343 355 348 376 317 306 352 373337 357 340 260

人数 4,869 5,529 5,297 4,802 3,609 4,679 4,755 5,132 4,192 4,031 5,093 4,982

利用合計 ４，０６４ 件   ５６，９７０ 人 
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〔茶道入門 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

５ 図書館事業の充実 
上尾市図書館は昭和４３年８月に創設し、昭和５６年６月に現在の図書館本館が新設オープン

した。市民の多様な学習意欲にこたえ、生涯学習の基盤施設として図書やその他の資料を収集・

整理・保存して利用者へ提供するとともに、視聴覚機材の貸出しや視聴覚機器の技術講習会、映

画会やお話し会などの図書館事業を行っている。 

本館のほかに５つの分館と３つの公民館図書室を配置し、これらをコンピュータと図書の回送

車でネットワークを結び、どこの施設でもすべての図書館資料の検索、返却、貸出ができる。ま

た、ホームページや携帯電話での蔵書検索や予約受付を実施している。（※１） 

また、さいたま市・伊奈町と協定を結び、いずれの住民であっても各市町の図書館を利用する

ことができる。 

（※１） 
パソコンや携帯サイトから、市内の図書館（本館、分館、公民館図書室）が所蔵している図書資料
を予約する場合には、事前に来館して、パスワード登録の申し込みが必要となります。 

◎パスワード登録に必要なもの  
・利用カード 
・身分証明書（免許証、保険証、社員証、学生証など） 

 ◎パスワード登録をすると、Ｗｅｂ予約のほか、以下のことができます。  
・利用状況の照会 
・予約状況の照会 
・メールアドレス登録（予約図書が用意できたときの連絡をメールで受け取る。） 

（１）名称と所在地 

名  称 所在地 電話番号 

上尾市図書館 （本館） 上町１－７－１ ７７３－８５２１ 

図書館平方分館 平方４３５４－２ （平方東小学校内） ７８１－６８００ 

図書館瓦葺分館 瓦葺２５２８－３ ７２３－１０７０ 

図書館たちばな分館 平方１７１３－１ ７８２－１９１９ 

図書館上尾駅前分館 柏座１－１－１５ プラザ館 1.2 階 ７７８－４１１１ 

図書館大石分館 中分１－２３２ ７２６－６０５９ 

上平公民館図書室 南７５－１ ７７５－９３０８ 

原市公民館図書室 原市３４９９ ７２１－４９４６ 

大谷公民館図書室 大谷本郷９４９－１ ７８１－０８９２ 

（２）開館時間と休館日 

 区分 開館時間 休館日 

上尾市図書館（本館） 
火～日曜日・祝日 ： 午前９時～午後７時 

（１Ｆ児童室・視聴覚機材団体利用は午後５時まで） 

月曜日（祝日を除く） 

年末年始・図書整理期間
駅前分館 

火～金曜日 ： 午前１０時～午後８時 

土･日・祝日 ： 午前１０時～午後５時 

分館及び公民館図書室
火～金曜日 ： 午後１時３０分～午後５時 

土曜日・日曜日・祝日・夏休み期間 ： 午前１０時～午後５時 
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（３）利用状況 （平成１９年度） 

施設名 開館日 年間利用者数 年間貸出冊数 １日平均貸出冊数

上尾市図書館 （本館） ３０１ 日 １８３，９３０ 人 ７４６，１６３ 冊 ２，４７８ 冊 

図書館平方分館 ２８８ 日 １３，９４４ 人 ５０，６７３ 冊 １７５ 冊 

図書館瓦葺分館 ２８８ 日 ２１，６１７ 人 ８４，１８０ 冊 ２９２ 冊 

図書館たちばな分館 ２８８ 日 １１，８８４ 人 ５１，７３２ 冊 １７９ 冊 

図書館上尾駅前分館 ２８８ 日 ４９，０１４ 人 １３８，９４３ 冊 ４８２ 冊 

図書館大石分館 [※１] ６０ 日 １２，４９１ 人 ５０，７０２ 冊 ８４５ 冊 

上平公民館図書室 ２８６ 日 ９，２６７ 人 ３７，６０１ 冊 １３１ 冊 

原市公民館図書室 ２８８ 日 ８，８３０ 人 ３４，６０３ 冊 １２０ 冊 

大谷公民館図書室 ２８６ 日 １０，７１０ 人 ４１，８０１ 冊 １４６ 冊 

西上尾こども図書館 [※２] １３５ 日 １，９３１ 人 ７，９５５ 冊 ５８ 冊 

大石公民館図書室 [※３] １９６ 日 ７，９８８ 人 ２９，０２４ 冊 １４８ 冊 

全館合計 ２，７０４ 日 ３３１，６０６ 人 １，２７３，３７７ 冊  

※１ 大石分館は、平成２０年１月１５日に開館。 

※２・※３ 西上尾こども図書館及び大石公民館図書室は、平成１９年１０月末に閉館。 

 

 

〔図書館本館〕 
〔大石分館〕 

〔
た
ち
ば
な
分
館
〕 

〔たちばな分館館内〕 

〔駅前分館館内〕 
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（４）各館の種類別資料の状況 （平成２０年 3 月３１日現在） 

 一般書 児童書 紙芝居 郷土資料 雑誌 洋書 AV 資料 計 

上尾市図書館
（本館） 

２２７，１５８ ７１，０３２ ７４２ ６，０６６ ８，５８９ ９２０ ６，９３０ ３２１，４３７

平方分館 ２１，０６３ １５，８０７ １４１ １５０ ５７８ ０ ０ ３７，７３９

瓦葺分館 １７，８２４ １３，６５３ １２８ １３９ ３２６ ０ ０ ３２，０７０

たちばな分館 １７，８３７ ７，９２８ １０２ １０２ ４１３ ０ ０ ２６，３８２

駅前分館 １８，２１１ １，６６６ ０ ８１ ５８８ ０ ０ ２０，５４６

大石分館 １９，５５６ １３，９７４ ５０６ ２ ５０２ ０ ２，４４４ ３６，９８４

上平公民館
図書室 

１１，８３１ １３，５８７ １９６ ０ ３１２ ０ ０ ２５，９２６

原市公民館
図書室 

１１，２２２ ９，９７７ １５６ １ ２６５ ４ ０ ２１，６２５

大谷公民館
図書室 

１６，８１４ ９，９７９ ４５０ ３６ ２７２ ３ ０ ２７，５５４

合 計 ３６１，５１６ １５７，６０３ ２，４２１ ６，５７７ １１，８４５ ９２７ ９，３７４ ５５０，２６３

 

（５）年齢別利用登録者数 （平成２０年 3 月３１日現在） 

 年齢 

性別 

0～6 7～12 13～15 16～19 20～24 25～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 合計 

男性 １７７ ３，５１０ ２，７４２ ３，８５５ ３，９９８ ３，１２７ ５，３００ ４，２２２ ３，７０３ ３，６２５ ２，８３７ ３７，０９６

女性 ２０５ ４，０２７ ２，９８７ ４，１３３ ５，０８１ ４，８３９ １２，７０８ ９，０９１ ６，１６４ ４，６８４ ２，０６９ ５５，９８８

合計 ３８２ ７，５３７ ５，７２９ ７，９８８ ９，０７９ ７，９６６ １８，００８ １３，３１３ ９，８６７ ８，３０９ ４，９０６ ９３，０８４

 

〔図書館本館の館内〕 

〔ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
絵
本
と
バ
ッ
ク
〕 
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（６）平成２０年度事業計画 

事業名 期日 講師等 内容 

◎◎おおははななしし会会  

○本館 

 

毎週水曜日・土曜日 

上尾おはなしの会 昔話・童話の語り 

○平方分館 毎週土曜日 

○瓦葺分館 毎週火曜日 

○大石分館 毎月第１・３土曜日 

○たちばな分館 ７月２４日・８月２８日 

○大人のためのお話会 １０月２６日・３月予定 

◎◎絵絵本本のの時時間間  

○本館 

 

毎週火曜日 

 

図書館職員 他 

 

○大石分館 毎月第２土曜日 
絵本の森もこもこ ○たちばな分館 毎月第１・３土曜日 

◎◎いいろろ・・イイロロ・・色色ああそそびび  

～～ペペーーパパーーククロロママトトググララフフィィーー～～  

７月３０日 図書館職員 

科学教育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

水性ペンで不思議な模様

のしおりやうちわをつくる 

◎◎図図書書館館ツツアアーー  １０月１１日 図書館職員 館内案内（地下書庫など）

◎◎世世界界ででたたっったた１１冊冊のの本本作作りり  １０月１１日・１８日 

１１月１日・８日 

たんぽぽの会 絵本作り 

◎◎神神田田ああおおいい講講演演会会  １１月８日 神田あおい 講談 

◎◎賢賢治治のの昼昼下下ががりり  １１月９日 吉田紀美子 他 朗読とチェロの演奏 

◎◎いいろろ・・イイロロ・・色色ああそそびび  

～～ペペーーパパーーククロロママトトググララフフィィーー～～  

７月３０日 図書館職員 

科学教育ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 

水性ペンで不思議な模様

のしおりやうちわをつくる 

◎クリスマス会 

○本館 

 

１２月２５日 

 

図書館職員 

 

絵本、他 

◎人形劇 ３月１５日 人形劇サークル 

“あいあい” 

人形劇 

◎図書のリサイクル 平成２１年２月２０日 

～２２日
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（７）視聴覚事業（団体対象） 

●利用状況 （平成１９年度） 

項 目 所蔵数 利用本（回）数

１６ミリ映画フィルム １７０本 ２４本

ビデオテープ ６２１本 １４７本

１６ミリ映写機 ７台 ７回

スライド映写機 ３台 ７回

ビデオプロジェクター ９台 １３１回

OHC （資料提示装置） ２台 １回

 

●事業実施状況 （平成１９年度） 

事業名 実施回数 参加者 

１６ミリ映写機技術講習会 １回 ８人

〃    再講習会 １回 ５人

プロジェクター技術講習会 ２回 １３人

こども映画会 １０回 ２６１人

親子映画会 ３回 ４７人

大人向け映画会 ４回 １００人

 

●平成２０年度事業計画 

事業名 期日 内容 

１６ミリ映写機技術講習会 ６月２９日 映写機利用資格者の養成 

〃    再講習会 １１月１５日 既資格者の再講習会 

プロジェクター技術講習会 ８月３０日・１１月１５日 視聴覚機材の取扱い講習会 

こども映画会 ８・３月を除く毎月第２土曜日 子供向け映画会 

春休み親子映画会 ３月２７日 親子向け映画会 

夏休み親子映画会 ８月２２日 親子向け映画会 

クリスマス親子映画会 １２月予定 親子向け映画会 

ライブラリー映画会 ６・９・１２・１月 大人向け映画会 
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第２章 健康で活力に満ちた市民スポーツ活動の推進 

余暇時間の増大等の社会環境の変化に伴い、老若男女を問わず、健康・体力づくりに対する関

心とともに多種多様なスポーツ・レクリエーション活動や広範なスポーツイベントへの市民の参

加要求はますます高まってきている。また、上尾市が健康で明るく活力に満ちた都市になるため、

スポーツ都市宣言の趣旨を踏まえ、市民一人ひとりが生涯にわたってスポーツ・レクリエーショ

ンに親しむことのできる機会と場の提供が求められている。 

 こうしたことから、あらゆる機会を通じ個々の体力や適性に応じてスポーツ・レクリエーショ

ン活動ができるよう、施設・設備の整備・拡充をはじめ、スポーツ関係団体の指導・育成のほか、

健康・体力づくりのためのスポーツ大会やスポーツ教室（講座）を開催している。またスポー

ツ・レクリエーション指導者の発掘と養成（育成）など、生涯スポーツ・レクリエーションの向

上を目指した環境整備を推進している。 
 

 

 

 

 

 

 

 

１ 生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進 
市民誰もが気軽にスポーツ・レクリエーション活動に参加できるよう、ライフステージに合わせた活動機会の

拡充を図る。 

① スポーツ都市宣言の実績 ② スポーツクラブの育成 

市民のスポーツに対する関心と理解を高め、ス

ポーツの生活化を促進するため、スポーツ関連情

報の提供充実をはじめ、スポーツ環境の整備拡充

を推進する。 

地域のスポーツ愛好者のクラブ結成を促進する

ため、各種スポーツ大会の開催やスポーツ施設利

用者の組織化を推進するとともに、指導者の紹介

などにも力を入れていく。 

また、市民の健康・体力づくりのための機会を提

供するとともに地域スポーツ活動の活性化を図るた

め、体育協会をはじめ各種スポーツ関係団体等と

の連携によりシティマラソンや市民体育祭などのス

ポーツイベントを開催する。 

○スポーツ都市宣言記念大会用賞状の提供 
○スポーツ関連情報資料の作成と提供 

  ・「スポーツ・レクリエーション行事予定表」の作成 

 ・「体育指導委員活動の記録」発刊(隔年) 

 ・「さわやかあげお」の発行（年３回） 
   

◎スポーツ大会 （いずれも市制施行５０周年記念事業） 

事 業 名 会  場 対  象 

第２５回いきいきライフ大運動会 上尾市民体育館 市内在住の６０歳以上 

第５０回上尾市民体育祭 上尾運動公園陸上競技場 市内在住・在勤・在学者 

第２１回２００８上尾シティマラソン 上尾運動公園陸上競技場 小学５年生以上 

第２７回上尾市民駅伝競走大会 上尾丸山公園周辺 市内在住・在勤・在学者 
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◎スポーツ教室・講座 

事 業 名 会  場 対  象 

アクアエクササイズ（水中体操）教室 上尾スウィンスイミングスクール 市内在住・在勤者 

長生きスポーツ教室 各公民館 市内在住の概ね６０歳以上 

スポーツ・ステップアップ講座 上尾市民体育館 市内在住・在勤・在学者 
 

③ スポーツ・レクリエーション指導者と関係団体の育成 

指導者養成講習会の開催や体育指導委員に関係する各種研修会・講習会の実施と派遣などをとおして指

導者の発掘と養成（育成）を図るとともに、体育協会の各種スポーツ・レクリエーション団体の指導、育成に努め

ている。 

○指導者養成事業 
・スポーツ・ステップアップ講座 

・スポーツ講演 

○スポーツ・レクリエーション関係団体の育成 

【【上上尾尾市市体体育育協協会会】】  

・設立 ： 昭和３３年１０月 

・構成団体 ： ４６団体 
 （支部…１０、スポーツ・レクリエーション団体…３３、学校体育連盟〈小・中・高校〉…３） 

・内部組織 ： 常任理事会、理事会、部会 

・主な事業 ： 市民体育祭、市民駅伝、シティマラソン、スポーツ講演会、
スポーツ振興基金の管理運営ほか 

・事務局 ： 市民体育館内 

④ 体育指導委員 

体育指導委員は、教育委員会から委嘱された５０人が連絡協議会を組織し、市が実施するスポーツ事業の運

営協力に当たるほか、委員相互の連絡協調と指導力と資質の向上を図るための研修に積極的に取り組むととも

に、関係機関・団体との連携を深め、地域に根差した生涯スポーツの一層の推進を図るための活動をしている。 

○体育指導委員 
・定員 ： ５０名 

・任期 ： ２年 

○体育指導委員連絡協議会 

【【活活動動方方針針】】  

 ・地域におけるスポーツ・レクリエーション指導者及び団体・組織の育成 

 ・地域スポーツの推進    ・生涯スポーツの推進 

 ・専門委員会活動の充実    ・体育指導委員相互の連絡協調の推進 

 ・研修会、講習会への積極的な参加 

【【組組織織】】  

  ・内部組織：常任委員会・専門委員会・ 

  ・専門委員会：総務委員会、研修・調査研究委員会、地域振興委員会 

広報委員会、女性委員会 

【【主主なな事事業業】】  

 ・小学生ドッジボール大会    ・ファミリーバドミントン大会 

 ・軽スポーツ普及講習会…ドッジボール講習会、ニュースポーツ講習会（各体育協会支部を対象） 

 ・研修会･･･軽スポーツ、ドッジボール等の実技 

 ・審判研修会、県内研修会、先進地視察等 

 ・その他･･･県と各種団体等が実施する事業に対する運営協力、各種研修会・講習会

への参加、親睦事業等 

 

 

 

〔１ 生涯スポーツ・レクリエーション活動の推進〕 91 



 

２ スポーツ・レクリエーション施設の整備 
市民が身近な所でスポーツ・レクリエーション活動が行えるよう、ソフトボール、野球やサッ

カーなどが実施可能な多目的運動広場を整備していくとともに学校体育施設の有効活用と市民体

育館の円滑な運営を推進する。 

 

（１）学校体育施設開放事業 

  市民のスポーツ活動の場として市内小・中学校の校庭や体育館を開放し、地域スポーツの振興とコミュ

ニティづくりの推進に努めている。開放にあたっては、各学校単位に学校施設開放運営委員会を設置し円

滑な運営を図っている。また、富士見小学校、東小学校の校庭には、夜間照明施設を設置しサッカーや

軽スポーツを行う場として開放している。 

◎屋外運動場・屋内運動場（体育館） 

〔開放日時〕 

区 分 利用施設 利 用 時 間 利 用 者 

土曜日 校 庭 １３：００～１８：３０ (日没まで） 利用に当たっては、教育

委員会への団体登録が必

要（市内在住・在勤・在学

の者で構成する１０人以上

の団体） 

 体育館 ８：００～１２：００ 

   １２：００～２１：00 

日曜日 校 庭 ８：００～１２：００ 

   １２：００～１８：３０ （日没まで） 

  体育館 ８：００～１２：００ 

   １２：００～２１：００ 

平日（月～金曜日） 体育館 １９：００～２１：００ 

※18:30 より前に日没した場合は、日没までの時間とする。 

※利用できる運動種目 
・屋外運動場 … ソフトボール、バレーボール、少年サッカー、少年野球、その他軽スポーツ 

及びレクリエーション的なスポーツ 
・屋内運動場 … バレーボール、バスケットボール、バドミントン、卓球、武道、その他の軽スポーツ 

及びレクリエーション的なスポーツ 
・上記以外は教育委員会が特に許可した種目 

 

◎夜間照明屋外運動場 

富士見小学校と東小学校の校庭に夜間照明施設を設置し、市民に開放している。 

利用できる種目は、ソフトボール・サッカーと教育委員会が許可した種目であり、開放時間は午後７時

から９時（準備と後片付けに要する時間を含む）までで、利用者は教育委員会に学校開放団体として登

録してある団体で、１回の使用料は３，０００円となっている。開放期間は５月から１０月まで、申し込みは

スポーツ振興センターで受け付けている。 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

◎平成１９年度学校開放施設利用状況                                     （単位：人） 

学校名 校庭 体育館 合計 学校名 校庭 体育館 合計 

上 尾 小 １，６８９ １，６１６ ３，３０５ 東 町 小 ６，３５４ ６，２８１ １２，６３５

中 央 小 ６，３８７ ８，２０４ １４，５９１ 平方北小 ６，８１０ ５，２５６ １２，０６６

大 谷 小 １０，１４０ ７，８４０ １７，９８０ 大石北小 ７，３１０ ６，４０５ １３，７１５

平 方 小 ２，８７６ ５，１０７ ７，９８３ 上平北小 １０，９０９ ９，６６１ ２０，５７０

大 石 小 １１，５７３ ４，１６１ １５，７３４ 小学校合計 １７７，１６５ １２５，３４６ ３０２，５１１

原 市 小 １０，６７９ ８，０１６ １８，６９５ 上 尾 中 ５，６８４ ４，１６０ ９，８４４

上 平 小 ５，０６２ ３，３０５ ８，３６７ 太 平 中 ３，５５６ ４，１５７ ７，７１３

富士見小 ９，５１４ ５，３５０ １４，８６４ 大 石 中 １９０ ２，４８２ ２，６７２

尾山台小 １７，７１５ ６，５２０ ２４，２３５ 原 市 中 ２，０７５ １，５７５ ３，６５０

東 小 ８，８１５ ３，３１０ １２，１２５ 上 平 中 １，０８４ ２，１４９ ３，２３３

大石南小 １０，９１０ ２，６６７ １３，５７７ 西 中 １２，５７４ ９８０ １３，５５４

平方東小 ８，８８０ ８，０４０ １６，９２０ 東 中 ３，５２８ ７０１ ４，２２９

原市南小 ９，０００ ５，９４７ １４，９４７ 大石南中 ５５１ ２，１５４ ２，７０５

鴨 川 小 １１，６７０ ３，２１４ １４，８８４ 瓦 葺 中 ３，７３０ ４，９３０ ８，６６０

芝 川 小 ７，３２０ ９，３１０ １６，６３０ 南 中 ２，４４９ ４，３６５ ６，８１４

瓦 葺 小 ３，５５０ ８，８３０ １２，３８０ 大 谷 中 ４，４９５ ３，７７５ ８，２７０

今 泉 小 ８，３０３ ３，５０２ １１，８０５ 中学校合計 ３９，９１６ ３１，４２８ ７１，３４４

西 小 １，６９９ ２，８０４ ４，５０３ 総 計 ２１７，０８１ １５６，７７４ ３７３，８５５
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（２）体育施設整備 

急速に進行している高齢化や高度情報化、労働時間の短縮と女性のライフサイクルの変化など

により余暇時間が増大していく中で、人々の健康・体力づくりに対する関心やスポーツ・レクリ

エーション活動への欲求はますます多様化、高度化の様相を呈している。 

そして、市民自らの健康・体力を維持増進し明るく豊かで活力に満ちた生活を送るためには、

日常生活の中にスポーツを取り入れ、スポーツ活動に積極的に参加しながら、生涯を通じてスポ

ーツ・レクリエーションに親しめるよう、行政と地域、スポーツ関係団体が協力して総合的なス

ポーツ振興施策を実施していくことが求められている。 

しかしながら、現時点では人口の増加とともに急激に増加を続けるスポーツ人口に対応してス

ポーツ・レクリエーション活動の推進を図る上においては、まだ条件が十分に整っていない状況

にある。特に、屋外体育施設については、早急に整備していくことが課題となっている。 

 

◎平塚サッカー場 ◎平方野球場 

平塚サッカー場は、総合福祉センター南側

の敷地（所在地：大字平塚５３６番地１）に、サ

ッカーコート１面（１０５m×６８ｍ）、更衣室、芝

生スタンド、トイレ、駐車場を完備した施設です。

使用料は下表のとおり。申し込み方法など詳し

くはスポーツ振興センターへ。 

平方野球場は、平方公民館西側の敷地（所在

地：大字平方７９３番地）に、野球場１面（両翼９０m、

中堅１１５ｍ）、トイレ、駐車場を完備した野球専用

施設です。使用料は下表のとおり。申し込み方法な

ど詳しくはスポーツ振興センターへ。 

【平塚サッカー場・平方野球場使用料】 

 午前１ 午前２ 午後 

一般・学生 １，０００ 円 １，０００ 円 １，０００ 円

児童・生徒 ５００ 円 ５００ 円 ５００ 円
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

◎平方スポーツ広場 

平方スポーツ広場は、平方小学校西側の敷地（所在地：大字平方 1185 番地）に、野球場、多目的広

場、ソフトボール場（A・B）、グラウンドゴルフ・ゲートボール場があり、使用料は下表のとおり。申し込み方法

など詳しくはスポーツ振興センターへ。 

〔利用できる運動種目〕 

多目的広場 野球場 ソフトボール場（Ａ・Ｂ） 
グラウンドゴルフ場 
ゲートボール場 

野球、サッカー、ソフトボー
ル、軽スポーツと教育委
員会が認めた運動種目 

野球、ソフトボール、軽スポ
ーツと教育委員会が認め
た運動種目 

少年野球、少年ソフトボー
ル、軽スポーツと教育委員
会が認めた運動種目 

グラウンドゴルフ、ゲートボ
ール、軽スポーツと教育委
員会が認めた運動種目 

〔利用料金〕 

【利用単位】 

「午前１」： 午前８時～１１時 
場※【利用区分】 

「児童･生徒」：中学生以下の人が利用する場合、また

は主に中学生以下の人が利用する場合 

「一般･学生」：上記以外の人が利用する場合 

「午前２」： 午前１１時～午後２時 

「午 後」： 午後２時～５時

               利用単位 

利用区分 
午前１ 午前２ 午 後 

野球場 
多目的広場 

一般・学生 １，０００ 円 １，０００ 円 １，０００ 円

児童・生徒 ５００ 円 ５００ 円 ５００ 円

ソフトボール場 Ａ 
ソフトボール場 Ｂ 

一般・学生 ６００ 円 ６００ 円 ６００ 円

児童・生徒 ３００ 円 ３００ 円 ３００ 円

グラウンドゴルフ場 

ゲートボール場 

一般・学生 ４００ 円 ４００ 円 ４００ 円

児童・生徒 ２００ 円 ２００ 円 ２００ 円
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（３）市民体育館の整備と管理運営 

市民の健康・体力の保持増進とスポーツ・レクリエーションの拠点としての市民体育館の施

設・設備整備を推進するとともに市民体育館機能の充実を図る。 

①運営方針 

 

・・市市民民総総ススポポーーツツ活活動動のの推推進進  
市民の健康と体力の保持増進のための身体的

活動とスポーツ愛好者の自発的・自主的スポー

ツ活動を促進し、市民スポーツの普及・振興を図

る。 

・・指指導導体体制制のの確確立立  
市民の日常的スポーツ活動が楽しく効果的に実

践できるよう、指導体制を確立し、技術水準の向

上とスポーツの継続化を図る。 

・・ススポポーーツツククララブブのの育育成成  
地域に根ざしたスポーツの普及・振興と市民のコ

ミュニティー活動を促進するため、施設利用者同

士の組織育成を図る。 

・・施施設設のの効効率率的的利利用用のの促促進進  
市民に開かれたスポーツ・レクリエーション施設と

して、だれでも手軽に利用できるよう、施設利用

の効率化を図る。 

・・施施設設・・設設備備のの設設備備充充実実  
市民の多様化するスポーツ活動が、その能力・

適性に応じて効果的に行えるよう、施設・設備の

充実を図る。 

・・安安全全管管理理のの徹徹底底  
市民の身体的活動が安全に行えるよう、施設・設

備と競技用具等の点検、利用者の規律やマナー

についての指導を徹底し、安全の確保に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②施設の概要 

  ・所在地  上尾市向山四丁目３番地１０ 

  ・電話番号 ７８１－８１１１ 

  ・利用時間  午前９時～午後９時 

  ・休館日  年末年始（１２月３１日～１月２日）・臨時休館日 年４日 

施設名 面積 利用内容 

アリーナ 
フロア 

(48m×38m) 

バレーボールコート３面 
バスケットボールコート２面 
ハンドボールコート１面 
卓球台３２台 
民踊・フォークダンス等 

卓球室 （ｻﾌﾞｱﾘｰﾅ） 
フロア 

308 ㎡ 
卓球台８台 

体力相談室兼ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ室 フロア （301 ㎡） トレーニング器具を利用して健康・体力の増進 

柔道場 フロア （333 ㎡） 柔道・合気道等 

剣道場 フロア （308 ㎡） 剣道・なぎなた・空手・拳法等 

弓道場 118.41 ㎡ 弓道(三人立) 

庭球場 7,410 ㎡ 全天候型２面  クレー４面 

会議室 フロア （129 ㎡） 全面利用 ９０人  
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③市民体育館自主事業 

○種目別個人開放 

市民の自主的スポーツ活動の促進と技術水準の向上を図り、市民スポーツの普及振興に寄与する

ことを目的として実施している。 

種 目 期日 時間 

バドミントン 毎週火曜日 １８：００～２１：００ 

バスケットボール 毎週金曜日 １８：００～２１：００ 

卓球 

毎週金曜日 １８：００～２１：００ 

毎週土曜日 
９：００～１８：００ 

毎月第４月曜日 

毎週日曜日・祝日 ９：００～２１：００ 

バレーボール 毎週土曜日 １８：００～２１：００ 

○トレーニング初心者講習会 

トレーニングの初心者に、ウェート・トレーニングとサーキット・トレーニングの基礎的理論と実技を習得さ

せ、市民の体力づくりに寄与することを目的として実施している。 

期日 時間 対象 備考 

毎月第４日曜日 １３：３０～１６：３０ トレーニングの初心者 
（高校生以上） 

受講者に「トレーニング室 
使用許可証」を交付 毎月第２水曜日 １８：００～２１：００ 
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〔第３部 生涯学習・生涯スポーツ〕 

④施設の利用状況 

 〔年度別・月別施設利用人数の推移〕 

  平成元年度 平成５年度 平成１０年度 平成１５年度 平成１６年度 平成１７年度 平成１８年度 平成１９年度

４月 １５,７１８ １５,８５９ ２０,４３５ １４,７００ １６,８４３ １７,７１５ １６,５０３ １５,７６３

５月 １５,８４７ １３,２７９ １５,８４８ １９,７６８ １９,２５２ １８,６１５ １８,７２０ １９,８９７

６月 １４,４２７ １４,７４１ ２０,８６５ ２１,１１７ １８,９１５ ２０,４６２ １９,３９６ ２０,３１２

７月 １５,５４１ １６,９１０ １５,６７０ ２０,９００ １８,２０２ １９,０８９ ２１,０１３ １８,１７６

８月 １５,４８６ １１,１２６ １１,０６２ １６,４２７ １８,６２２ １６,０５２ １７,１５２ １６,６２３

９月 １４,８０５ １３,１３１ １４,４３１ １８,４６４ １７,０１６ １７,３５７ １７,６５８ １７,６７１

１０月 １４,８２２ １６,０９０ １７,２２８ １９,３７５ １９,２０５ １９,１６５ ２０,６８７ １８,５４９

１１月 １６,４７９ １０,５４１ １２,３４０ １５,７９１ １５,５１５ １４,６８０ １５,４１８ １４,９３１

１２月 ９,０１４ ９,７３２ １２,５０８ １４,２９８ １６,１６７ １５,７３５ １６,７８６ １５,２０７

１月 ９,８０４ ９,６１４ １１,２５５ １５,６７５ １６,０２０ １６,５２５ １６,４１０ １３,６６３

２月 ９,６８９ １２,０５６ １２,６９０ １６,５４５ １５,３８７ １５,１２０ １６,７７０ １６,４２５

３月 １３,９２３ １２,５９２ １４,１８１ １７,９１２ １７,１３２ １９,２５７ １７,５１３ ２０,２７４

合計 １６５,５５５ １５５,６７１ １７８,５１３ ２１０,９７２ ２０８,２７６ ２０９,７７２ ２１４,０２６ ２０７,４９１
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120,000

児童・生徒 

（２７％） 

一般・学生

（７３％） 

アリーナ 

（３６％） 

卓球室 

（１１％） 

トレーニング室

（１８％） 

柔道場 

（１０％） 

剣道場 

（１２％） 

弓道場 

（３％） 

庭球場 

（４％） 

会議室 

（６％） 
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裏表紙の「５０周年記念アッピー」は、 

上尾市立東中学校 中島千晶さん（平成２０年３月卒業）の

デザインを原案に作成しました。 
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